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令和３年 予算審査特別委員会会議録（第２日） 

 

１．出席委員は、次のとおりであります。 

  委 員 長           和田 善臣     副委員長   河野 隆子 

  委  員   小島みゆき     委  員   二家本英生 

  委  員   三宅 良矢     委  員   前川 和也 

  議  長   北村  孝（オブザーバー） 

 

１．欠席委員は、次のとおりであります。 

  なし 

 

１．本委員会に、出席を求めた理事者は、次のとおりであります。 

  町  長        杉原 健士   副 町 長        井上 智宏 

  教 育 長        富本 正昭   町長公室長       立花 武彦 

  町長公室次長兼人権広報課長       住民部長        村田 健次 

              明松 隆雄   健康福祉部長      東  祥子 

  産業まちづくり部長兼産業振興課長    教育部長        二重 幸生 

              谷野 栄二   教育部理事兼学校教育課長 

  消 防 長        森下 孝之               石本 秀樹 

  消防次長兼消防署長   柏木 忠司 

（各課課長同席） 

 

１．本議会の職員は、次のとおりであります。 

  事務局長   柏原 憲一 

  主  査   酒井 宇紀 
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委員長（和田善臣議員） 

 皆さん、おはようございます。 

 それでは、昨日に引き続きまして予算審査特別委員会を再開いたします。 

（「午前９時５９分」再開） 

 

委員長（和田善臣議員） 

 本日の出席委員は、全員出席されております。したがいまして、会議は成立しておりま

す。 

 なお、会議に入る前に委員皆様方にちょっとお願いがあります。というのは、１人の委

員さんが続けて６つも７つも質問するというのは、ちょっと避けていただきたい。で、今

度、商工から入るんですが、これはページ数が少ないので目をまたがってもいいと思うん

ですが、できるだけページ数があまり進まないように、そういう意図もありますので、よ

ろしくお願いしたいと思います。 

委員（河野隆子議員） 

 委員長、今のことなんですけど、６つも７つもということを今おっしゃいましたけど、

それは続けてじゃなくて、その間にまた他の委員さんがあって、その後また続ける、それ

は大丈夫ですね。 

委員長（和田善臣議員） 

 それはいいです。続けて７つやるとかね、それは避けていただきたいと、そういうこと

です。 

 

委員長（和田善臣議員） 

 それでは、１０１ページから１０８ページまでの「第５款 労働費、第６款 農林水産

業費、第７款 商工費」につきまして、担当課の説明を求めます。 

（各担当課：説明） 

委員長（和田善臣議員） 

 説明は、以上のとおりです。 

 ご質疑をお受けいたします。前川委員。 

委員（前川和也議員） 

 おはようございます。１０１ページから１０２ページの労働費のところなんですけど

も、前年度から相違がないということだったんですけども、これらのもろもろの事業とい

うのは町民の就職につながるような取組がされてるんかなあというふうに思うんですけど

も、部長にも以前ちょっとご紹介させていただいたんですけども、高卒の方の就職につい

てなんですけども、高卒の就職というのは大卒の採用とは違って、三者協定とか、何かい

ろいろ独特で細かいルールがあるんですけども、高卒採用というのはそのマーケットで方
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法論が確立されてなくて、場当たり的な対応で採用を行っている企業がたくさんあるとい

うことで、そういうような環境の中、専門の求人サイト、民間のですね、これも部長に一

度ご紹介させていただいたことがあるんですけども、そこと自治体がタッグを組んで、そ

れぞれの行政区域内、だからうちで言うと忠岡町内での高卒採用に力を入れている自治体

も、この泉州でもあるということなので、そのような視点も持って、ちょっと次年度は、

３年度はもうこれ予算が出てるんですけど、さらにその先の取組として、ちょっとそうい

う考えも入れていただけたらありがたいなというふうに思います。 

委員長（和田善臣議員） 

 谷野部長。 

産業まちづくり部（谷野栄二部長兼産業振興課長） 

 前川委員の紹介で私も面会させていただきまして、高校卒業者の方と企業をつなぐ、そ

うした有名なサイトということでございました。採用ですので、こちらのほうで、人事も

ございますので、いろんな判断はできないんですけども、一般的に高校卒業者の方は離職

率が高いということなんですけども、地元の方が地元の企業に勤めると、その離職率が少

し下がるんではないかとか、そうした効果もあるやに聞いておりますので、そのサイトの

紹介もいただきましたので、将来に向けて調査、研究はしてまいりたいというふうに考え

ておるところでございます。 

委員（前川和也議員） 

 お願いします。 

委員長（和田善臣議員） 

 他に、ご質疑ありませんか。 

 小島委員。 

委員（小島みゆき議員） 

 おはようございます。農業委員会というか、農業のところでちょっとお聞きしたいんで

すけども、今、私の周りとかでも、やっぱり農家を辞められたりとか、私は馬瀬なんです

けど、周りが田んぼだったのが、だんだんお家が建つとか宅地にされて、まだ建ってない

んですけど、宅地にされてるとかいうふうになってるんですけど、ちょっと私、分からな

いので教えていただきたいんですけど、今現在の農家さんの数とか、あと、やっぱり代が

替わって親の方がされなくて、子どもさんたちが外に働きに行かれてるということで、農

業を継げないという方もあると思うんですけども、町として続けていただくような後押し

みたいなんをされてるんでしょうか。 

委員長（和田善臣議員） 

 谷野部長。 

産業まちづくり部（谷野栄二部長兼産業振興課長） 

 まず、農家の数ですけども、総農家数は昨年度時点で６８戸ということになってござい
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ます。その中で、自給的農家数は５３、販売農家数が１５。１５のうち、主業が農家であ

るというのが２、準主農業が５、副業的農家数が８ということになっておりまして、全て

入れても６８戸ということなので、かなり少ない数はご指摘のとおりかと思います。 

 あと、農業振興策が何かあるのかという話なんですけども、忠岡町は全域が市街化区域

ということもありまして、これは大阪府下でも忠岡町と泉大津市だけということになって

おるんですけども、基本的には都市計画的には市街化をしていくという位置づけになって

るところでございます。しかしながら、旧来から農家の方もおられて、だんだんとそれが

宅地化であったりとか、企業の用地になったりとかして、現在に至ったところでありま

す。 

 昨年、都市計画マスタープランの改定でいろいろと分析もいたしましたけども、やはり

一定、住宅地であったりとか工業用地であったりとか、そうした用地の供給も必要です

し、一方、緑環境を守るという意味でも農地環境を守っていくと、こうした視点も必要か

と思うんですね。これにつきましては、例えば駅周辺、利便性の高いところは宅地化をし

ていくとか、少し離れて継続的に農業をやっておられるところにつきましては、少し農業

に力を入れていく、そうした政策が必要かなというふうにも私も感じておりまして、その

政策につきましては、まだ現在のところはないんですけども、何らかの対策が必要かなと

いうふうに感じているところでございます。 

委員（小島みゆき議員） 

 ありがとうございます。 

委員長（和田善臣議員） 

 よろしいですか。 

委員（小島みゆき議員） 

 はい。 

委員長（和田善臣議員） 

 他に、ご質疑ありませんか。 

 二家本委員。 

委員（二家本英生議員） 

 まず、１０２ページなんですけども、労働費の中の委託料として、障がい者就労支援事

業委託料ということが昨年同様の予算が上がってますけど、こちら昨年もお伺いしまし

て、これの委託をしている業者が２社あるということでお伺いしてます。で、やっぱり障

がい者の就職について、今も障がい者の数というのが結構増えてきてますので、今後、障

がい者に対しての就労というのが、その支援ですね、必要になってくるんですけども、忠

岡町としては今後こういう事業所というのを、登録事業所というのを増やしていく予定は

ありますでしょうか。 

委員長（和田善臣議員） 
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 谷野部長。 

産業まちづくり部（谷野栄二部長兼産業振興課長） 

 前回、決算委員会のときにもたしか三宅委員からご質問いただいたかと思うんですけど

も、現在は、ピープルライティングスクール泉北で、これは無料ＰＲグッズ、本町のＰＲ

グッズを、しおりを作ったりとか、そういう軽作業をしていただいてるというところであ

ります。これは就労していただくことによりまして、生きがいを見つけたりとか、そうし

たことを目的にやっております。 

 もう１点がクオリティー・オブ・ライフということで、本町図書館の図書の清拭です

ね。拭き取り作業を継続的にやっていただいているところであります。この他の事業所で

も、忠岡町内でそうした作業が可能なところがありましたら、ご紹介いただきましたら、

何らかの作業があるのかないのか、そこらは十分に検討させていただきたいというふうに

思います。 

 それと、障がい者のための就労サポートということですけども、ちょくちょくお電話は

頂いておるところであります。これにつきましては、泉州北障害者就業・生活支援センタ

ーというのがありまして、こちらは就労相談であったりとか、障がい者雇用に積極的な企

業もありまして、こちらでの体験就労などを紹介しているということがありまして、こち

らの事業所を紹介をさせていただいております。また、ハローワークのほうも障がい者雇

用に力を入れておりまして、また、障がい者雇用のための教育というんですかね、就労支

援もやっておりますので、こちらのほうのご紹介もしているところであります。 

 また、インターネットで検索できるようになってるんですけども、検索がちょっと難し

いという方は、本町の窓口でも見ていただけるという環境は整えておりますので、現在の

ところはそのような対応をしているところであります。 

委員長（和田善臣議員） 

 二家本委員。 

委員（二家本英生議員） 

 忠岡町内でできること、忠岡町内でできないこと。できないことに関しては、先ほどお

っしゃられた広域のほうに依頼してというわけじゃないんですが、そちらのほうに紹介し

てやっていただいてるということなんですけども、先ほどの２業者ですかね、忠岡町内に

ある２業者なんですけど、就労継続支援のＢ型ということで、まあ言ったら先ほどおっし

ゃられた軽作業の分しかできないということなんですけども、例えばちょっとこれはここ

で話すことではないかもしれませんけど、例えば忠岡町内に就労支援のＡ型とか、あとは

もっとその先の就労支援事業とか、さらにそこから就労支援を経ての就労定着支援という

事業所を、町内に事業所をつくっていただいて、それこそ忠岡町内の障がい者だけでなく

て、この近隣の障がい者がそこに行けば働けるような環境づくり、そこに忠岡町が発信し

ていろんな企業の紹介ができるという事業を今後検討することってありますでしょうか。 
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委員長（和田善臣議員） 

 谷野部長。 

産業まちづくり部（谷野栄二部長兼産業振興課長） 

 企業も障がい者を一定雇用すると、しなければいけないという法律もあるんですけど

も、本町でその障がい者雇用の企業をつくる作業を行うのは、ちょっと今のところ困難か

なというように考えてます。先ほど言いましたように、大阪府のほうも、ハローワークの

ほうも相当力を入れておりますので、できればそうした大きな組織のところに乗っかると

言ったらちょっと表現は悪いんですけども、就労のための、さっきも言いました研修であ

ったりとか、そうした事業も活発に行われておりますので、そうした事業にまずはつない

でいくということが大切かなというふうに考えているところであります。 

委員長（和田善臣議員） 

 二家本委員。 

委員（二家本英生議員） 

 分かりました。そしたら、ＰＲも含めて、障がい者とのつながりというのは、地域福祉

課のほうでも多分していただいてると思いますので、その辺、連携を取っていただいて、

障がい者の就労についてもっと啓発していただけるようによろしくお願いします。 

 続いて、いいですか。 

委員長（和田善臣議員） 

 三宅委員。 

委員（三宅良矢議員） 

 今、ちょっと二家本さんが話していることに上書きみたいになるんですけど、ちなみに

就Ｂの事業所の数の把握って、今どれぐらいされてます、忠岡町に。 

委員長（和田善臣議員） 

 谷野部長。 

産業まちづくり部（谷野栄二部長兼産業振興課長） 

 すみません、把握してございません。 

委員長（和田善臣議員） 

 三宅委員。 

委員（三宅良矢議員） 

 その障がいのお仕事を町として何とかサポートしていきましょうというのは、現場がこ

っちで４階で、実際問題、その事業所さんとか利用者さんとの相談のときは１階で、そこ

の連携がやっぱり、今二家本さんが言ったように取れてないというのが現実見えてくるん

ですよ。一昨日、ちょっとある就Ｂの作業所さんに行って、これはまた福祉のときにも言

うたんですけどね、結局そこが縦割りになっちゃってるんで、僕らの意見にしても、どの

タイミングでどっちに言わなあかんのか全然分かんないんですよね。その辺もうちょっと
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何か改善できる仕組みづくりって、できないかな。 

 そこの事業所さんは、忠岡町内でその就Ｂの何かグループみたいなのをつくりたいと言

ってるんで、畑中課長もそこら辺はやっていくと言うてるんですよ。そこには必ず谷野部

長の担当課から誰か必ず入ってもらうとか、そういう仕組みに協力して、縦割りを若干横

割りに変えてほしいと思うんですけど、その辺はできないですか。 

委員長（和田善臣議員） 

 谷野部長。 

産業まちづくり部（谷野栄二部長兼産業振興課長） 

 すみません、私自身それを縦割りにしたつもりもありませんし、そうした事業所があり

ましたらね、確かに下にお話ししていただいて、私の耳に届いてないというのは確かにそ

ういうことかもしれませんけども、全然私どもは門戸を閉ざしているわけでもありません

し、そういう事業所でそういう意欲のあるところがありましたら、できましたら私のとこ

ろに直接来ていただいたらお話をしていただきますし、それで福祉との連携が必要であれ

ば、私のほうから取ってもいけますし、そういう作業がもし実施可能なところがありまし

たら、できましたらご紹介いただけましたら対応させていただきます。 

 内部につきましては、先ほど言いましたように畑中課長のところと連携を取っていきた

いというふうに思います。 

委員（三宅良矢議員） 

 はい。 

委員長（和田善臣議員） 

 三宅委員。 

委員（三宅良矢議員） 

 いろいろあるんかというたら、例えばですけど、選挙のときの事務作業があるじゃない

ですか。あんなんもできる人、いるんですよ。実際問題、車の免許を持っている人で障が

いＢで働いてる人、いっぱいいるんですよ、取れるんで、クリアすれば。だから、結構就

Ｂで働いているから、みんな知的に能力がないんだと勝手に決めつけてる部分があると思

うんですけど、結構事務作業でもその辺できる方も多いですし、やっぱりその辺の意見交

換って、入っていっていただいたら一番分かってくれると思うんで、そこは積極的に、来

たら話に乗るとかじゃなく、そういうのがあるから、じゃあうちらも乗っていこうかとい

うぐらいの姿勢を頂きたいなと思うんですけど、お願いできないですかね。 

委員長（和田善臣議員） 

 谷野部長。 

産業まちづくり部（谷野栄二部長兼産業振興課長） 

 一度連携は取ってみたいと思います。それと、私どもが聞いても、現在私ども役所で持

ってる作業の中で、その障がい者の方にやっていただける仕事があるのかということは、
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これは産業振興課だけでも駄目ですし、全庁的に対応していかなあかん問題ではあります

し、そうしたところでは連携を取っていきたいというふうに思います。 

委員（三宅良矢議員） 

 お願いします。続けていいですか。ほかの方にいくんやったら。いけますか。 

委員長（和田善臣議員） 

 はい。 

委員（三宅良矢議員） 

 先ほど、小島委員が農地のことでご質問されていて、僕もちょっと聞きたいなと思って

いたのが、今のところ農地を維持はしていきたいけど、なかなかやっぱり代が替わって、

相続税がかかって、お金がないから、もう忠岡に住んでないから維持でけへんから売りま

しょう。売った先は宅地です。忠岡町としては、緑が少ないんで公園を緑化していきまし

ょう。何かその辺のトータル的なバランスがすごくどうなのかなというのがあるんです。 

 ちょっと聞きたいんですけど、市街化区域、全域じゃないですか。今の田んぼのところ

だけを農地減免できるような制度って、まずないんですかね。 

委員長（和田善臣議員） 

 谷野部長。 

産業まちづくり部（谷野栄二部長兼産業振興課長） 

 それは生産緑地という制度がありまして、それを都市計画で位置づければ不可能ではあ

りません。 

委員長（和田善臣議員） 

 三宅委員。 

委員（三宅良矢議員） 

 それは、そういう考えというのはないんですかね、今のところ忠岡町に。 

委員長（和田善臣議員） 

 谷野部長。 

産業まちづくり部（谷野栄二部長兼産業振興課長） 

 これは大きな制度でありまして、平成４年だったかと思うんですけど、その制度ができ

まして、三大都市圏の市に関しては義務づけられております。町村に関してはそれは義務

づけられなくて、大阪府下でその制度を行っているのは、千早赤阪村と島本町だけという

ことになっております。 

 ただ、大きく違うのは、全域市街化というのは忠岡と泉大津しかないんです、大阪府下

は。町村でゅ市街化区域以外の市街化調整区域というところが多数ありまして、その市街

化調整区域の中の農地は、税金が市街化区域と比べたら安いということになっておりまし

て、そうした事情もありまして、現下のような感じになっているということです。 

 それと、先ほど農家の数は言いましたけども、専業農家が２つしかないという状況の中
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で、今その生産緑地制度をつくっていくということはちょっと現実的ではないかなという

ふうに考えているところであります。 

委員長（和田善臣議員） 

 三宅委員。 

委員（三宅良矢議員） 

 農業委員会って忠岡にもあるじゃないですか。どんな具体的に会議しているか、僕は全

然、すみません、見てないんで知らないんですけど、そういう会議でそういう意見は上が

ってこないんですかね。維持するのに何が大変って、やっぱり税金やと思うんですよ。ス

トレートに税金やと思うんです。年間、やっぱり宅地並み課税されたら、田畑と全然違う

じゃないですか。桁が１個違うわけじゃないですか。現実そこやと思うんですけど、その

辺に対しての意見というのは農業委員会で出てきてないんですか。 

委員長（和田善臣議員） 

 谷野部長。 

産業まちづくり部（谷野栄二部長兼産業振興課長） 

 特にございません。 

委員長（和田善臣議員） 

 三宅委員。 

委員（三宅良矢議員） 

 僕、相談を受けたのは、農業委員会の人から受けたんですよ。今、所属している。言う

ても何かみたいなことを言われて、その委員会、じゃあどう機能してるのかなって、何か

そこは不思議に思うんですけど、本当にないんですか、意見。 

委員長（和田善臣議員） 

 谷野部長。 

産業まちづくり部（谷野栄二部長兼産業振興課長） 

 私も今年度１年間しか農業委員会には出ておりませんけども、その中で何度か緊急事態

宣言で会議がなかった月もありますけども、その中でこの生産緑地制度を入れてほしいと

いう議題はありませんでした。 

委員（三宅良矢議員） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 三宅委員。 

委員（三宅良矢議員） 

 遡っても、ない話なんですか、何年間。 

委員長（和田善臣議員） 

 谷野部長。 
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産業まちづくり部（谷野栄二部長兼産業振興課長） 

 議事録はありますけど、遡ってその件に関して検証したことはございませんので、把握

はしてないということでございます。 

委員長（和田善臣議員） 

 三宅委員。 

委員（三宅良矢議員） 

 例えば、今、農業をしてはる方、専業とかも踏まえて、そういった方にちょっとこのこ

とについてどうお考えかお聞きしていただけるとか、そういうことはできないでしょう

か。 

委員長（和田善臣議員） 

 谷野部長。 

産業まちづくり部（谷野栄二部長兼産業振興課長） 

 税金がどうなるんですかということを直接聞くということではなくて、一番最初に私が

申し上げたように、この小さいコンパクトな忠岡町において、宅地化していく農地と保全

すべき農地、まずはその辺の考え方を整理することが大事かなというふうに思っておりま

す。個々その農地をとらまえて、ここの税金、高い安いという議論は、できれば避けてで

すね、まずは大きな方針を固めていくと。その中で、農業支援策がどういうのがあるの

か、そういったことを検討していくべきではないかなというふうに考えております。 

委員長（和田善臣議員） 

 三宅委員。 

委員（三宅良矢議員） 

 その保全する農地と保全しない農地の差って、何なんですか、ちなみに。それはこれか

ら考えるという話なんかもしれないですが、それって今年度中に考えるのか、要は見通し

が全くないんですよ。今の答弁は分かるんですよ。谷野部長の理屈としてはすごく通って

る部分はあると思うんですけど、じゃあそれはいつまでにこう考えていきたいと思いま

す、このように進めて検討していきたいと思いますというのがセットやったら、ああなる

ほどと分かるんですけど、ただ、今何かそのね、別に税金面じゃなくて、生産緑地制度に

対して取り入れていきたいと思いますかぐらいのことは聞いてもええと思うんですけど、

まあまあそんなんも聞かれないのかということ自体も問題やと思うし、何かトータルとし

て、いや、今のままの要は自然淘汰で先細りをしていくしかないんだというふうにしか捉

えられないんですけど、その辺りについて政策としての見通しを教えていただけたらうれ

しいんですけど。 

委員長（和田善臣議員） 

 谷野部長。 

産業まちづくり部（谷野栄二部長兼産業振興課長） 
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 農業政策としての見通しは、今現在のところ考えておりません。 

委員（三宅良矢議員） 

 分かりました。それを言われたら、もう。 

委員長（和田善臣議員） 

 二家本委員、どうぞ。 

委員（二家本英生議員） 

 すみません、ちょっと１点だけ、先ほど聞いた障がい者就労支援のことなんですけど、

忠岡町の町内の事業所のほうで積極的に障がい者の就職を受け入れている企業というのは

何社ぐらいお伺いしてますか。 

委員長（和田善臣議員） 

 谷野部長。 

産業まちづくり部（谷野栄二部長兼産業振興課長） 

 その、先ほど積極的に体験就労の実施とかというところを担っておられるところは、和

泉市と泉大津市、高石市、忠岡町が担当区域になっておりまして、ちょっと申し訳ないで

す、どれほどの企業があるのかというのは把握してございません。 

委員長（和田善臣議員） 

 二家本委員。 

委員（二家本英生議員） 

 もし可能であれば、後ほどでもいいので、調べておいてもらえますか。 

委員長（和田善臣議員） 

 谷野部長。 

産業まちづくり部（谷野栄二部長兼産業振興課長） 

 聞けば分かると思いますので、調べておきます。 

委員（二家本英生議員） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 二家本委員。 

委員（二家本英生議員） 

 すみません、続きまして、同じページの負担補助及び交付金の中のレベルアップ支援補

助金なんですけども、これは毎年、忠岡町内に在勤、在住の方に対して、国家資格とかい

ろんな資格を取るための費用ですね。それを幾らか補助していただけるという制度なんで

すけども、今年度につきましては、この制度を使われた方って何件ぐらいいらっしゃいま

すでしょうか。 

委員長（和田善臣議員） 

 谷野部長。 
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産業まちづくり部（谷野栄二部長兼産業振興課長） 

 令和２年度は、まだちょっと集計していないんですけども、令和元年度が３２件でござ

います。その前年の平成３０年度が１９件。その３２件の中の職種というか、資格の種類

ですけども、介護福祉士であったりとか、看護師、保健師、英検の２級、消防設備士、調

剤報酬請求事務技能士、車の整備士、溶接、フォークリフト、このような多種の資格を取

られておられます。 

委員長（和田善臣議員） 

 二家本委員。 

委員（二家本英生議員） 

 すみません、先ほどの中で英検２級とおっしゃってましたけど、英検２級もこれでもら

えるものなんですか。 

委員長（和田善臣議員） 

 谷野部長。 

産業まちづくり部（谷野栄二部長兼産業振興課長） 

 はい、利用することができます。ただ、本町で別の補助もございますので、重複しては

受けられないことになっております。 

委員長（和田善臣議員） 

 二家本委員。 

委員（二家本英生議員） 

 分かりました。こちらの予算がずっと５０万で続いてますので、平成３０年度が１９

名、令和元年度が３２名ということで、徐々に人数が増えていってます。やっぱりＰＲ、

これから仕事、働くに当たって、やっぱり資格を持っていると結構有利な面もありますの

で、こういう補助制度があれば、予算的にちょっとしんどいかなという方でも、その人の

頑張り次第ですけど、１回受けてみようかなという制度でありますので、啓発を多分して

いただいてると思うんですけども、もっと啓発していただいて、この予算がもうちょっと

増えるような形にしていただきたいと思います。よろしくお願いします。 

委員長（和田善臣議員） 

 答弁要りますか。 

 他に、ご質疑ありませんか。 

委員（河野隆子議員） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 河野委員。 

委員（河野隆子議員） 

 さっきの農地の件なんですけど、今までいろいろ減反、減反で農地が減っていったわけ



13 

 

なんですけど、今度は都市農業を振興していくという法律もできたということで、忠岡町

は、市町村は義務ではないということでありますけれども、やはり農地を守っていくとい

うのは大変大事なことだというふうに思うんです。 

 それで、先ほど農業委員会もありまして、固定資産のお話もありましたけど、そんな話

はないということでありましたけど、私が聞くところによると、谷野部長もこの担当にな

られてまだ数年ということですね。なので、ご存じではないかというふうに思いますけ

ど、やっぱり昔はね、農業委員会の中の農業をされている方で、固定資産が高いのでやっ

ぱり安くしてほしいという声があったというように聞いています。最近出ないというの

は、もう言うてもしゃあないからという諦めということもあるんじゃないかなというふう

に思うんです。 

 それで、やっぱり都市農業の振興については頑張ってもらうということが大事だという

ふうに思うんですね。谷野部長、さっき農業政策の見通しは考えていないとおっしゃった

けど、こんなことを言うたら農業をされてる方も怒ると思います。なので、やっぱりどう

やって都市農業の振興をやっていくのかという忠岡町の姿勢、考えですね、それについて

お聞きしたいというふうに思います。 

委員長（和田善臣議員） 

 谷野部長ね、何か農地については、例えば後の人が、後継者がやるといった場合、１０

年続けらなあかんとか、そういう縛りがたしかあったんじゃないですかね。その辺でちょ

っと難しい部分があると思いますので、その辺でどうぞ。 

 谷野部長、どうぞ。 

産業まちづくり部（谷野栄二部長兼産業振興課長） 

 生産緑地制度がない代わりというとあれですけども、相続税猶予制度というのがありま

して、一定期間、農家の方がお亡くなりになられて、その後継者の方が一定期間農業を続

けられたら、相続税の納税を猶予するという制度がございます。今、本町で農地が残って

いるところの大半がその制度を利用されているんではないかなというふうに思っておりま

す。それも一定期間が過ぎれば、その縛りが取れますので、そうしたところは徐々に宅地

化していってるのかなという現状かと思います。 

 現状、この庁舎の東側も徐々に宅地化をされてきておりますけども、都市計画的に言い

ますと、一定住宅供給も必要であるし、また一方で農地、緑の確保ということも重要であ

りますし、その辺の折り合いをどうつけていくのかというところは大変重要であるかなと

いうふうに考えております。 

委員長（和田善臣議員） 

 よろしいですか。 

委員（河野隆子議員） 

 で、どうお考えになってるんですか。重要であるというだけですか。 
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委員長（和田善臣議員） 

 谷野部長。 

産業まちづくり部（谷野栄二部長兼産業振興課長） 

 今現在、農地が重要であるという部分について、１年間、農業委員会等で農家の方とい

ろいろ意見交換はさせていただきましたけども、もう一歩踏み込んだ意見交換も進めてい

く必要があるのかなというふうに、現在まだそのレベルといいますか段階でございます。 

委員（河野隆子議員） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 河野委員。 

委員（河野隆子議員） 

 やっぱりこの固定資産が高いということは、私たちもずうっと問題にしてるんですけど

ね。普通、家が古くなると固定資産は下がってくるんですけど、農地についてはずっと

１．１倍ですか、だんだん上がっていくと。そういったところで、他市に比べたら３０倍

ほどの固定資産を払ってると、そういうところもあるんです。なので、やはり減免制度

ね、これはやっぱりつくらなあかんというふうに思うんです。 

 それで、今、谷野部長のほうからも、生産緑地制度にしたら減免になる可能性もあると

いうことですので、そこら辺はいろいろと手法を考えていただいて、やっぱり農地を守る

と、そういった立場で臨んでいっていただきたいと思うんですけど、いかがでしょう。 

委員長（和田善臣議員） 

 谷野部長。 

産業まちづくり部（谷野栄二部長兼産業振興課長） 

 私も一番当初申し上げたように、利便性の高いところは宅地化をしていく、少し駅から

外れたところ、今現在、農地として固まりで残っているところについては保全をしていく

べきではないかというふうに考えてはおります。そこにどのような保全策があるのかとい

うところは、先進例なんかも見ながら、ちょっと検討はしていきたいなと思っているんで

すけども、何分ちょっとまだ私自身の経験が浅いところもありまして、まずは農家の方の

ご意見を聴取したりとか、まだその段階であるということを申し上げておきたいと思いま

す。 

委員（河野隆子議員） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 河野委員。 

委員（河野隆子議員） 

 ぜひ検討していただきたいというふうに思います。 
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 続けていいですか。 

委員長（和田善臣議員） 

 どうぞ。 

委員（河野隆子議員） 

 １０２ページの労働相談委託料のところが載っているんですが、去年と金額が同じなん

ですね。月１回、労務士の方が来られて相談に乗っていただいてるということなんですけ

ど、どれぐらいの件数が、決算ではありませんけど、大体分かってると思うんで、どれぐ

らいの相談が今まであったんでしょうか、令和２年度は。 

委員長（和田善臣議員） 

 谷野部長。 

産業まちづくり部（谷野栄二部長兼産業振興課長） 

 すみません、令和２年度の数は把握してないんですが、令和元年度につきましては、労

働相談件数８件ということでございます。 

委員（河野隆子議員） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 河野委員。 

委員（河野隆子議員） 

 ８件のその内容はどういった内容なんでしょうか。 

委員長（和田善臣議員） 

 谷野部長。 

産業まちづくり部（谷野栄二部長兼産業振興課長） 

 主に就労相談であるというふうに伺っております。 

委員（河野隆子議員） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 河野委員。 

委員（河野隆子議員） 

 就労相談ということで、それは就労につなげていけたんですか、８件は。どうなんです

か、そこは分からないか。 

委員長（和田善臣議員） 

 谷野部長。 

産業まちづくり部（谷野栄二部長兼産業振興課長） 

 この相談事業自身が月に１回ということもありまして、継続してサポートするような制

度ではございませんので、ちょっとその先、就労ができたのかというところについては把
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握してないところでございます。 

委員（河野隆子議員） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 河野委員。 

委員（河野隆子議員） 

 昨年から、今も続いていますけれども、大変コロナの影響で非正規の方が雇い止めと

か、あと多く女性の方がね、非常にお仕事をなくされているということで、相談が増えて

くるんじゃないかなというふうに思うんですね。それで、金額、同じですけど、この金額

でいいのかというところはどうなんですかね。ちょっと増やすべきではないですか。 

委員長（和田善臣議員） 

 谷野部長。 

産業まちづくり部（谷野栄二部長兼産業振興課長） 

 この労働相談の委託、労働相談の主な目的ですね、これは例えば雇用の関係で、例えば

時間外手当がもらえないとか、就労を切られて退職させられたとか、そういう労働相談が

メインなんですね。そのような専門家の方に来ていただいておりますので、就労の相談も

受けるわけなんですけども、それは本町の窓口でも随時行っておりますので、ハローワー

ク、専門の役所もございますので、泉大津に、就労のほうは随時窓口に相談に来ていただ

けたらなというふうに思います。 

委員（河野隆子議員） 

 はい。 

委員長（和田善臣議員） 

 河野委員。 

委員（河野隆子議員） 

 やはりちゃんとした労働で、法律ですね、そういった法律があって、分からなくて、無

謀な使い方を企業からされてると、そういった方が相談すると、法律にのっとって、これ

は自分が悪いんじゃなくて企業のほうなので、そういったことでちゃんとした賃金を請求

できると、そういったことも分かればいいというふうに思うんですけど、やっぱり労働相

談であって、就労相談でもありますので、恐らくこれ増えてくると思うんですよ。 

 ハローワークね、つないでいただいて、４階のところでパソコンで見れるんですかね。

私も行ったことあります。しかし、なかなか、あの窓口でパソコンを見るのは非常に居づ

らいといいますか、そういったところもありますので、この労働相談はどこか違うお部屋

でやって、４階のあのカウンターでやっていらっしゃるんですか。 

委員長（和田善臣議員） 

 谷野部長。 
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産業まちづくり部（谷野栄二部長兼産業振興課長） 

 １階の一番西側の福祉の横に小部屋があるんですけども、そちらでやっております。 

委員（河野隆子議員） 

 はい。 

委員長（和田善臣議員） 

 河野委員。 

委員（河野隆子議員） 

 そういったことで、なかなか人に見られるとやりにくいというところもありますので、

ちゃんとお部屋を設けていただいてるということなんですけど、やはりこれはちょっと増

やしていく必要があるんじゃないかなというふうに思います。 

 すみません、声が出なくなって。いかがですか。 

委員長（和田善臣議員） 

 谷野部長。 

産業まちづくり部（谷野栄二部長兼産業振興課長） 

 これも、私、１年見させていただきまして、基本的に月に１回というのがいかがなもの

かなというのも少し感じておるところであります。もう少し広域的に対応ができないかと

か、これは大阪市内、エル・おおさかまで行けば随時対応ができてるということなんです

けども、忠岡町においては月に１回ということもありまして、その辺りは今後ちょっと検

討の余地があるかなというふうには考えているところでございます。 

委員（河野隆子議員） 

 はい。 

委員長（和田善臣議員） 

 河野委員。 

委員（河野隆子議員） 

 エル・おおさかだと大変遠いんで、やはり近いところで相談の窓口があれば、住民の方

も大変助かるというふうに思うんです。やはりなかなかお昼に行けないという方もいらっ

しゃると思いますので、そういった対応も考えていただくとか、あと電話の相談ですね。

そういったのも検討に入れていただきたいというふうに思うんですけど、いかがでしょ

う。 

委員長（和田善臣議員） 

 谷野部長。 

産業まちづくり部（谷野栄二部長兼産業振興課長） 

 これを担当していただいているのが、大阪府社会保険労務士会ですね、ここから社労士

の方を派遣していただいてるんですね。そうした専門家の方はたくさんおられますし、商

工会からもご紹介できますし、具体的な事案がありましたら産業振興課にご相談いただけ
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たらなというふうに思います。待てる方は、この月１回の労働相談を受けていただくとい

うことで、ご対応いただきたいなと思います。 

委員（河野隆子議員） 

 分かりました。ぜひＰＲもよろしくお願いしたいというふうに思います。 

委員長（和田善臣議員） 

 他に、ご質疑ありませんか。 

議長（北村 孝議員） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 北村議長。 

議長（北村 孝議員） 

 ちょっと教えて。さっきから二家本さんのレベルアップ支援補助金の件数とか、今、河

野さんの労働相談の相談件数とか、これはこの中に載ってるのが令和２年度と違うの。事

務報告、また違うの。これは元年のやつ。 

産業まちづくり部（谷野栄二部長兼産業振興課長） 

 それは１月から１２月までになってまして、年度の数とはずれております。 

議長（北村 孝議員） 

 ありがとう。 

委員長（和田善臣議員） 

 他に、ご質疑ありませんか。 

委員（二家本英生議員） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 二家本委員。 

委員（二家本英生議員） 

 １０５ページの貸菜園費の中の使用料なんですけども、昨年ですかね、第５農園が閉鎖

ということで、貸菜園の区画が減ってるんですけども、今の貸菜園、第３と第６だと思う

んですけど、その状況を教えていただきたいと思います。 

産業まちづくり部（谷野栄二部長兼産業振興課長） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 谷野部長。 

産業まちづくり部（谷野栄二部長兼産業振興課長） 

 第３と第６というのは隣接しておりまして、全２４区画ございます。そのうち１区画は

ちょっと地形上使いにくいということで、使用しているのは２３区画というところでござ
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います。第６が２９区画ございまして、そのうちの５区画は食育用ということでキッズク

ラブが利用をしていただいております。ですから、一般使用は２４区画ということになっ

ております。 

委員長（和田善臣議員） 

 二家本委員。 

委員（二家本英生議員） 

 これ今、全部埋まってる状態になってるんですか。 

委員長（和田善臣議員） 

 谷野部長。 

産業まちづくり部（谷野栄二部長兼産業振興課長） 

 空きが出ましたら、今年募集しまして、一応埋まった状態なんですけども、またやめら

れるという方も出てるようでして、空きが出たらまた募集をかけていきたいと思います。 

委員長（和田善臣議員） 

 二家本委員。 

委員（二家本英生議員） 

 今年度でもそうなんですけど、空きができたら募集をかけて、募集が多かったら抽せん

になると思うんですけども、その抽せん漏れした件数ってどれぐらいあるものなんです

か。 

委員長（和田善臣議員） 

 谷野部長。 

産業まちづくり部（谷野栄二部長兼産業振興課長） 

 今年度の募集ですと、１区画を募集したところに３人が来られて、お２人の方が漏れた

ということでございます。 

委員（二家本英生議員） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 二家本委員。 

委員（二家本英生議員） 

 ２人漏れてしまったというのはあるんですけど、やっぱり第５区画が閉鎖されたことに

よって、ちょっと菜園で何か作りたいなという人がいてたとしても、その代用地がない

と、なかなかやりたくてもできない状況ではあるんですね。今、忠岡町の状況を見てる

と、結構空き家とか更地になってるところが多いので、例えばそういったところを忠岡町

が借りたりとかして、そこを貸し農園とかにしていくという、そういう検討は今後してい

く予定はありますか。 

委員長（和田善臣議員） 
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 谷野部長。 

産業まちづくり部（谷野栄二部長兼産業振興課長） 

 空き家の跡といいますと、それはどちらかというと空き家政策になっていくのかなと思

いまして、その空き家政策におきましても、空いた土地の有効活用をどのようにしていこ

うというので検討は要るんですけども、ちょっと農地はですね、例えば水をやったりと

か、水はけの問題であったりとか、土壌の問題がありまして、家屋の跡の貸し農園という

のは、ちょっと現実的ではないかなというふうに思っております。 

委員長（和田善臣議員） 

 二家本委員。 

委員（二家本英生議員） 

 それでも空いてるところというのは、いろんなところがあるとは思うんですけども、中

にはそういう貸菜園に適した土壌とかってあると思うんですけども、多分その辺の調査と

いうのはされたりとかしてないですか。 

委員長（和田善臣議員） 

 谷野部長。 

産業まちづくり部（谷野栄二部長兼産業振興課長） 

 そうした調査とかはしてございません。この１年間、貸菜園で、ちょっとないから広げ

ていただきたいという声も私のところには届いていない状況でございます。 

委員（二家本英生議員） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 二家本委員。 

委員（二家本英生議員） 

 声がないから広げないというのもあるんですけど、やっぱりもともとないものに対し

て、借りに行こうとかというのはなかなか気が起こらないというのがあるとは思うんです

ね。やっぱりそういう枠がちゃんとあった上で、農園をしたい、農家をしたいという枠が

あれば、多分募集する人数というのは増えてくると思うんですけども、これだけしか枠が

ないよといったところに、なかなかやっぱり行きにくいというのがあるので、そういった

意味で、ちょっとした緑の政策ではないんですけども、そういう形で菜園の拡充、これだ

けちょっと減ってきてるんで、また新たに菜園をつくっていこうという前向きな検討とか

って、今後したりはしないんでしょうか。 

委員長（和田善臣議員） 

 谷野部長。 

産業まちづくり部（谷野栄二部長兼産業振興課長） 

 答弁の中でいろいろとお答えさせていただきましたけども、保全すべき農地という位置
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づけはまだよう決めてないんですけども、残していこうというところがありましたら、貸

菜園というのも１つの手法かなというふうには思っております。 

委員長（和田善臣議員） 

 二家本委員。 

委員（二家本英生議員） 

 先ほど、農家の話もあったんであれなんですけど、要は農業政策、なかなか谷野部長も

就任して間もないということで、今後いろいろ検討していくということなんで、今後いろ

いろ農家のため、農地のため、あとは緑のために考えていっていただきたいと思いますけ

ども、その辺はどうでしょうか。 

委員長（和田善臣議員） 

 谷野部長ね、今現在、貸菜園を増やしてほしいというような声は届いてますか。 

産業まちづくり部（谷野栄二部長兼産業振興課長） 

 私、１年間の間では伺っていない状況であります。 

委員長（和田善臣議員） 

 これは、農地を増やすというのはいいことですけれども、ただ、向こうの墓地のことで

も分かるように、第３期はあれはもう不良債権みたいな形になってますよね。そういうこ

とがあるんで、やはりこういうことは慎重に進めらなあかん。で、畑にするには、やっぱ

り土壌改良というのが必要ですので、結構費用もかかりますよ。もともと田んぼやったと

ころを借りるんやったらいいけどね、宅地なんかはそれを畑にするといったら、土壌改良

にまた時間がかかりますんでね、その辺の無駄のないようにお願いしたいと思います。 

 どうぞ。 

産業まちづくり部（谷野栄二部長兼産業振興課長） 

 先ほど答弁させていただいたとおり、保全すべき農地ということであれば、貸菜園とい

うのも１つの手法であると思いますし、委員長が言われましたとおり、貸菜園をつくる費

用もありますし、年間の維持費用ですね。今現在、約４０万円ほどその貸菜園に費用をか

けておるんですけども、農業政策としてどんだけ費用を充てていくかという問題もござい

ますので、その辺りをお示しできるようになれば、また皆様にお伺いも立てていきたいと

いうふうに考えております。 

委員長（和田善臣議員） 

 よろしいですか。 

 他に、ご質疑ありませんか。三宅委員。 

委員（三宅良矢議員） 

 ５款から７款の予算全体のことについて触れるんですけれど、人件費とか組み替えを除

いたら、ほぼほぼ予算に変更がない中で、忠岡町として新たに町長が代わったというこの

タイミングもあると思うんですけど、例えば産業振興なり、町のイメージアップなり、今



22 

 

で言う産官学連携して、町が積極的に呼びかけて、つかまえに行こうみたいな動きって、

どこもし出しているじゃないですか。それって、基本的には予算にはそんなに現れへんも

んやと思うんですよ、人件費ぐらいで。そういうような、先ほどの言葉と同じような言葉

かもしれないですけど、見通しとか、考え方、方向性とかで、何か定まっている分があれ

ば教えていただきたいですし、なければ、じゃあどのように考えていくのか、ちょっと今

の状況をお願いできますか。 

委員長（和田善臣議員） 

 谷野部長。 

産業まちづくり部（谷野栄二部長兼産業振興課長） 

 産業振興に関しましては、１年間ちょっと経験させていただいて、地元の企業と町と意

見を交換する場がなかったかなというところは感じています。臨海部に行きますと、比較

的大きな工場や倉庫なんかもございますし、製造されてる会社なんかもありまして、その

辺りの企業の方と意見を交わす、まずはそこが大事かなというふうにも考えております。 

 まず、こちらはその企業の方のニーズも把握できておりませんし、また産業振興といい

ましても、何を振興させていくのか、その計画づくりのための調査というんですかね。ま

ずはそこから始めるべきかなというふうに考えておりまして、できれば来年度からでもそ

うした作業をできたらなというふうには思っております。 

町長（杉原健士町長） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 町長。 

町長（杉原健士町長） 

 ちょっと答弁させていただきます。 

 原課のほうにもまだまだ大きな指示は出してませんが、近隣市にも、今、谷野部長が言

ってるように、いろいろな企業がございます。その辺との接触等はやっております。ま

だ、就任して間もないんですが。大津には、三宅議員もご存じだと思うんですけども、Ｈ

ＣＩ、ロボット会社がありまして、その辺との絡みでちょっといろいろ調査、研究をやり

ながら、またこちら私、まだまだ個人的ではございますけども、ちょっと提案を立ててや

ったりという問題もやってます。それをこの空き家スペースとか、人の往来というんです

か、まちおこしにつなげていけば面白いのかなというようなことでは動いたりはしていま

す。 

 それと、そういうところの企業さんと、今、谷野部長が言うてるように、お互い忠岡町

の企業さんとのタイアップというんですか、これもうちに永住というんですか、起業して

くれた企業とのパイプ役になるというのも、この行政のやっていく道ではないかなと思い

まして、いろいろ私も就任以来、各企業さんを回っております。 
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 こういう小さな、狭隘な町の中にあって、まず化学工場の会社が３社あるというのも、

またそういう特色を生かしてという中で置きながら、そういうところともロボット企業さ

んとつないでおいたら面白いんじゃないなかと。製造部分は、当然ツーバイフォーの会社

もございますし、朝日ウッドテックもございますし、そういうところとつなぎながら、

我々先ほど来お話をしているように、町がどうするんや、こうするんやじゃなしに、我々

は今後は、民間とどうするんや、こうするんやというようなことをまた掘り出していって

やっていくのが、この小さな町の生きていく道の中の一助かなと思っていますので、その

辺ご理解しながら１期４年間の間にできることを、お金を使わずに、また使うときは使う

という中でやっていきたいなと思っております。 

 以上です。 

委員長（和田善臣議員） 

 三宅委員、よろしいか。 

委員（三宅良矢議員） 

 ありがとうございます。行政の最大の武器って、やっぱり信用やと思ってます。企業さ

んはやっぱりそこをすごい求めてるので、連携することでのメリット。その辺りは、今の

答弁で十分ご理解いただけてるんやなという中で、進めていただきたいと思いますので、

よろしくお願いいたします。 

 以上でございます。 

委員長（和田善臣議員） 

 他に、ご質疑ありませんか。 

委員（二家本英生議員） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 二家本委員。 

委員（二家本英生議員） 

 １０６ページですけど、水産業なんですけど、水産業も昨年同様の予算なんですけど

も、忠岡でいえば、みなとマーケットですかね、これが今年、コロナというのもあって、

なかなか開催できてないというのもあるんですけども、この水産業について今後どういう

ふうにしていくかという見通しというのはございますでしょうか。 

委員長（和田善臣議員） 

 谷野部長。 

産業まちづくり部（谷野栄二部長兼産業振興課長） 

 水産業につきましては、私もこのコロナ禍で令和２年度にみなとマーケットを初めイベ

ントが全て行われなかったということで、実はその意思疎通がまだできてない状況であり

ます。この水産業助成金は、忠岡漁業協同組合に出してるわけなんですけども、今回、そ
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の６０万の助成金の事業費補助的なものにしようと、今ちょっと要綱を作成しているんで

すけども、その要綱ができたら、一度漁協のほうとも相談をして、どんなような行事をし

ていくかとか、食育なんかもやっておりますので、どんなことでご協力いただけるのか、

このような話合いをしていきたいなというふうには思っております。 

委員長（和田善臣議員） 

 二家本委員。 

委員（二家本英生議員） 

 今後、検討していくということで頂きましたけども、やっぱり忠岡町の忠岡港という港

がついていますので、少年団とかでも地引き網の体験とか、そういうのがあって、忠岡し

かできないことというのはあると思うんです。やっぱりそういった、特にイカナゴの釘煮

とか、商工カーニバルとかでも結構出されたりして、おいしいものなんですけど、やっぱ

りそういった水産業に関しても、今後、事業に対しての補助金、補助制度をつくって、要

綱をつくっていかれるということなんで、水産業に関してもちょっとでも振興していくよ

うな形でしていただきたいと思いますが。 

委員長（和田善臣議員） 

 町長。 

町長（杉原健士町長） 

 まあ、この問題もね、この６０万円、これは今、谷野部長がいい答弁をしてくれたんで

すけれども、今言うてるように、イナカゴ漁というのは、ここ三、四年、不漁が続いてま

して、油代もようもうけらんという中で、この助成金の６０万なんか焼け石に水なんです

よね。というて、忠岡町がこれ、６０万が６００万円出したところで焼け石に水なんです

よ。そやから、この事業展開って、今日いい答弁やってくれてると思うんですけど、ドラ

ム缶何本焚いても、大阪湾中へ行って魚がおれへんかったらどうもしようがないというの

が今の現状ですわ。 

 ただ、シラス漁のほうでもうけてる、また個職さんという業種によっては全然お魚がい

ないというような状況が続いてますんで、我々、これ９市４町の中で、泉南市さんの市長

さんとも会いました。アナゴの人工ふ化ですか、というようなことも研究してるんですけ

ども、これも先行き不透明で、お金かけても戻ってこない。忠岡町のこの前のキノコみた

いな感じになりそうな感じなんですけど、その辺も踏まえて、どういうことを忠岡町でや

っていくか。例えば、岬町さんは「とっとパーク」とか、だから漁に関係あることか海に

関係あることかというようなところへ踏み込んでいったら、また活路があるのかなと思い

ますので、その辺も考えながら人を寄せる。泉大津もいろんなことの催しをしてます。 

 そやから、漁業というものじゃなしに、先ほど言うてる忠岡港、イコール海に関してど

ういうことかということをまた考えていきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

委員長（和田善臣議員） 
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 町長はよう海へ行くんで、漁業のことに詳しいと思うけど、最近、シラスなんかは漁獲

の調整をやってますわな。乱獲せんように。 

町長（杉原健士町長） 

 そんなことをみんな言うてますね。普通、イカナゴが終わったら即行くんですけど、今

の状態で行くと、またシラスの中途半端なやつを殺してしまうんで、ちょっと間を開け

て、４月に入ってから、また解禁というようなことが決まってるみたいで、もうイカナゴ

の場合は３日ほどで終わりましたからね。そういうことで、いろいろ乱獲の問題もある

し、皆調整をやってますんで。だから、海全体でといったら、コロナで助成金は到底無理

やから、忠岡町としては忠岡港と海全体を考えていきたいと思います。 

委員長（和田善臣議員） 

 二家本委員。 

委員（二家本英生議員） 

 町長のお考えが、確かに忠岡港という狭いところであるので、海全体で、一大リゾート

ではないですけども、そういった海と触れ合う空間をつくっていただけたら、また違う展

開が見えるんじゃないかと思いますので、よろしくお願いします。 

委員長（和田善臣議員） 

 他に、ご質疑ないですか。 

委員（河野隆子議員） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 河野委員。 

委員（河野隆子議員） 

 １０６ページのところの消費生活相談員の費用、１０７ページの消費者問題専門相談員

の、これは講習ですけど、負担金が載っています。今、どれぐらい相談があるんですか

ね。令和元年でしか分からないと思いますけど。 

委員長（和田善臣議員） 

 谷野部長。 

産業まちづくり部（谷野栄二部長兼産業振興課長） 

 令和元年が５１件ということになってます。平成３０年が５８件。２年度の集計はまだ

してございません。 

委員（河野隆子議員） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 河野委員。 

委員（河野隆子議員） 
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 私もこれ何回か、２回ほどですかね、住民の方の相談を受けて、行きました。非常に親

切に教えていただけます。違法な契約をとらされて、クーリングオフとかね、そういった

ことも教えていただきましたし、その中でやはり今でも高齢者の独り暮らしのところに

は、勝手に上がり込んで、いろいろ言葉上手に上がり込んで、貴金属とか着物とかね、そ

ういったものを勝手に、着物なんかを勝手に和だんすを開けて見たというのもありました

ね。そういったことで、やっぱり被害が、もちろん何千円か置いていったけれども、強引

に家に上がり込むと、そういったこともあったし。 

 それから、台風２１号のときに、瓦、大変みんな飛びましたよね。それで、兵庫県かど

こか、遠い大阪じゃない、府下でないところから来て、安くでやるということで、それで

も７０万、８０万出して直したところもあるんですけど、すぐに駄目になったと。結局ま

た業者に頼んでし直したと、そういった問題もありまして、アポ電もありますし、いろん

な手法でやってくるということなんです。 

 それで、特に高齢者の方、独り暮らしの方はだまされやすいというところもありますの

で、啓発もしていただきたいというふうに思うんです。その点についてはどうですか。 

委員長（和田善臣議員） 

 谷野部長。 

産業まちづくり部（谷野栄二部長兼産業振興課長） 

 ここ最近は、自治会等への出張というんですか、講習会は行ってないんですけども、こ

のコロナ禍が一定安定したら、そうした活動も行っていきたいというふうに思います。 

 また、広報等には随時掲載して紹介しておりますし、そうしたことで広まっていけたら

なと思います。 

委員（河野隆子議員） 

 はい。 

委員長（和田善臣議員） 

 河野委員。 

委員（河野隆子議員） 

 出向いていって、出前講座というのも大事だと思うんですけど、今ちょっとコロナ禍で

大変なところですので、それはぜひ進めていっていただきたいというふうに思います。 

 今、件数をお聞きしたんですけど、この５８、５１件というのは、申し込んで駄目だっ

た人もいらっしゃるんですか。何件ぐらい、一番キャパの多いので何件ぐらいは対応でき

るんでしょうか。 

委員長（和田善臣議員） 

 谷野部長。 

産業まちづくり部（谷野栄二部長兼産業振興課長） 

 私が見ている中で、対応は随時対応できてますし、件数はもう少し相談に来てくれたら
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なというぐらいで、お待たせするようなことはなかったように思います。 

委員（河野隆子議員） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 河野委員。 

委員（河野隆子議員） 

 分かりました。ぜひＰＲのほうと、出前講座といいますか、そういった啓発もよろしく

お願いしたいと思います。 

委員長（和田善臣議員） 

 他に、ご質疑ありませんか。 

委員（二家本英生議員） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 二家本委員。 

委員（二家本英生議員） 

 １０７ページですか、商工費の商工業振興費なんですけど、ちょっとここには書いてる

んですけども、ちょっと別で、コロナによって融資をしたいという方が何件かあったと思

うんですけども、１２月の議会の中でも一般質問させていただいたんですけども、その

後、件数、その融資の認定ですかね、それは何件ぐらい、最終的じゃないと思うんですけ

ど、今現在どれぐらい来てますでしょうか。 

委員長（和田善臣議員） 

 谷野部長。 

産業まちづくり部（谷野栄二部長兼産業振興課長） 

 すみません、ちょっと今、数を控えてないので、当時２００件ぐらいで報告させてもら

ったかと思うんですけど、今、物すごく多いんですよ。毎日２件、３件、それも新しい企

業が融資の認定を提出されてまして、恐らくは２００を相当超えていると思います。その

ような状況であります。 

委員長（和田善臣議員） 

 二家本委員。 

委員（二家本英生議員） 

 昨日の委員会の中で、忠岡町の業者が約４９０ぐらいということだったんですけど、そ

のうち、その時点で２００、一般質問のとき２００で、それからさらに来てるということ

なんで、大抵の個人事業主、企業も含めてですけど、今回こういう形で融資が必要という

ことで来てます。 

 忠岡町としても、国の３年間の利子補給が終わった後に、２年間の追加の利子補給制度
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をしていただいてるんですけども、やっぱり一般質問でも言わせていただいたんですけ

ど、将来のお金じゃなくて、結構今の経営資金とかって必要になってくると思うんですけ

ども、そういった分の支援というのは、ちょっと第３次の補正予算の中であまりばらまき

は駄目ということだったんですけども、ばらまきじゃなくて、中小企業の支援であれば恐

らくプログラムの中に入ってたと思うんですけども、その点については検討されてますで

しょうか。 

委員長（和田善臣議員） 

 谷野部長。 

産業まちづくり部（谷野栄二部長兼産業振興課長） 

 今、商工会とも、ちょっとその事業がないかということで相談しているところでござい

ます。前回の倒産防止共済のところも多くの方に利用していただきまして、もうすぐお振

り込みできるかと思うんですけども、１社当たり７万円ということで、多分喜ばれるんじ

ゃないかなというふうに思います。そのような事業がないかということで、今ちょっと調

整をしているところでございます。 

委員長（和田善臣議員） 

 よろしいですか。 

委員（河野隆子議員） 

 委員長、１点だけ。 

委員長（和田善臣議員） 

 河野委員。 

委員（河野隆子議員） 

 すみません、１０８ページのところで、今、商工会の話が出ました。補助金が出てるん

ですが、通常、商工会に用事があるというたら、申告であったりとか、あと、こういった

商売をしたいんだけど、どういうふうな方法でやればいいのかとか、そういった相談であ

るかというふうに、ほかにもあるんでしょうけど、あると思うんですけど、今回、コロナ

で非常に厳しい中でお商売されてる方、そういった方で、そのコロナでいろんな受けられ

る制度ですね、そういったことが多々あったと思うんです。 

 で、商工会の会員さんになっていらっしゃらない方というのもたくさんおられると思う

んですけど、その方についても丁寧に商工会さんのほうは対応していただいてるというこ

とでよろしいんでしょうか。 

委員長（和田善臣議員） 

 谷野部長。 

産業まちづくり部（谷野栄二部長兼産業振興課長） 

 商工会会員以外の方も窓口相談に対応していただいているところでございます。 

委員（河野隆子議員） 
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 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 河野委員。 

委員（河野隆子議員） 

 分かりました。会員さん以外でもきっちりとそこは対応していただいてるということで

すね。引き続きお願いしたいというふうに思います。 

委員長（和田善臣議員） 

  他に、ご質疑ないですね。 

（な  し） 

委員長（和田善臣議員） 

 ないようですので、質疑を終結いたします。 

 

委員長（和田善臣議員） 

 次に、１０９ページから１１８ページまでの第８款「土木費」につきまして、担当課の

説明を求めます。 

（各担当課：説明） 

委員長（和田善臣議員） 

 説明は、以上のとおりです。 

 ご質疑をお受けいたします。三宅委員。 

委員（三宅良矢議員） 

 １１７ページの都市公園遊具整備事業なんですけど、２６０万円です。今年、これでど

この辺りをどう変えていきはるんですか。 

建設課（坂本健三課長） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 坂本課長。 

建設課（坂本健三課長） 

 令和３年度は、高月の向井田公園の児童遊具等を更新する予定です。 

委員（三宅良矢議員） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 三宅委員。 

委員（三宅良矢議員） 

 当初予算の概要の重点事業で、あとは町道老朽管対策で３，５５０万上がってて、ここ

に４項目ぐらいあるんですけど、大津川左岸線はもう、ほぼほぼこれで最後まで行くんで
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すかね。 

建設課（坂本健三課長） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 坂本課長。 

建設課（坂本健三課長） 

 大津川左岸線ですけども、４年計画の来年度は３年目でございまして、ちょっと予算の

増減がございまして、来年度もう１年で終わるかというたら、ちょっとまだ予算の要望に

対して執行額が決まらないんで、ちょっと不明なところはございます。 

委員長（和田善臣議員） 

 三宅委員。 

委員（三宅良矢議員） 

 今回、じゃあ馬瀬から延ばせるところまで延ばすという感じですかね。今やったとこか

ら延ばす感じで、いいですね。はい、分かりました。 

 次なんですけど、委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 三宅委員。 

委員（三宅良矢議員） 

 何度かお伝えさせてもらってるんですけど、道之町の小屋前にあるグリーンベルトです

よね。グリーンシート、防草シートですかね、敷き詰めていただいて、なかなか夏場でも

生えてこないんで、景観的にも、あとシルバーのおっちゃんらも、そこは手間が省けるん

で、とてもいいんかなと思いますけど、前からもお伝えしてるように、ほかの場所とか、

あと大津川の左岸線も走ってもらったら分かると思うんですけど、やっぱり夏場とか伸び

てくる。車に枝葉とかがバンバカバンバカ当たるんで、一定左岸線とかもちょっと道から

５０センチなり１メートルなりずうっと敷いていただけるとありがたいなと思うんですけ

ど、そういった方向性というのはどのようにお考えでしょうか。 

建設課（坂本健三課長） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 坂本課長。 

建設課（坂本健三課長） 

 今おっしゃっていただいている中央線、さつき通りですけども、今年度もきのうから実

は延長しております。防草シートを敷いております。予算の限り、ちょっとみすぼらしい

ところはいこうかなと考えてるところでございまして、まずさつき通りを終わらせてか

ら、また左岸線については検討させていただきます。 
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委員（三宅良矢議員） 

 ありがとうございます。はい。 

委員長（和田善臣議員） 

 三宅委員。 

委員（三宅良矢議員） 

 ちなみになんですけど、ちょっとちらっと言われたのが、企業が、もう会社がね、会社

の予算で、例えばこんだけのお金を出すから、要はロゴみたいなのをちょっと入れさせて

くれたらここをやるんやけどなというような対応というのをお願いしていかれへんかなと

思うんですけど、そういうことというのは基本できないんですか。要は、そういう話があ

ったんで、要は役所としては、ただただＮＧやという前提やったら、それはうちは無理や

と言えるし、それができるんやったら話はいいかなと思ってるんですけど、その辺りって

どう考えてます。 

建設課（坂本健三課長） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 坂本課長。 

建設課（坂本健三課長） 

 それは寄附していただけるということですかね。防草シートですか。 

委員（三宅良矢議員） 

 防草シート、多分そこは建築やから、施工もある程度やってくれるかなと思うんですけ

ど。 

建設課（坂本健三課長） 

 ご協力いただけるんやったら助かりますし、そのロゴの大 きさにもよるんですけど。 

委員（三宅良矢議員） 

 そうですね、どかどかっと載っけると。 

建設課（坂本健三課長） 

 はい。ちょっと前向きにその辺は協議させていただきたいです。 

委員（三宅良矢議員） 

 ほんまですか。分かりました。ありがとうございます。 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 三宅委員。 

委員（三宅良矢議員） 

 あともう１点なんですけど、旧２６号線の舗装の延長でね、今もう泉大津まで完了され

てると思うんですけど、忠岡町はあれはいつ頃からやり始めるんですか、工事。 
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建設課（坂本健三課長） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 坂本課長。 

建設課（坂本健三課長） 

 令和２年度、今年度から着手は鳳土木さん、していただいてます。というのは、目に見

えへんですけど、クスノキを今年度にもう引いてるんです。令和３年度からは、岸和田側

から施工するということでお聞きしてますけども、これ、４年度事業ぐらいで聞いてたん

ですけど、当面、毎年毎年予算の要望をするんで、ちょっと何年計画になるかは分からな

いということで回答は頂いてますけど、令和３年度は入る予定しております。 

委員長（和田善臣議員） 

 三宅委員。 

委員（三宅良矢議員） 

 じゃあ、令和３年度で完了するんではなくて、まだ年度をまたぐ可能性もあるというこ

となんですかね。 

委員長（和田善臣議員） 

 坂本課長。 

建設課（坂本健三課長） 

 そうですね、当初は４年計画とお聞きしてましたけども、予算要望に対して執行額も変

わりますし、当然コロナの影響もあるんで、まだちょっと先が何年というのは分からない

ということでお聞きはしております。 

委員（三宅良矢議員） 

 ありがとうございます。結構です。 

委員長（和田善臣議員） 

 ちょっとこの件についてね、私も３年ほど前から鳳土木へ直接行ってますよね。クスノ

キを抜いて、他の木に植え替えてくれということで話をやってるんですが、運が悪いこと

に、牛滝のほうで土砂崩れの事故がありました。今回、コロナということで、恐らく府の

予算も苦しいことやと思います。 

 井上副町長が来られましたんで、それをぜひ鳳土木のほうへ声をかけていただいて、も

う本来の話でしたら出来上がっているはずなんですわ。それが遅れてますんでね。剪定に

ついても、府と町と交互に剪定をやってます。府道ですので、１００％府の持分なんです

が、うちが、当時の町長が無理言うてね、町の木であるクスを植えたんですよ。それが大

きくなり過ぎてきて、それが邪魔で取り替えという話になってます。その辺も含めて、次

の剪定には、百何万ですけれども、要らんような形でお話ししていただきたいんですが、

よろしくお願いします。 
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副町長（井上智宏副町長） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 副町長。 

副町長（井上智宏副町長） 

 必要な働きかけは行ってまいります。私もちょっと詳細をよく知らないんで、また担当

のほうから詳細を聞きまして、必要な働きかけは行ってまいります。府のほうも多分、今

年度は特にコロナシフトをしましたんで、いろんな事業を上半期で止めましたから、そう

いった影響が少し後年度には出てくるかもわかりませんけども、必要な働きかけはしてま

いります。 

委員長（和田善臣議員） 

 よろしくお願いします。 

 他に、ご質疑ありませんか。 

委員（二家本英生議員） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 二家本委員。 

委員（二家本英生議員） 

 １１２ページの道路等補修のとこなんですけども、ここは７００万上がってるんですけ

ども、これは１４節の工事請負費のそれぞれの場所とはまた別のところになるんですか

ね。 

委員長（和田善臣議員） 

 坂本課長。 

建設課（坂本健三課長） 

 そのとおりでございます。 

委員長（和田善臣議員） 

 二家本委員。 

委員（二家本英生議員） 

 例えば、狭い町道とかの補修費用として、今回、昨年が９００万あったのが７００万に

ちょっと予算は減ってますけど、それで細かいところを直していくということでよろしい

ですか。 

委員長（和田善臣議員） 

 坂本課長。 

建設課（坂本健三課長） 

 そのとおりでございます。 
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委員（二家本英生議員） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 二家本委員。 

委員（二家本英生議員） 

 さつき通りとか歩道のところが結構段差があったりして、当然ベビーカーもそうです

し、お年寄りが押す手押し車、そこがちょっと通行しにくいというのもありますし、ま

た、線路より浜手のほうであれば、ちょっと道路が、排水のかげんもあってちょっと山な

りにはしてると思うんですけども、その山なりもちょっと崩れかけてきて、それでベビー

カーとか、それこそ手押し車が押しにくいということもあって、そういった箇所ですね、

優先順位をつけていただいてるとは思うんですけども、何年も置きっ放しのところもあり

ますので、そういった道の補修、いろいろと直さないといけないところが多いかもしれま

せんけども、そういったところの道の補修をしていただきたいと思いますけども、その辺

はどうでしょうか。 

委員長（和田善臣議員） 

 坂本課長。 

建設課（坂本健三課長） 

 植樹ますの段差とかにつきましては、随時対応させていただいてます。さつき通りの中

央分離帯に今、黒田緑化事業団さんから寄附を頂いた高木も植えてますので、随時危険箇

所については抜根等をしていこうかなと思ってますので、その辺でご理解よろしくお願い

します。 

委員長（和田善臣議員） 

 二家本委員。 

委員（二家本英生議員） 

 じゃあ、続きまして、その下の使用料及び賃借料なんですけど、借上料として忠岡本通

り線敷地借上料となってるんですけど、これは一体どこのことですか。 

委員長（和田善臣議員） 

 坂本課長。 

建設課（坂本健三課長） 

 本通り線の一番浜側の臨海の手前のところでございます。 

委員（二家本英生議員） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 二家本委員。 

委員（二家本英生議員） 
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 ここを借り上げる理由というのは何かあるんですか。 

委員長（和田善臣議員） 

 坂本課長。 

建設課（坂本健三課長） 

 臨海に抜ける通勤路になってるんで、そこを今、借り上げてるところでございます。 

委員（二家本英生議員） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 二家本委員。 

委員（二家本英生議員） 

 それは、さつきのほうじゃなくて、さつきよりか１本岸和田側。 

建設課（坂本健三課長） 

 本通りです。 

委員（二家本英生議員） 

 本通りのずうっと下りたところの下のアンダーパスのところ、分かりました。 

委員長（和田善臣議員） 

 よろしいですか。 

委員（二家本英生議員） 

 もう１点だけ。 

委員長（和田善臣議員） 

 もう１点だけ。どうぞ。 

委員（二家本英生議員） 

 ３点目の１点目で、まだあります。 

委員長（和田善臣議員） 

 まだあるの。はい、どうぞ。 

委員（二家本英生議員） 

 １１３ページのカーブミラー等修繕料なんですけども、私たち２月にアンケートを取っ

た中で、やっぱり町の通行の中でちょっとカーブミラーを設置してほしいというところ

が、要望が結構ありまして、以前から忠岡町、カーブミラーは新たに設置しないという話

でされてましたけど、例えばカーブミラーを設置してほしいという要望があったときに、

その現場に行って、交通量とか子どもたち、あと高齢者が通行している状況というのは、

確認されたりはしてるんでしょうか。 

委員長（和田善臣議員） 

 坂本課長。 

建設課（坂本健三課長） 
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 もちろんしております。つけられるところに関しては前向きに検討させていただくんで

すけども、基本的にカーブミラーというのは補助的なものでございまして、カーブミラー

があるから事故がなくなるというものではございませんので、その辺のご理解はしていた

だいております。 

委員長（和田善臣議員） 

 二家本委員。 

委員（二家本英生議員） 

 補助的ということなんで、例えばカーブミラーをつけた上で、その道の手前に停止線と

か引っ張ったりとか、標識ですよね、「とまれ」とかいう標識、そういうのを全部複合し

て合わせて注意対策というのもやっていただけないでしょうか。 

委員長（和田善臣議員） 

 坂本課長。 

建設課（坂本健三課長） 

 停止線等々につきましては、警察さんのものでございますので、うちからは停止線を引

いたりはできないんですけども、カーブミラーに対しては、つけますと物すごく当て逃げ

とかが多いんです。当然、邪魔になれへんところであれば検討はさせていただくんですけ

ど、当然道路の交差点とかその辺になるんで、年間かなり当て逃げが多くて、それの維持

に大変苦労してるところであるんです。その辺も含めまして、ちょっと増設は難しいんか

なというところで、ご理解いただきたい。 

委員長（和田善臣議員） 

 二家本委員。 

委員（二家本英生議員） 

 やっぱり交通のマナー、モラルというのもあるとは思うんですけども、私も実際、カー

ブミラーを割られたということでご報告させてもらって、すぐにつけていただいたところ

もあったんですけど、やっぱりそういったこともあるので、なかなか町としてもつけにく

いということで、よろしいですか。 

 どうしてもいろいろ調査した上で、つけないといけないところに対しては、検討してつ

けていただくということでよろしいですか。 

委員長（和田善臣議員） 

 坂本課長。 

建設課（坂本健三課長） 

 努力しても見えないところってございますけども、その辺に関しては調査、研究しなが

ら検討はさせていただきますけども、見えるところに関しては、やっぱりちょっとつけら

れないということでご回答はさせていただいてるところでございます。 

委員長（和田善臣議員） 
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 よろしいですか。 

 ちょっと道路のことでお願いがあるんですが、本町、分かるようにね、ほとんどが路地

裏的な道が多いですよね、総延長にしても。で、７００万でしたかね、今回補修について

の予算は。で、そのレベルの予算でしたらね、道路をするのに数十メートルでそれぐらい

じきに要りますよね。それで、細かい話なんですが、例えば車椅子で自分で乗ってみて、

ガッタンゴットンして行けないと。そういうところを部分的に補修をやっていくという方

法は無理でしょうかね。 

 はい、課長、どうぞ。 

建設課（坂本健三課長） 

 悪いところに関しては、ご要望いただいたら、随時、部分的にではございますけども、

補修させていただきます。 

委員長（和田善臣議員） 

 やはりちょっと暑い日が非常に多いんで、劣化も早いんかな、コールタールの部分で。

その辺でちょっと凸凹がかなり出てますんで、そういった部分を部分的にでも補修してい

ただいたら助かると思うんです。よろしくお願いします。 

 他に、ご質疑ありませんか。 

委員（河野隆子議員） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 河野委員。 

委員（河野隆子議員） 

 交通安全対策費のところで、この減額ね、３００万ほど、これは通学の安全、子どもた

ちの通学路ですね。それの合同点検は２年に１回ということを聞いておりますので、今年

はしないということです。で、土木でありますけれども、この通学路に関しては教育委員

会というかな、国のほうから補助もあるということは聞いているんですけど、私が３年ぐ

らい前でしたかね、子どもたちの見守りをしていただいてる方から、そこが大変危険だと

いうことで窓口へ行って要望もさせていただきました。そこは全く改善されていないとこ

ろで、まだ来年先かというふうに思うんですけど、２年に１回ではありますけど、やはり

ここは緊急的にやっぱり危ないというところは、国からのお金が当て込みたいというとこ

ろはあるんですけど、ここはほんとにすぐに取りかからないといけないというところに関

してはしていただきたいというふうに思うんですけど、いかがでしょうか。 

委員長（和田善臣議員） 

 坂本課長。 

建設課（坂本健三課長） 

 令和３年度に通学路の合同点検を実施する予定でございます。そちらのほうに上げてい
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ただいて、令和４年度の予算で実施することは可能でございますけども、数が上がってき

て、危険度の優先順位をつけながらということになりますので、取りあえず上げていただ

いて、検討させていただくという形になると思うんですけども、よろしいでしょうか。 

委員（河野隆子議員） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 河野委員。 

委員（河野隆子議員） 

 そうしましたら、予算は今年は発生しないけども、今年はその合同点検の年であるとい

うことでありますね。分かりました。 

 これは合同点検はどういった方が一緒に、どういった形で回るんでしょうか。 

委員長（和田善臣議員） 

 谷野部長。 

産業まちづくり部分（谷野栄二部長兼産業振興課長） 

 前回ちょっと私がやっておりましたので、代わって報告させていただきます。 

 メンバーとしましては、まず道路管理者、国土交通省、国道２６号線がございますの

で。あと、大阪府の鳳土木事務所、で、本町建設課、それと学校園の関係者ですね。校長

先生とか教頭先生に来ていただいておりますけども、あと教育委員会と、この主担課であ

ります建設課、これが固まって危険箇所を順次回って、そのポイントをピックアップして

いくと、そのような作業をやっております。 

委員（河野隆子議員） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 河野委員。 

委員（河野隆子議員） 

 分かりました。ただ、今の中で父兄が入ってませんよね。入ってない。 

委員長（和田善臣議員） 

 谷野部長。 

産業まちづくり部分（谷野栄二部長兼産業振興課長） 

 父兄に関しましては、学校園のほうでＰＴＡの方に声をかけていただいて、前回であれ

ば東忠岡小学校なんかはたくさん集約をしていただきまして、挙げていただいたところを

一つ一つつぶしていくと、そのような作業をやっていったところでございます。 

委員（河野隆子議員） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 
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 河野委員。 

委員（河野隆子議員） 

 前にちょっと言わせていただいたんですが、国からとか鳳土木が来ていただくのはあり

がたいけれども、やはり実際見守りしていただいている方が一番ね、子どもが学校に通う

ところを見ていらっしゃるので、一番実態に合った声ではないかなというふうに思うんで

す。 

 高月北に関しても、路側帯というたらええんですかね、あの白の白線、そこの中に子ど

もが歩いてくるんだけれども、そこに花壇を置いてあったりとかで、子どもがまたそこを

膨らんで歩かないといけない。そこに車が来ると非常に危ないというところで、改善をし

てほしいという声もございましたので、ここはぜひしていただきたいと。どこの箇所かと

お分かりになっていらっしゃるかな。前に谷野部長に言わせていただいたことがあったん

ですけど、その点についてはいかがですか。 

委員長（和田善臣議員） 

 谷野部長。 

産業まちづくり部分（谷野栄二部長兼産業振興課長） 

 個別に対応してまいりたい。通学路全体の問題ではなくて、水路の上を不法に占拠して

いるといった案件でございますので、通学路とは別にまた対応させていただきたいという

ふうに思います。 

委員（河野隆子議員） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 河野委員。 

委員（河野隆子議員） 

 事故が起きてからでは遅いんで、対応していただきたいというように思うんです。 

 それで、さつき通りに木が植わっております。キンモクセイかな。 

委員長（和田善臣議員） 

 ツツジとクスや。 

委員（河野隆子議員） 

 歩道のほうに植わってまして、かなり枝もさつき通りの車道のほうに出っ張っていると

いうことで、この前に支援学校のバスが、緑水園の前にも停留所で、停留所はないですけ

れども止まるので、非常にミラーとかに当たって困るということで、早速、言うたらすぐ

切っていただいたということで、助かりました。 

 ただ、見ていると、やはり出っ張ってる木がたくさんありまして、そこら辺はちょっと

点検、緑水園の前だけじゃなくて、点検も必要ではないかというふうに思うんですけど、

そこら辺はいかがでしょうか。 
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委員長（和田善臣議員） 

 坂本課長。 

建設課（坂本健三課長） 

 街路樹に関しては、年に１回、業者さんに剪定委託を出しているところで、建築限界と

いうのがございまして、車道分に対しては高さ４メーター、歩道分に対しては２．５メー

ターの建築限界というものがありまして、それを指導しながら剪定は出してるつもりはし

てるんですけども、今年度、議員ご指摘のように、ちょっと飛び出たやつが何本かあった

ようには思いますので、また徹底させていただきます。 

委員（河野隆子議員） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 河野委員。 

委員（河野隆子議員） 

 よろしくお願いします。それで、この前からの田治米忠岡線でしたかね、あそこら辺の

路側帯をすごくきれいにしていただいてて、夜遅くに工事しているのを私も見ました。子

どもたちが通りますので大変ありがたいというふうに思うんですけど、本町の中でもかな

り白線がね、車道のところで消えてて、大変危ない箇所がありまして、例えば北出のあ

れ、もう４差路か５差路になってる交差点、非常に危ないふうに思うんですけど、あそこ

の白線が消えてまして、西から東に上がるところで交差点を右折しようとしたら、その右

折の白線が全く消えているので、たまに真ん中に止まっていらっしゃる方があるんです

ね。非常に私なんか高月北から曲がるときに危ないというふうに思いますので、あの白線

は早くちょっと引いていただきたいというふうに思うんですけど。 

委員長（和田善臣議員） 

 坂本課長。 

建設課（坂本健三課長） 

 北出の交差点に関してですけども、うちは国費の工事を、今年歩道の改良をさせていた

だいたときに、信号機の移設等を警察さんに今お願いしてるところなんです。それに伴い

まして、そこの交差点の横断歩道ですね。もう横断歩道が全て薄くなってるんで、横断歩

道も要望は出してるところで、今年中には横断歩道も早い段階でやるということで警察さ

んに回答を頂いているところでございます。 

委員（河野隆子議員） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 河野委員。 

委員（河野隆子議員） 
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 そしたら、横断歩道と車道のところのセンターラインですね、右折と、そこも一緒にや

っていただけるんですね。 

委員長（和田善臣議員） 

 坂本課長。 

建設課（坂本健三課長） 

 ちょっとその矢印までは一緒に入ってるかどうかというのが分からないんで、ちょっと

また確認させていただきます。 

委員（河野隆子議員） 

 ぜひ確認して、やってください。で、信号機の移設って今おっしゃいましたけど、場所

が変わるんですか。 

委員長（和田善臣議員） 

 坂本課長。 

建設課（坂本健三課長） 

 今、歩道の改良をさせていただきましたけども、要望を出す前から一番信号機が歩道の

真ん中に入ってまして、それをちょっとでも引っ込めて歩道を広くしたいという案件で工

事をさせていただきまして、やっぱり警察さん、申請を出してからかなり時間がかかるみ

たいで、それがちょっとずれ込んできているんで、今、信号機に基盤が入ってるんですけ

ど、その辺も別のところに動かしたら、そこの交差点は広くなるんじゃないかということ

で、今、打合せの真っ最中でございます。 

 当然、信号機も今、細い信号機があるみたいで、ちょっとでもパイの細い信号機をより

邪魔になれへんところに移設をするということで、今動いていただいてますので。 

委員（河野隆子議員） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 河野委員。 

委員（河野隆子議員） 

 分かりました。本町でも一番あそこは危ない交差点だというふうに思いますので、事故

も起こっています。ぜひ事故を防ぐためにも、歩道を広げていただくのもあれなんですけ

ど、白線のほうもよろしくお願いしたいというふうに思います。 

委員長（和田善臣議員） 

 他に、ございませんか。はい。 

委員（二家本英生議員） 

 １１３ページの一番上ですね、大津川の左岸線舗装改修なんですけど、私も結構何回か

言わせていただいてるんですけども、あそこの道路ってやっぱり信号がないので、車と

か、特に朝とか夕方とかというのは、抜け道ということもあって、車の行き交いが結構激
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しいところなんですね。で、車が多いときでも結構危ないんですけども、逆に車が少ない

ときというのが、スピードをもう平気で５０キロ、６０キロという感じで出したりするの

で、とてもあそこを横断するとか、自転車の方はあそこを走りますけど、歩行者は結構危

なくてなかなか歩けない状況ではあるんですね。以前から例えばスピードが出ないため

に、どういった対策が必要ですかと多分何回か言わせていただいてると思うんですけど

も、その後、私もあそこの道、結構走りますので、それほど変わってない状況ではあるん

ですけども、忠岡町としてはどういう形で、また警察との連携とかもあると思いますの

で、その辺はどういった対策を今後していく予定でしょうか。 

建設課（坂本健三課長） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 坂本課長。 

建設課（坂本健三課長） 

 速度規制とかの対策はちょっと警察さんとの調整になるんで難しいかなと思うんですけ

ど、路面表示に関してはできることであれば対応していきたいと思っておりますので、ご

理解いただけますか。 

委員長（和田善臣議員） 

 どうぞ、二家本委員。 

委員（二家本英生議員） 

 速度表示ですかね、それは忠岡町のほうでもできると言ってたんですけど、例えばその

道自体をスピードが出ないような形、下に丸いやつとか、丸い穴ですよね、あれを開けた

りとか、ちょっとクランク、Ｓ字を多くするとかといって、それで速度が出ないような形

というのはできないものなんでしょうか。 

委員長（和田善臣議員） 

 坂本課長。 

建設課（坂本健三課長） 

 ちょっと工作物につきましては、二次被害等が起こる可能性もございますので、慎重に

対応していかなあかんかなというところで、現在のところは難しいかなと考えておりま

す。 

委員長（和田善臣議員） 

 二家本委員。 

委員（二家本英生議員） 

 それであれば、今であれば、「とまれ」とか「速度を落とせ」とか、そういった形の啓

発というわけじゃないですけど、そういう形でしか基本的には対応できないということで

すか。 
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委員長（和田善臣議員） 

 坂本課長。 

建設課（坂本健三課長） 

 現時点ではそれぐらいしか今対応はできないところではございます。 

委員長（和田善臣議員） 

 二家本委員。 

委員（二家本英生議員） 

 ちょっと今後、やっぱり結構子どもたちも河川に行くときに遊んだりして、あの道を結

構平気で横断したり、あと東３丁目からも階段があるので、階段を上ってすぐ道になって

しまいますので、その辺やっぱりどうしても事故が起こりやすいところではありますし、

事故が起こったら、そういうスピードが出てるので、かなり重大な事故にもつながると思

うんで、そういった意味では警察と連携を取り合って、今後こうしていくとかいう、そう

いった警察との連携ですよね、そういうのも今後検討していただけないでしょうか。 

委員長（和田善臣議員） 

 坂本課長。 

建設課（坂本健三課長） 

 そうですね、警察さんとは連携させていただいて今後検討させていただきます。 

町長（杉原健士町長） 

 それ、二家本さん、自分とこのテットシリアスのところを言うてるの。 

委員（二家本英生議員） 

 いや、それだけではないですけど。 

町長（杉原健士町長） 

 それやったら、テットシリアスにちょっと看板ぐらいつけるよう言ったってや。そんな

安いものやったら、それぐらいな。あまり町ばっかりに頼らんと、自分らで何かをすると

いう工夫も考えたってよ。あまりこっちばっかりやいやい言われても、できるものとでけ

へんものがあるからな。お願いします。 

委員長（和田善臣議員） 

 二家本委員。 

委員（二家本英生議員） 

 それはちょっと個人的な話なので、町全体としてあの道は結構使われる方が多いので、

ぜひとも検討をお願いしますということを言うときます。 

町長（杉原健士町長） 

 個人的にそうやけど、自分、子どもがおったら、あんまり危ない道、歩かせへんやろ。

もともとあんな河川敷を歩くのは危ない、大体ね。横断はかまへんけど、あそこを歩く、

自分とこの子どもがあの近所で遊んでたら、あの道、歩きませんよ。できること、でけへ
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んことははっきりこっち側も言うてるんやさかい、あんまり無理は無理やと。 

委員長（和田善臣議員） 

 もう間もなく昼ですけど、この土木費の終了まで行きたいと思いますので、協力よろし

くお願いいたします。 

 続いて、ご質問ありませんか。 

委員（三宅良矢議員） 

 すみません。 

委員長（和田善臣議員） 

 三宅委員。 

委員（三宅良矢議員） 

 さっきのに上書きするわけじゃないですけど、あそこって時速３０キロですよね、法定

制限は。 

建設課（坂本健三課長） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 坂本課長。 

建設課（坂本健三課長） 

 表示のないところは３０キロでございます。 

委員（三宅良矢議員） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 三宅委員。 

委員（三宅良矢議員） 

 何か所か工事するときに、３０ぐらいのあのマークって路面につけられないですかね。

あそこ、普通に何か６０キロで走ってええと思ってる人もいるんです、実際ね。正直ね、

多分それぐらいで走ってるんやろうなというのもあるし。 

委員長（和田善臣議員） 

 坂本課長。 

建設課（坂本健三課長） 

 速度規制に関しては警察さんのものですので、協議させていただきます。 

委員（三宅良矢議員） 

 お願いします。以上です。 

委員長（和田善臣議員） 

 他に、ご質疑ありませんか。二家本委員。あと幾つぐらいある。 

委員（二家本英生議員） 
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 あと、それほどないです。 

委員長（和田善臣議員） 

 まあ具体的に。それほどと言うたら、５つでもそれほどやけど。 

議長（北村 孝議員） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 はい。 

議長（北村 孝議員） 

 質問も、細かいことは原課で聞いてもらわないと。 

委員長（和田善臣議員） 

 と思うんやけどね。 

議長（北村 孝議員） 

 委員長も質問されるけど、基本的には議事運営に専念してもらわんと、私、聞いてた

ら、何や雑談してるような感じに聞こえて、めり張りがないので、もうちょっと議事進行

に専念してもらって、質問するときはと副委員長がいてはるから、代わってやってもらっ

たら。そうでないと、聞いてるとしんどいような感じがあるんで、次の予定もあります

し、質問する方も、冒頭に委員長が固めてというのではなしに、ほかの方も質問があるん

でということもありましたけど、これやったら何点ありますということで、できるだけコ

ンパクトにやってもらったらありがたいなと思います。質問するなとは言いませんけど、

あまり細かいところまでいくと。その辺、委員長もよろしくお願いします。 

委員長（和田善臣議員） 

 はい。ということで、私もそのように思ってますので、よろしくお願いいたします。 

 二家本委員。 

委員（二家本英生議員） 

 １１６ページの公園費なんですけども、まずこの中で大津川の河川公園の管理委託料、

こちらが２５０万ぐらい予算が上がってますけど、これは入札の関係になるんですかね。 

委員長（和田善臣議員） 

 坂本課長。 

建設課（坂本健三課長） 

 そのとおりでございます。 

委員長（和田善臣議員） 

 二家本委員。 

委員（二家本英生議員） 

 分かりました。公園の件なんですけど、ちょっと昨日の委員会でもお話しさせていただ

いたんですけども、新浜集会所、その前に新浜公園ってあると思うんですけど、そこの公
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園が結構広くて、緑も多いところなんですけど、私もあまり知らなかったんですけど、あ

そこの公園がほぼ、整備まではいかないですけど、草が生えてる状態がずっと続いてるん

ですね。で、例えば最近であれば、道端でスケボーとかしている方が多いんで、あの公

園、あまり利用率がなければ、ちょっとスケボーの公園としてつくり替えていただくとい

うことはできないでしょうか。 

委員長（和田善臣議員） 

 坂本課長。 

建設課（坂本健三課長） 

 今、二家本議員言うていただいてるところに関しては大阪府の土地でございまして、そ

こをうちの自治政策課が管理していまして、うち、除草等の表面管理だけしかさせていた

だいてないというところでご理解いただきたいと思います。 

委員（二家本英生議員） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 はい。 

委員（二家本英生議員） 

 そしたらまた、自治政策課のほうに直接聞いてみたいと思いますので。 

委員長（和田善臣議員） 

 他に、ご質疑ありませんか。 

（な  し） 

委員長（和田善臣議員） 

 ないようですので、質疑を終結いたします。 

 議事の進行上、暫時休憩いたします。１時から再開いたします。よろしくお願いいたし

ます。 

（「午前１１時５３分」休憩） 

 

委員長（和田善臣議員） 

 休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

（「午後１時００分」再開） 

 

委員長（和田善臣議員） 

 次に、１１８ページから１２３ページまでの第９款 消防費について、担当課の説明を

求めます。 

（担当課長：説明） 

委員長（和田善臣議員） 
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 説明は、以上のとおりです。 

 ご質疑をお受けいたします。 

委員（前川和也議員） 

 はい。 

委員長（和田善臣議員） 

 前川委員。 

委員（前川和也議員） 

 お昼からもよろしくお願いいたします。１１９ページ、２つあります。 

 まず１点なんですけども、１１９ページの第１目、常備消防費の中の第３節の職員手当

等のところなんですけども、昨年と比較して特殊勤務、幾つかあるんですけども、防疫等

の作業手当が新設されているかと思うんですけども、この防疫業務というのはコロナを想

定されてるものなんでしょうか。 

消防総務課（下川浩幸課長） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 下川さんやったかな。 

消防総務課（下川浩幸課長） 

 議員おっしゃるとおり、コロナの対応で、うち救急隊員が救急搬送または移送するとき

に防疫手当を支給するものでございます。 

委員（前川和也議員） 

 はい。 

委員長（和田善臣議員） 

 前川委員。 

委員（前川和也議員） 

 ありがとうございます。手当ですね。特別手当がもうこれから新設されるということで

したら、それに伴う装備というのはこの２年度で完備、配備されてるんですかね。 

消防総務課（下川浩幸課長） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 はい。 

消防総務課（下川浩幸課長） 

 装備ですが、新型コロナに対応する装備品を国の第２次補正予算、新型コロナの地方創

生で、本年度で予算、備品と消耗品、救急隊に係る消耗品を計上して執行する予定です。

この年度末までにはその物も入って支出を行う予定です。 

委員長（和田善臣議員） 
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 前川委員。 

委員（前川和也議員） 

 分かりました。ありがとうございます。 

 同じく第１目なんですけども、今度は１２２ページなんですけども、節で言いましたら

１８節なんですけども、いよいよ岸和田市との指令システムが共同運用が始まる、始まっ

たわけなんですけども、これは昨年の話で、当初計画では指令部の要員で、忠岡消防から

１名常備、常時派遣するというふうに伺ってたと思うんですけども、この前どこかでお話

ししたときにちらっと、もう派遣はなくなったと、しないというふうに伺ったと思いま

す。であれば、その方は常に忠岡消防での配置になるので、忠岡の消防力も向上するのか

なというふうに思うんですけども、指令部業務というのはもう岸和田署員だけで行うもの

なんでしょうか。 

消防総務課（下川浩幸課長） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 下川課長。 

消防総務課（下川浩幸課長） 

 基本的に岸和田市の職員で指令業務は行います。ただし、忠岡管内で大規模な火災等が

発生した場合は、うちの職員が非常勤で消防指令センターで業務を行う予定になってござ

います。 

委員長（和田善臣議員） 

 よろしいですか。 

 他に、ご質疑ありませんか。 

委員（河野隆子議員） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 河野委員。 

委員（河野隆子議員） 

 火事のほうでなくて、救急車も毎日ね、本町でも見ないときないかなというぐらい、も

うよく走っていて、現場もそういうことで大変な思いされてると思うんですけど、今回も

この防疫等の作業手当も出ていますけど、本町でやはり救急車を呼ぶときに、発熱があっ

て動けないと、そういったところのお家に行くときに、救命士さんというのはやはり防護

服を着たりとか、そういうことをされて行っておられるんでしょうか。 

消防総務課（下川浩幸課長） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 
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 下川課長。 

消防総務課（下川浩幸課長） 

 この令和２年度、コロナ禍の中での救急は、もう全ての事案に対して救急隊員は防護

服、新型コロナに対応する感染防止衣を装着して出動しています。マスク等も新型コロナ

対応のＮ９５マスク、あとゴーグルも装着して出動しているところでございます。 

委員（河野隆子議員） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 河野委員。 

委員（河野隆子議員） 

 完全装備ということで大変だというふうに思います。これはそういう、ちょっとコロナ

ではないかなと疑われる方だけこの格好で、ケアとかそういったときはこういう格好はし

ないんですね。 

委員長（和田善臣議員） 

 岸田課長。 

警防課（岸田健二課長） 

 通報段階で、けがとか、そういった事案に対しても、コロナを疑って救急隊員３名全

て、先ほど申し上げましたフル装備で出動しております。 

委員（河野隆子議員） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 河野委員。 

委員（河野隆子議員） 

 日頃でも大変であろうかと思うのですけど、今このコロナ禍でそういった装着もせなあ

かんということで、非常に負担があるというふうに思います。それで、病院が逼迫してい

るということはよくニュースでされてますけれども、町内でそういった救急車を呼んで病

院まで搬送すると。ということで、やはりコロナの影響で、かなり受入れの病院を探すの

にお時間かかったりとかしてるんでしょうか。 

委員長（和田善臣議員） 

 岸田課長。 

警防課（岸田健二課長） 

 今のところなんですけれども、病院選定に長時間を要するといったような事案は発生し

ておりません。 

 以上です。 

委員（河野隆子議員） 
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 はい。 

委員長（和田善臣議員） 

 河野委員。 

委員（河野隆子議員） 

 ご苦労さまです。それで、救命士さんね、前に何か、何年か救急車に乗ってなかったら

受けれないというご説明があったかというふうに思うんですけど、それで違いますかね。

ちょっとそこ、何かすぐに受けれるというものじゃなかったですよね。何年か経験してな

かったらいけないということがあったと思うんですけど。 

委員長（和田善臣議員） 

 岸田課長。 

警防課（岸田健二課長） 

 救急隊員に任命されてから、実務経験なんですけれども、５年以上または２，０００時

間をクリアしますと救急救命士の養成研修に行く資格が発生します。 

 以上です。 

委員（河野隆子議員） 

 はい。 

委員長（和田善臣議員） 

 河野委員。 

委員（河野隆子議員） 

 そういったことで、なかなか年々で受けれる方が、人数、変わってくると思うんです。

で、この令和３年は５１万円で、去年、令和２年が３５万円かになっていますので、この

新年度は何人か、去年よりかはたくさん受けれるということですよね。 

消防総務課（下川浩幸課長） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 下川課長。 

消防総務課（下川浩幸課長） 

 救命士は計画的に派遣しているものでございまして、基本的に年度で１名を基本に計画

しているところでございまして、令和２年度で１名、令和３年度で同じく１名で、その後

も１名ずつを計画、予定しているところでございます。 

委員（河野隆子議員） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 河野委員。 

委員（河野隆子議員） 
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 そうしましたら、１名１名なんですけど、何でそれなら金額が変わっているんですか、

手数料の。見るところを私、間違っておりますか。 

消防総務課（下川浩幸課長） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 下川課長。 

消防総務課（下川浩幸課長） 

 これは、その年度の派遣する救命士の手数料だけではなくて、前年度受けた者が翌年度

に救命士の国家試験を受かって、その登録する等の手数料も入ってございまして、令和元

年度で派遣はしてないところでございますので、令和２年度での国家試験受験者の登録費

用は入ってないというふうなところになってございます。 

 以上です。 

委員（河野隆子議員） 

 分かりました。 

委員長（和田善臣議員） 

 はい。 

委員（河野隆子議員） 

 それで、前にもちょっと言わしていただいたんですけど、女性の救命士さんね。やっぱ

りそういったところも必要ではないかというふうに思っているんですけど、その点につい

てはいかがでしょうか。 

消防総務課（下川浩幸課長） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 下川課長。 

消防総務課（下川浩幸課長） 

 女性の救命士の件なんですけれども、うち、女性職員が今のところゼロ名でございまし

て、常に募集は女性も含めてかけてるんですが、なかなか希望者がいないというところが

ございまして、過去に令和２年に１名、平成３０年に４名といったような女性の受験者は

おったんですが、残念ながら合格には至ってないというようなところがございます。 

 また、今後もこの女性の救命士、採用も含めてホームページ、採用時に女性の活躍のプ

ロフィール的なものも掲載しながら、女性職員の採用につなげていきたいなと考えている

ところでございます。 

委員（河野隆子議員） 

 はい。 

委員長（和田善臣議員） 
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 河野委員。 

委員（河野隆子議員） 

 職場でやっぱり女性の割合を上げていくということが必要だというふうに思いますけ

ど、この消防についてはかなり特別なお仕事ですので、なかなか難しいところもあると思

うんですけど、ぜひ今後も女性の救命士さんが雇えるように、試験もちょっと体力的にと

いうところも心配したけど、そこら辺は男性と違って、差はつけておられるということは

聞きましたので、ぜひ今後もＰＲしていただいて、女性の救命士さんが忠岡町でも雇える

ようにお願いしたいというふうに思います。 

委員長（和田善臣議員） 

 他に、ご質疑ありませんか。 

委員（二家本英生議員） 

 はい。 

委員長（和田善臣議員） 

 二家本委員。 

委員（二家本英生議員） 

 １２１ページなんですけども、備品購入費として火災現場用器具購入費が上がっている

んですけども、昨年が救助費の購入費で上がっていて、それは昨年からなくなっていて、

今回予算が４００万ほど上がっているんですけど、これは何か購入予定ですか。 

消防総務課（下川浩幸課長） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 下川課長。 

消防総務課（下川浩幸課長） 

 この備品の詳細なんですが、昨年は救助器具は購入しています。で、令和３年度はボン

ベ、空気ボンベ、これが４本と、あと消防用ホース、これが１０本、あとボンベを充塡す

る移動式の空気充塡機、これが４１５万２，０００円、この分を計上してございます。 

委員長（和田善臣議員） 

 二家本委員。 

委員（二家本英生議員） 

 これで購入予定ということで、資機材の充足率って、どれぐらいが理想なんですか。 

消防総務課（下川浩幸課長） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 下川課長。 

消防総務課（下川浩幸課長） 
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 常備消防のほうの装備品の充足率が７８％、あと消防団、非常備のほうの装備品の充足

率が９２％でございます。 

委員長（和田善臣議員） 

 二家本委員。 

委員（二家本英生議員） 

 この充足率というのは、特に何％以上ないと駄目という規定とかはございますか。 

消防総務課（下川浩幸課長） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 下川課長。 

消防総務課（下川浩幸課長） 

 特にございません。この充足率を図る上での基準なんですが、国が示す消防力の整備指

針というものがございまして、これはあくまでも努力義務的な基準でございます。で、そ

の基準で算定した結果がこの７８％と９２％になってございまして、特に何％確保しろと

いうふうなところはございません。 

委員長（和田善臣議員） 

 はい。 

委員（二家本英生議員） 

 今後、予算の関係もあると思うんですけど、１００％に近づけていくという検討はされ

てますでしょうか。 

消防総務課（下川浩幸課長） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 下川課長。 

消防総務課（下川浩幸課長） 

 中長期の整備計画におきまして１００％に近づけるような計画は立ててございます。 

委員長（和田善臣議員） 

 二家本委員。 

委員（二家本英生議員） 

 それはいつぐらい、中長期って大体どれぐらいですかね。 

消防総務課（下川浩幸課長） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 はい。 

消防総務課（下川浩幸課長） 
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 一応、１０年先までの計画でございます。 

委員（二家本英生議員） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 二家本委員。 

委員（二家本英生議員） 

 １０年先で１００％になるような形で、地域を守る消防なので、ぜひとも達成していた

だきたいと思います。 

 あともう１点なんですけど、この１２１ページの一番下なんですけども、救急安心セン

ター大阪運営費分担金、これが昨年ほどよりか３０万ちょっと予算が上がってますけど、

これはどういった運営になるんですか。 

消防総務課（下川浩幸課長） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 下川課長。 

消防総務課（下川浩幸課長） 

 救急安心センターは、もともと大阪市消防局のほうに設置してございまして、で、大阪

府下の各市町村が負担金を払って運営しているというふうな状況でございました。で、こ

の安心センターの設備がこの令和３年度で更新するというふうなところがございまして、

その更新整備に係るところで負担金が増額したというところでございます。 

委員長（和田善臣議員） 

 二家本委員。 

委員（二家本英生議員） 

 そうしましたら、これは大阪府下ということなので、忠岡に限らずほかの市町村も負担

金が上がってますか。 

消防総務課（下川浩幸課長） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 課長。 

消防総務課（下川浩幸課長） 

 そのとおりでございます。 

委員長（和田善臣議員） 

 他に、ご質疑ありませんか。 

委員（河野隆子議員） 

 委員長。 
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委員長（和田善臣議員） 

 河野委員。 

委員（河野隆子議員） 

 災害時ね、いち早く動いていただくのが消防の方だというふうに思うんですけど、食糧

品の備蓄について、やはり職員の方がずっと泊まり込みで災害の態勢に当たるということ

で、職員の方の食糧品とかお水、そういったことも必要ではないかということで、進めて

いっておられると思うんですけど、もう充足率のほうは大丈夫なんでしょうか。 

消防総務課（下川浩幸課長） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 下川課長。 

消防総務課（下川浩幸課長） 

 この食品の備蓄品なんですが、過去３年で計画的に整備したものでございまして、３日

分、全職員３日分を活動できる備蓄の食糧は配備してございます。 

委員（河野隆子議員） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 河野委員。 

委員（河野隆子議員） 

 じゃあ、もうできているということで、１００％できているということで、よろしいで

すね。分かりました。 

 それで、広域化で、いろいろシステムもあると思うんですけど、いろいろ心配していた

のが、岸和田との連携ではないけど、一部事務組合というのか、どういった言い方が、ち

ょっとうまいことよう言わんのですけど、職員さんが向こうに行って、忠岡町が手薄にな

るんじゃないかなというか、そういった心配がいろいろ前の説明のときにあったと思うん

ですけど、そこら辺はきっちり忠岡町は忠岡町の職員の方でちゃんといてもらえて、住民

の方に何かあったらすぐ飛んでいって行けると、そういった状態で変わらないというふう

に考えてよろしいんでしょうか。 

消防総務課（下川浩幸課長） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 下川課長。 

消防総務課（下川浩幸課長） 

 消防の指令業務の共同運用というふうなところで、令和３年２月２６日から運用を開始

しているところでございます。もちろん岸和田のほうに出動する件数が増えることから、
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年間の救急であるとか火災の出動件数は増加するという形で予想しておるところでござい

ます。 

 現状、運用開始がされて、岸和田の管内に救急出動するというケースも増えてございま

す。ただし、岸和田のほうから忠岡のほうに救急出動していただけるというケースもござ

いますので、相殺したところで計画、予定していたとおりの件数なのかなというふうなと

ころで考えてございます。 

 ただし、まだ運用が始まって間なしでございますので、１年間通してどれぐらいの出動

になるのかというのをきっちり把握した上で、再度精査していかなければならないと考え

ているところでございます。 

委員（河野隆子議員） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 河野委員。 

委員（河野隆子議員） 

 その共同運用に当たっては、今言ってはったように、ちょっと増加していると。火事よ

りか救急車のほうですかね。それで人口的に見るとやはり向こうのほうが１０倍ほど人口

は多いですので、忠岡町が行くことのほうが多いのかなというふうな心配はしています。

そこで影響の出ないようにしていただきたいというふうに思うんです。 

 それで、あと電話はここ、この岸和田のほうに忠岡町からかけても、向こうにつながる

ということで、そこから忠岡町の消防署のほうに行くと、そういったところで時間のタイ

ムラグというんですか、そういったところの心配はないんでしょうか。 

消防総務課（下川浩幸課長） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 下川課長。 

消防総務課（下川浩幸課長） 

 時間的な件なんですが、忠岡管内から１１９番を回したら岸和田のほうに電話がいっ

て、そこから情報を忠岡の消防本部に流してもらうというふうなところで、一定、時間が

ちょっとかかるんではないかなっては思うんですけれども、車にＡＶＭといってナビ的な

ものが設置されまして、救急隊員がその指令を覚知してから出動するまでの時間がかなり

短縮してございます。もう指令を受けてすぐ救急車に乗れば、救急車でその災害点が分か

るというふうなところで、今まででしたら情報を聞いて、下で地図で検索して出動してい

たんですが、その分、時間は短縮しているんかなと考えてございます。 

委員（河野隆子議員） 

 はい。 
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委員長（和田善臣議員） 

 河野委員。 

委員（河野隆子議員） 

 忠岡の住民さんに影響が出ないようにしっかりとやっていただきたいというふうに思い

ます。よろしくお願いします。 

委員長（和田善臣議員） 

 他に、ご質疑ありませんか。 

（な  し） 

委員長（和田善臣議員） 

 ないようですので、質疑を終結いたします。 

 

委員長（和田善臣議員） 

 それでは、質問に入る前に、昨日、二家本委員から質問のありました件で、二重部長が

答えてくれるんかな。そしたら二重部長のほうから答弁のあれがあるらしいんで、よろし

くお願いします。 

教育部（二重幸生部長） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 部長。 

教育部（二重幸生部長） 

 昨日、二家本議員のほうから、保護者がピープルに相談した際に、「前例がない」と言

われたと。公立においても「校区が違うというふうに言われた」というところに関しまし

て、一定確認しましたので、報告させていただきたいというふうに思います。 

 当該児童につきましては、令和２年度に２歳児ということで、現在、複数の療育施設の

ほうに通所中であるということで、確認をしております。 

 で、保護者の方が令和３年度から３歳児になるというところで、集団生活へなじませる

といった意味から、町内の就学前施設への入所を検討されたという中で、昨年の８月にピ

ープル忠岡チャイルドスクールのほうに相談をしに行ったと。ピープルのほうで、まだ施

設が開園してから２年目ということで、そういった意味で前例がないというふうな対応を

されたと。さらに、職員体制の問題等々があるので即答はできないというような対応をさ

れたと。 

 その前例がないというような部分で、保護者の方が不安を感じたため、保護者の方が保

健センターのほうに相談をされた。保健センターに相談をされる中で、本町の教育委員会

の就学前施設担当も同席の上、話を聞きました。その際、昨日私が説明したとおり、当然

校区が違うということで、送迎の問題があります。さらには、小学校への接続時の問題も
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ありますというような、一定の説明をさせていただいたところでございます。 

 さらに、令和３年度については、幼稚園のほうが仮設園舎になるというところも併せて

説明させていただきました。さらに、公立園においても１対１の加配というのはなかなか

難しいという旨も説明をさせていただいたところでございます。 

 保護者としましては、１対１までは望んではいないということなんですけども、最終的

に保護者の判断としまして、令和３年度については、現在の施設へ継続して通所されると

いう決断をされたというところでございます。 

 また今後、令和３年度中に、令和４年度以降のことも含めて、再度その辺り検討をして

いきたいというふうに考えておるというところでございます。 

 結果としまして、保護者の方に不安を与えてしまったというような対応になってしまっ

たことに関しましては、大変申し訳ないというふうに感じております。今後は保護者に対

して不安を与えるような対応については厳に慎むように指導してまいりますので、ご理解

のほどよろしくお願いしたい思います。 

 以上でございます。 

委員長（和田善臣議員） 

 よろしいですか。 

 それでは、改めて教育委員会のほうへ入ります。 

 

委員長（和田善臣議員） 

 １２３ページから１５５ページまでの、第１０款 教育費、第１１款 公債費、第１２

款 予備費につきまして、担当課の説明を求めます。 

（各担当課長：説明） 

委員長（和田善臣議員） 

 説明は、以上のとおりです。 

 ご質疑をお受けいたします。 

 三宅委員。 

委員（三宅良矢議員） 

 ３５人学級、今、国が旗を振ってやっていく予定みたいで、徐々に１年ずつ上がってい

くみたいなんですけど、大阪府がちょっと独自予算で１学年分やってるじゃないですか。

大阪としては国の予定の日を目指してやるのか、大阪府の独自がその年まで１年続いて、

１年早く進むのか、どちらなんですかね。 

教育部（石本秀樹理事兼学校教育課長） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 石本理事。 
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教育部（石本秀樹理事兼学校教育課長） 

 議員ご質問の３５人学級につきましては、国の、今年度であれば府の２年生まで３５人

学級という形になっております。つきましては、すみません、来年度は２年生になってお

りますので、再来年度から３年生も３５人学級になるという形になります。 

委員長（和田善臣議員） 

 三宅委員。 

委員（三宅良矢議員） 

 じゃあもう今年、この予算、令和３年度からはもう大阪府の予算はないということでい

いですね。 

教育部（石本秀樹理事兼学校教育課長） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 石本理事。 

教育部（石本秀樹理事兼学校教育課長） 

 そのとおりでございます。 

委員（三宅良矢議員） 

 分かりました。ありがとうございます。委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 三宅委員。 

委員（三宅良矢議員） 

 次なんですけど、２０２２年から５年生、６年生が教科担任制に変わるというふうにお

聞きしてます。今までのやり方がちょっとがらっと変わることになると思うんですけど、

科目がある程度絞られてると思うんですけど、それに向けて何か研修なり体制整備なり、

何か予算づけ等は必要はないんですかね。 

教育部（石本秀樹理事兼学校教育課長） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 石本理事。 

教育部（石本秀樹理事兼学校教育課長） 

 特に予算的なものはございませんが、今現在も例えば小中連携ということで、中学校の

英語の先生が小学校で授業を行ったり、あるいは、年によりましては小学校に、例えば家

庭科とか音楽は専科の先生が、あるいは年によりましては交換授業的なものも、これまで

も実施した経験がありますので、議員おっしゃられた部分につきましては、今後また研修

等、検討のほうをしてまいりたいと思います。 

委員（三宅良矢議員） 
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 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 三宅委員。 

委員（三宅良矢議員） 

 あと１点なんです。あとというか、まだ３項目ぐらいやと言われているので交代せなあ

かんので、あと１項が、ちょっと気になるのが、学校の教育の中で金融リテラシーについ

てどのようにされてるのかなというのが質問なんです。 

 最近やったらスマホで今、ネット投資なんかできるわけじゃないですか。昔やったら僕

ら、大人になったら電話をかけて、要は証券会社に電話かけてせえへんやったら株を買わ

れへんしとか、そういう時代から、もうスマホでちょっとやったらもう、言い方は悪いで

すけど、ｄポイントとかＴポイントとかで株取引できる時代じゃないですか。そういう時

代になってきているんで、ほぼほぼ大人になったら今の小学生、中学生、もうある程度年

が来たらみんなスマホを持つことやし、株式投資に対するやっぱり売り込みというか、そ

んなのも大きい中で、今現状、小・中学生に対してのそういった金融関係のリテラシーの

教育って、どないなってるんですか。 

教育部（石本秀樹理事兼学校教育課長） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 石本理事。 

教育部（石本秀樹理事兼学校教育課長） 

 金融関係につきましては、学年によっては例えば社会科とかという学習等もございます

が、ただ、議員おっしゃられた分については、スマホ等についてはどちらかというと情報

モラル的な部分がございますので、それはやはり系統立てて学習していく必要はあるかな

というふうに考えております。 

委員（三宅良矢議員） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 三宅委員。 

委員（三宅良矢議員） 

 何でこんな質問したかというと、ある人から相談を受けて、僕が全部ほとんど対処しま

すけど、リボ払い、知らなかったんですよ。リボ払いをやってるのにリボ払いの意味を知

らなかったんです。で、プラスＦＸの先物投資までやってたんです、ネットでね。よう分

かってない。まず、お金を預けといて、そのお金で何倍のばくちみたいなんをする話なん

ですけど、「何でそんなんやったんや」って聞いたら、「いや、教えてくれる人がいなか

った」と言うんです。 
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 それが、２０歳を越えてスマホを持った瞬間、いろんな、こんな面白い話があるよ、こ

んなおいしい投資話がいっぱいあるよという情報ばかりやってきて、やってたらこうなっ

て、その人自体は８００万の借金を背負っただけで自己破産したんですけどね、最終的

に。やっぱりそういう教育というのもこれから、小・中学校レベルの義務の段階で一旦、

ある程度何かそういうのって必要なのかなと思うんですけど、なかなか難しい、できない

ものなんですかね。小・中学校レベルでそういう教育をするというのは。１年生、２年生

には、そら難しいと思うんですけど。 

教育長（富本正昭教育長） 

 はい。 

委員長（和田善臣議員） 

 教育長。 

教育長（富本正昭教育長） 

 今、お尋ねの投資であったり株であったりというふうな部分に関しては、従前から制度

的には信託会社とかそういうところで現実に明治時代からあったかと思いますけど、存在

していたわけです。それが、ＩＣＴの活用でかなり身近にそういう部分に関して近づいて

いけるというふうな部分のご指摘かと思います。 

 我々としましては、小・中学校のいわゆる義務教育段階で、その辺の部分をどこまで教

えていくのかという部分に関しては、いろいろとご意見もあるかと思いますが、ただ１つ

言えることは、物事を判断する、決定するときに当たってどういうふうな判断をしたらい

いかという部分に関しては、いろいろなものに対応してでも一定の同じラインはあるかと

思います。 

 その辺で、物事の決定に関してはいろんな人のご意見を聞くとか、そういうふうな部分

の中でやっていって、逆に株は危険なものであるとか投資信託は危ないと、そういうふう

な教育もまたこれはいかがなものかというふうな、考えている部分もありますので、今言

った金融に特化した教育をやっていくという分に関しては、今後調査研究していきたいと

いうふうに考えております。 

 以上です。 

委員長（和田善臣議員） 

 三宅委員。 

委員（三宅良矢議員） 

 別に僕、あくまで株式投資するなとか、あんなもの危ないんじゃと言うてるわけではな

いんですよ。そこだけ。僕だって投資とかいろいろやったりしてるんで、その辺りは一緒

ですけど。ただ、ほんまに言われたのが、「教えてくれる人が誰もいなかった」という、

これまでの人生で。２０前半の若者ですけど、そういうのに触れやすい世界に昔に比べて

なってるというのが現実としてあるんで、やっぱりその辺って、学校がある程度、そんな
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何時間も取ってじゃないですけど、今でしたら外部で証券関係とかの人らが講師に来てく

れたり無料で来てくれたりするじゃないですか。そんなんも活用していった上で、何か安

全性と、そういったものでない、リスクみたいなところもしっかり学んでいく機会は１回

ぐらいはあったほうがええかなと思ってるだけなんで、ちょっとその辺も検討いただきた

いと思います。取りあえず次。 

委員長（和田善臣議員） 

 答弁、要りますか。 

委員（三宅良矢議員） 

 あったら。 

委員長（和田善臣議員） 

 教育長。 

教育長（富本正昭教育長） 

 重ねて調査研究していきたいと思っております。 

委員長（和田善臣議員） 

 他に、ご質疑ないですか。 

委員（二家本英生議員） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 二家本委員。 

委員（二家本英生議員） 

 １２５ページなんですけども、１２５ページの一番上の貸付金なんですけど、高校生に

対する奨学資金ということで、８万４，０００円、例年どおり計上してるんですけども、

これは高校の就学に対する資金なんですけど、これの今基金ってどれぐらいありますでし

ょうか。 

教育みらい課（石栗健史課長） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 石栗課長。 

教育みらい課（石栗健史課長） 

 ３，５００万円でございます。 

委員（二家本英生議員） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 二家本委員。 

委員（二家本英生議員） 
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 この資金というのは基本的に高校での授業とかそういう、授業は無償化になっているん

ですけど、高校の分での奨学金ということなんですけども、前回もお伺いしたと思うんで

すけど、使い道が忠岡町ではないということをお伺いしてるんですけども、使い道の変更

というのは検討はしないんでしょうか。 

教育みらい課（石栗健史課長） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 石栗課長。 

教育みらい課（石栗健史課長） 

 この奨学金なんですけれども、一番新しいのは平成１１年度に貸付けをしてから、もう

２０年ほど貸付けがないような状況ですんで、何度も同じような回答になって申し訳ない

んですけども、今後検討していきたいと思ってますので、よろしくお願いいたします。 

委員長（和田善臣議員） 

 二家本委員。 

委員（二家本英生議員） 

 置いていてももったいないというか、本当、本来あればいろんな方に使っていただきた

い資金だと思いますので、検討のほどよろしくお願いいたします。 

 あと、いいですか。 

委員長（和田善臣議員） 

 二家本委員。 

委員（二家本英生議員） 

 その下の報酬費で、支援学級の介助員の報酬ということで、こちらは現在の支援学級の

介助員の体制を教えていただきたいと思います。 

教育部（石本秀樹理事兼学校教育課長） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 石本理事。 

教育部（石本秀樹理事兼学校教育課長） 

 介助員につきましては５名配置しております。東忠岡小学校に３名、忠岡小学校に１

名、中学校に１名でございます。 

委員（二家本英生議員） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 二家本委員。 

委員（二家本英生議員） 
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 これも昨年同様ですね。人数的にも変わらないと思うんですけども、やっぱり支援学級

の、そこに在籍するお子さんも結構増えてきてますので、支援学級いろんな、当然現場の

担任の先生の方とか、あとはもともとそこに支援学級の先生として配置されてる方と、協

力していただいて支援学級の生徒・児童を見守ってくれてると思うんですけども、やっぱ

り人数的に当然、１年生、２年生とかだったら教室まで一緒についていったりとかいうこ

ともしないといけないので、そういったときに残っている教室の児童の面倒を、人数が、

先生が少ない中で多くの児童とか見守っていかないといけないということで、そういった

ところの増員というのは検討されてはいないでしょうか。 

教育部（石本秀樹理事兼学校教育課長） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 石本理事。 

教育部（石本秀樹理事兼学校教育課長） 

 支援学級介助員につきましては、本町では配置につきまして、支援学級在籍の全ての子

どもに関われるよう支援学級に対して配置しております。支援学級の人数等が増えた場合

は、府に対して新しく支援学級を設置要望し、支援学級の担任を増やすことで対応してお

ります。メインはあくまでも支援学級担任で、連携しながらこども園の対応を進めており

ますので、現時点では増員等は考えておりませんので、ご理解のほどよろしくお願いいた

します。 

委員（二家本英生議員） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 二家本委員。 

委員（二家本英生議員） 

 今後、例えば学年の途中で、どうしても普通教室でやっていけなかった子どもたちが支

援学級に入ったときは、府のほうに加配を求めることでよろしいでしょうか。 

委員長（和田善臣議員） 

 石本理事。 

教育部（石本秀樹理事兼学校教育課長） 

 あくまでも支援学級担任につきましては年度当初に配置という、増員という形になりま

すので、またその状況を見てという形で考えております。 

委員長（和田善臣議員） 

 他に、ご質疑ありませんか。 

委員（河野隆子議員） 

 委員長。 
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委員長（和田善臣議員） 

 河野委員。 

委員（河野隆子議員） 

 今の介助員の話なんですけど、学級ごとにつけていただいているということなんですけ

ど、その支援学級に入っている子どもさんが普通教室、普通授業に戻るときもありますよ

ね。教科によってはね。そのときに支援学級の担任の先生はそっちの学級の担任なので、

普通教室のほうについていくということはできないだろうと思うんですけど、やはりそう

いった子どもさんが普通学級に戻ったときは、やっぱり介助員さんがついていってあげな

いといけないという場合もあると思うんです。なので、やはり介助員さんが学級ごとじゃ

なくて、増やすべきではないかなというふうに思うんです。そういったことでやっぱりお

困りやったということは、先生のほうからも入っておりませんか。 

教育部（石本秀樹理事兼学校教育課長） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 石本理事。 

教育部（石本秀樹理事兼学校教育課長） 

 原学級の通常学級のほうに戻る際等につきましては、介助員がつくということだけでは

なく、支援学級の担任がついたりという場合ももちろん可能ですので、その辺りはしっか

り計画的に、ある意味、支援学級の担任が計画をじっくり立てた上でやっておりますの

で、現状では学校のほうから特にそのようなことは聞いておりませんので、ご理解のほど

よろしくお願いいたします。 

委員（河野隆子議員） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 河野委員。 

委員（河野隆子議員） 

 子どもさんがこれからどれだけ増えるか分かりませんけれども、やはり子どもさんが増

えたら、そこは介助員をしっかり増員をしていくということは求めていきたいというふう

に思います。 

 それで、人数のほうが昨年と同じだと思うんですけど、報酬のほうが下がっているんで

すが、これは実績か何かを見ておられて数字が変わったんですかね。 

委員長（和田善臣議員） 

 石本理事。 

教育部（石本秀樹理事兼学校教育課長） 

 はい、そのとおりでございます。 
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委員（河野隆子議員） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 河野委員。 

委員（河野隆子議員） 

 分かりました。それで、４月から適応指導教室をつくっていただくということで、本当

によかったというふうに思っています。 

 それで、室長報酬が出ているんですが、あと、これは会計年度任用職員さんで、もうお

一方お雇いになるということでしたかね。その方の報酬というのはどこに載っているんで

しょうか。 

教育部（石本秀樹理事兼学校教育課長） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 石本理事。 

教育部（石本秀樹理事兼学校教育課長） 

 室長につきましては会計年度任用職員ということで予算のほうを上げさせていただいて

おります。もう１名につきましては府の加配を活用する予定でございます。 

委員（河野隆子議員） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 河野委員。 

委員（河野隆子議員） 

 分かりました。それで、特に学校に行けない子どもさんたちも個々の教室に行ってもら

って、それで普通学級に戻ってもらうと、教育長さんも熱い思いで言うていただきまし

た。 

 それで、スクールカウンセラーの報酬も出ていますけども、そういったことでなかなか

学校に登校できないという子どもさんに対しては、この適応指導教室に行くまでにもいろ

いろ手だてが必要だというふうに思うんですけど、その点についてはどういったことでや

っていかれるんでしょうか。 

教育部（石本秀樹理事兼学校教育課長） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 石本理事。 

教育部（石本秀樹理事兼学校教育課長） 

 これまでも行っておりましたが、各校で担任が中心になって、場合によってはスクール
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カウンセラー等と連携をして対応のほうをしてまいりたいと思っております。 

委員（河野隆子議員） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 河野委員。 

委員（河野隆子議員） 

 よろしくお願いします。 

委員長（和田善臣議員） 

 他に、ご質疑があれば。 

 前川委員。 

委員（前川和也議員） 

 １３１ページの第２目、教育振興費の中の１１節、役務費なんですけども、ここに計上

されているモバイルルーター費、これは同じく私、これ今言ってるのは小学校なんですけ

ど、中学校のほうでも同じような項目でモバイルルーター費が上がってるんですけども、

これはＧＩＧＡスクール構想の１つとして、Ｗｉ－ｆｉ環境の、お家でＷｉ－ｆｉ環境が

ないお家向けの者にルーターを貸し出すということを想定されての予算計上で間違いない

でしょうか。その場合、何件それぞれ、そういう家庭が該当あるのか、教えてください。 

学校教育課（大西裕貴参事） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 大西参事、どうぞ。 

学校教育課（大西裕貴参事） 

 議員お尋ねの家庭学習用モバイルルーター通信費についてですが、先ほど仰せのとお

り、ＧＩＧＡスクール構想により整備しているものという認識で間違いはございません。 

 細かい人数についてなんですが、少々お待ちいただけますでしょうか。小学校につきま

しては１５３名を想定しております。中学校につきましては９４名ということで試算をし

ておるんですが、こちらは就学援助を受給されている方と生活保護を受給されている方と

いうところが、そもそものＧＩＧＡスクール構想の算定基準となっておりましたので、そ

ちらで計上をさせていただいておるところです。 

委員長（和田善臣議員） 

 前川委員。 

委員（前川和也議員） 

 それをもとに算定しているんであれば、各家庭のご入り用ですかどうですかという聞き

取りはされてないということでしょうか。 

学校教育課（大西裕貴参事） 
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 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 大西参事。 

学校教育課（大西裕貴参事） 

 そちらについては実施はしておりません。 

委員（前川和也議員） 

 分かりました。それはきっと、実際されるものかなというふうに思うんですけども、じ

ゃあ、それと併せてこの収入のほうで、諸収入のほうでモバイルルーター通信費利用料み

たいなものが上がってるかと思うんですけども、これ実際、じゃあ１件当たり、１台当た

りお幾らで貸出しというんですかね、されることを想定されての収入計上なんですか。 

学校教育課（大西裕貴参事） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 大西参事。 

学校教育課（大西裕貴参事） 

 こちらの歳入のほうに計上させていただいた部分なんですが、今回、臨時休業等あった

ところも踏まえまして、生活保護の世帯さんにつきましては生活保護費でこちら必要な通

信費というのが支給されるということになっております。ですので、こちらの入に関しま

しては一旦町としてお支払いするんですが、生活保護世帯の方につきましては二重取りと

いう形になってしまいますので、町のほうにもらっている分を納入していただくというと

ころで計上させていただいております。 

委員長（和田善臣議員） 

 よろしいですか。 

委員（前川和也議員） 

 はい。 

委員長（和田善臣議員） 

 河野委員、あった。 

委員（河野隆子議員） 

 いいですか。すみません、委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 河野委員。 

委員（河野隆子議員） 

 適応指導教室が開設されるということで、いろいろと修理とかそういったところも必要

になっているんだろうというふうに思います。それで、今文化会館でね、これは子どもの

貧困対策って呼んでいいのかどうか分かりませんけど、あすなろ塾が開いておられるんで
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すけれども、適応指導教室のほうは土曜日お休み、日曜日ももちろんお休みなんですけ

ど、子どものことですので、あすなろ塾もそちらのほうに教室を使ってはどうかというこ

とも思っているんです。 

 なぜかというと、文化会館もかなり、借りるのに土日は集中して借りにくいということ

もありますので、そういったことはちょっと今後検討されるということはないでしょう

か。 

委員長（和田善臣議員） 

 二重部長。 

教育部（二重幸生部長） 

 議員お示しの件ですけども、我々もそういう方向で検討はしてたんですけども、実際や

ってみる段において、土曜日に、現在適応指導教室に関しては忠岡幼稚園跡地を活用する

というところなんですが、月曜日から金曜日については先ほどの室長のほうがおられるの

で、それで管理はできますが、土曜日に幼稚園を開けるとなりますと、別途また管理が経

費がかかってきますので、今その辺りを含めまして、ちょっとすぐにあすなろのほうを幼

稚園のほうに動かすというのは、来年度についてはちょっとできないという判断をさせて

いただいておりますので、よろしくご理解のほどお願いします。 

委員（河野隆子議員） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 河野委員。 

委員（河野隆子議員） 

 教育委員会ほうでもそこはちょっとお考えになって検討されたということが分かりまし

た。ただ、管理の問題で、文化会館も夜はシルバーさんがやっておられますので、管理料

もそこは余分に要ってくるわけなんですけどね、ぜひこれをちょっと今後検討していただ

きたいというふうに思いますので、よろしくお願いします。 

委員長（和田善臣議員） 

 他に、ご質疑ありませんか。 

委員（二家本英生議員） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 二家本委員。 

委員（二家本英生議員） 

 １２６ページですけども、報償費の中で学力向上サポーター報酬費というのがありま

す。これ、昨年の予算委員会でも話があったと思うんですけども、勉強を教えるために登

録制で勉強を教えていただけるということだったんですけども、昨年の状況では下の忠岡
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小学校で１名、東忠岡小学校についてはゼロ名だったんですけども、今年度と予算の来年

度というのは人員体制って、どういう形になりますでしょうか。 

教育部（石本秀樹理事兼学校教育課長） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 石本理事。 

教育部（石本秀樹理事兼学校教育課長） 

 学力向上サポーターにつきましては、今年度につきましては忠岡小学校が１名、東忠岡

小学校が１名で、あとプラス、国の学習指導員のほうも活用させていただいて、さらに忠

岡小学校１名、東忠岡小学校１名の計４名のサポーターという形で配置のほうさせていた

だいております。来年度につきましては、人材等につきましてはまだ探していくという形

にはなるんですが、ぜひ３、４年生の段階でサポートのほうをしていきたいと考えており

ますので、よろしくお願いいたします。 

委員長（和田善臣議員） 

 二家本委員。 

委員（二家本英生議員） 

 そうしましたら、今年度に関しては両小学校ともに１名ずつ、３年生、４年生、１名ず

ついてるということで、まだ来年度に関しては募集というか登録されている方がちょっと

今のところはいてないということで、まだちょっと未定という形ですか。 

教育部（石本秀樹理事兼学校教育課長） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 石本理事。 

教育部（石本秀樹理事兼学校教育課長） 

 はい、そのとおりでございます。 

委員（二家本英生議員） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 二家本委員。 

委員（二家本英生議員） 

 私も授業参観があったときに、算数の授業だったんですけども、その方が入って、２人

体制で授業を教えられたのを見ていたので、これは結構、子どもたちに分かりやすく教え

ていただけてるなというのがあったんで、ぜひとも早く見つかって登録していただきたい

と思いますが、よろしくお願いします。 

 続いて、いいですか。 
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委員長（和田善臣議員） 

 二家本委員。 

委員（二家本英生議員） 

 すみません、その下の１２７ページなんですけども、まずその他の委託で、英語体験セ

ミナーの委託料が、こちらが予算的にはかなり削られてるんですけども、これはいつも年

の後半ですかね。低学年とか年長の児童に向けての英語、ＥＣＣか何かの授業だったと思

うんですけども、それの授業だったと思うんですけども、来年度予算が減ってるのは何か

理由ございますでしょうか。 

教育部（石本秀樹理事兼学校教育課長） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 石本理事。 

教育部（石本秀樹理事兼学校教育課長） 

 議員おっしゃられるように、これまでは１１月から３月ぐらいまで、小学校１年生から

４年生を対象に募集の上、実施のほうをしてまいりましたが、来年度につきましては小学

校１年生と２年生に限定してということで考えておりますので、その分、予算のほうをこ

のような形でさせていただいております。 

委員（二家本英生議員） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 二家本委員。 

委員（二家本英生議員） 

 やっぱりそれは学校の授業で、３年生、４年生が、外国語授業が入ったからという影響

ですか。 

教育部（石本秀樹理事兼学校教育課長） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 石本理事。 

教育部（石本秀樹理事兼学校教育課長） 

 議員おっしゃるとおりでございます。 

委員（二家本英生議員） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 二家本委員。 

委員（二家本英生議員） 
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 忠岡町は結構、英語に力を入れていただいているんで、ちょっとこの後にももう１個質

問させてもらう英語検定のことについてもちょっとお話ししたいと思うんですけど、英語

検定の昨年度の補助を受けている方の受験人数というのは分かりますか。 

教育部（石本秀樹理事兼学校教育課長） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 石本理事。 

教育部（石本秀樹理事兼学校教育課長） 

 本年度の実績につきましては、コロナ禍がございましたので、第１回につきましてはち

ょっと受付のほうをせず、第２回、第３回の本会場のみという形でしております。 

 人数でございますが、忠岡中学校の公費につきましては５９名、忠岡中学校の私費につ

きましては３名、一般の公費につきましては、私立の中学校あるいは高校等でございま

す。３１名、それで一般私費が３名の、計９６名となっております。 

委員（二家本英生議員） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 二家本委員。 

委員（二家本英生議員） 

 その内訳、例えば３級を何人受けて、何人通ったかというのはありますか。 

教育部（石本秀樹理事兼学校教育課長） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 石本理事。 

教育部（石本秀樹理事兼学校教育課長） 

 受験者数でございますが、忠岡中学校が、５級が６名、４級が２３名、３級が９名、準

２級が１１名、２級が５名の合計５４名でございます。中学校、私立、高校、大学でござ

いますが、３級が３名、準２級が９名、２級が１３名、準１級が３名の計２８名でござい

ます。 

委員（二家本英生議員） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 二家本委員。 

委員（二家本英生議員） 

 そのうち合格されている方って、どれぐらいいらっしゃいますでしょうか。 

教育部（石本秀樹理事兼学校教育課長） 
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 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 石本理事。 

教育部（石本秀樹理事兼学校教育課長） 

 ５級につきましては、忠岡中学校が６名受験し合格者が６名、４級が２３名受験し合格

者が２０名、３級が９名受験し合格者が８名、準２級が１１名が受験し７名が合格です。

２級につきましては５名が受験し、合格者はございません。私立の中学、高校、大学につ

きましては、３級につきましては３名が受験し３名が合格、準２級は９名が受験し６名が

合格、２級につきましては１３名が受験し合格者はございません。準１級は３名が受験し

合格者は１名でございます。 

委員（二家本英生議員） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 二家本委員。 

委員（二家本英生議員） 

 せっかくこういう事業をしてるんであったら、やっぱり合格率は上げていただきたいと

いうのと、やっぱり英語という、今後グローバル社会が続いていきますので、必ず必須な

科目になってくるので、忠岡町でこういう検定があればありがたいと思います。 

 この検定なんですけども、今現在、中学生以上ということで話は伺ってますけども、小

学生の保護者のほうから、ちょっと級は下になるんですけども、「ちょっと検定を受けて

るんですけど、補助は出ないんですか」ということがあったんですけども、その辺はどう

でしょうかね。 

教育部（石本秀樹理事兼学校教育課長） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 石本理事。 

教育部（石本秀樹理事兼学校教育課長） 

 小学校のほうが、英語のほうが、外国語活動で３年生から、５年生からは英語というこ

とで始まって、やはり狙いのほうが、英語を好きになると、楽しむという部分もございま

すので、まずは学校のほうでの授業づくり等をというふうに考えております。また、小学

校での受験につきましては、調査研究のほうをしてまいりたいと思います。 

委員長（和田善臣議員） 

 二家本委員さん、１節で５回も６回もというのは、一遍に何人受験したんか、合格は何

人やったんか、一本に質問をやってください、小分けにせんと。よろしくお願いします。 

 他に、ご質疑ないですか。 
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委員（三宅良矢議員） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 三宅委員。 

委員（三宅良矢議員） 

 文化会館の運営委員会の話なんですけど、今年どのような日程で、何回ぐらい開いて、

どのように進めていかれる予定でしょうか。 

生涯学習課（小林和子課長） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 小林課長。 

生涯学習課（小林和子課長） 

 今年度当初から開催をしたかったんではございますけれども、何分コロナ禍がございま

したので、今年度は２回開催しております。日にちが、１１月２６日が第１回目、２回目

が２月１２日、本町教育委員会教育長から諮問を出させていただきました。これは宛先が

文化会館運営委員会委員長宛ての諮問でございます。 

 内容が、生涯学習の拠点としての忠岡町文化会館のあり方について、これには２点項目

を挙げさせていただいております。 

 １点目が、持続可能な総合施設としての運営方針について、２つ目が各館の特性を生か

した発展的な事業展開について、ちょっと抽象的なものの言いをさせていただいているん

ですが、要するにこの１つ目の持続可能な総合施設としての運営方針というものの内容で

すけれども、今、文化会館は、議員の皆様もご承知のとおり公民館、そして働く婦人の

家、図書館、この３つの複合館となって運営しているところです。当初、文化会館が創設

されたとき以来ずっとこのスタイルです。 

 働く婦人の家につきましては、大阪府下でもこの名称施設の残っているのは本町だけで

ございます。また、働く婦人という名称を掲げているというところで、当初の条例のまま

で今来てるんですけれども、特化してるんですね。女性の方が使いやすいように。これだ

となかなか男性の方に、今はもうフラットな形でお使いいただいているところではあるん

ですが、この現状と条例がかみ合わないというところにもう極力来ておりますので、働く

婦人の家をどうしていくかと、そういう運営方針を１つ目に挙げたというところです。 

 で、２回開催して、議事録はホームページのほうに載せさせていただいております。働

く婦人の家と公民館を一本化することで決定いたしました。これはすぐさま条例を廃棄す

るのではなくしまして、公民館と一本化することによって、公民館の条例、またさわって

いきたい部分も多々ございますし、移行期間というものも設けさせていただいて、利用者

の方々、住民の方々、また関係する講師の方々にも十分ご説明をしていきながら、今後の
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公民館、発展的な文化施設の拠点となるために準備もしていきたいと思っておりますの

で、議会のほうに上げさせていただくときには廃棄条例の件と、また公民館の条例の新し

いものとセットにさせていただきながらご説明もしていきたいかと思っております。 

 で、次年度は、委員さんの人気のある限り、この新しい公民館の中身をどうしていく

か、また図書館の運営の方法、正職員がいないままで今、長年来ておりますが、司書を増

やしてほしいという声もありながら、３年度は会計年度任用職員にはなりますけれども、

もう１人司書の方がお見えになります。そういったところで研修等も行っていただきなが

ら、よその館のいいところも吸収しながらということをしていきたいなと思っているんで

すけれども、そういった中身の話を文化会館運営委員会の中で、図書館と公民館と合わせ

ながら、皆さんから意見を頂きながら進めていきたいかなと、このように思っているとこ

ろでございます。 

 以上です。 

委員長（和田善臣議員） 

 ちょっと委員長を交代させてもらいます。 

（河野副委員長と進行を交代） 

委員（和田善臣議員） 

 すみません。働く婦人の家、公民館、これを一緒にするというのは、もう５年ほど前か

ら私、提案させてもらいました。で、ちょっと課長、あれやな。働く婦人の家という名前

が残っている自体が恥ずかしい話やな。それについて、やはり私、ずっと申し上げている

ように、報償費の減額がひど過ぎると。いわゆる先生を雇っての講習会、あるいは教室、

講座、そういったものは必ず要るであろうというのが、私のずっと言っていることであり

ました。 

 しかしながら、前任の和田町長はそれを無視されて、あるいは教育長も一定の、あれは

富本教育長になる前ですね。一定の所期の目的は達したということで、全部その講座を廃

止しました。その結果、やはり危惧しておったように、俳句、そういったものは随分つぶ

れまして、ボランティアで活動される方も減りました。そういったことで、この文化会館

の運営委員会、新しく生まれ変わったですので、この後に期待したいと思いますので、よ

ろしくお願いいたします。 

 以上です。答弁は結構です。 

（和田委員長、進行に戻る） 

委員長（和田善臣議員） 

 三宅委員、どうぞ。 

委員（三宅良矢議員） 

 思った以上の答え、ありがとうございました。僕の初めに想像以上の答えを頂いて、今

年度もまた検討いただけたらと思います。それはそれだけで。 
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 すみません、あともう１点なんですけど、１３７ページにあるんですけど、就園の金額

なんですけど、３０％ぐらい、この２年で下がってるんですけど、これは基準が変わった

からなのか、所得が変わったからなのかなって、理由って分かりますか。小・中学校とも

同じに。 

教育みらい課（石栗健史課長） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 石栗課長。 

教育みらい課（石栗健史課長） 

 扶助費ということで多目には組まさせていただいてるんですけれども、数年前の決算等

いろいろ見てますと、不用額というのが多くございましたので、その分を減らさせていた

だいて、扶助費ですんで、ある程度ちょっと多目には組まさせてはもらってるんですけど

も、その分で減らさせていただいてるということでございます。 

委員（三宅良矢議員） 

 ありがとうございます。委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 三宅委員。 

委員（三宅良矢議員） 

 あと１点、前からもお願いしてることなんですけど、タブレット教育を進めていく中

で、ワード、エクセルが全くできない子がやっぱり世の中に出ていくとなると、やっぱり

実際問題、タブレット、幾らスマホをいじれようが、実際問題、ワードとエクセルを打て

るほうが絶対に雇ってくれるんですよね。会社としたらもう。その加減というか、パソコ

ン教育のその辺の加減って、どのようにお考えいただいているのか、ちょっとご回答いた

だきたいんですけど、お願いできますか。 

学校教育課（大西裕貴参事） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 大西参事。 

学校教育課（大西裕貴参事） 

 今回、導入させていただいたタブレットにつきましては、キーボード脱着型となってお

ることと、ウィンドウズのＯＳを導入しておりますので、ワードとエクセルも、もちろん

搭載されております。 

 ただ、今回導入させていただいた主目的が、ふだんの授業改善にＩＣＴをいかに活用し

ていくかというところがメインの目的となっておりますので、授業の中でどんなふうに活

用していくかというところは、なかなか先行事例も少ない状態ではありますので、今後研
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究を学校と一緒に進めていく必要があろうかなとは思っております。 

 ただ、その中にも、もちろん三宅議員おっしゃるように、ワードやエクセルをさわって

という授業での活用もしていただいている先生方がおりますので、そういったところも広

げていけるような方向では考えてございます。 

 以上です。 

委員（三宅良矢議員） 

 結構です。ありがとうございます。 

委員長（和田善臣議員） 

 また副委員長、ちょっと代わってくれますか。また副委員長と交代します。 

（河野副委員長と進行を交代） 

副委員長（河野隆子議員） 

 和田委員長。 

委員（和田善臣議員） 

 今、三宅委員、ちょっとＩＣＴのことで言ってくれました。以前は日商の、簿記ではな

くして、パソコンのあれありますよね。ああいうのとか介護講習会とか、そういったもの

もやってました。そんなんも小林先生、今後考えていってほしいと思いますので、よろし

くお願いします。ちょっと一言、答弁お願いします。 

生涯学習課（小林和子課長） 

 はい。 

副委員長（河野隆子議員） 

 小林課長。 

生涯学習課（小林和子課長） 

 先ほど和田委員長がおっしゃっていたクラブのことにも関わってくるかと思うんです

ね。今の部屋の状態ですとか、そして使い方、またクラブになるには６人の講座制が必要

で、そして、その半分の方が住民であることというような規定がございますので、そうい

ったことをクリアしつつ、またクラブを、どんな種類のクラブであってもこういうふう

に、みんなが勉強したい、こういうことで皆さん興味を持っているから情報を発信もして

いきたいし情報も収集していきたい、ここに集まりたいというお声があるのであれば、ど

ういう種類のものでも受け入れていきたいなというところではございます。 

委員（和田善臣議員） 

 はい。 

副委員長（河野隆子議員） 

 和田委員長。 

委員（和田善臣議員） 

 一応、視聴覚教室等の名前はあるんですが、ご存じのように箱だけですよね。教室ね。
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で、あそこで使うパソコンの買い替えも一切してないと思います、当初から。今現在、地

下にある会議室をつぶして、パソコンの教室ができるようにしてるんですが、そこのパソ

コンの買い替えももちろんしてないですし、今クラブの方が自分のあれを持ち込んでやっ

てるんですかね。その辺の実態、私は分からないんですが。 

生涯学習課（小林和子課長） 

 委員長。 

副委員長（河野隆子議員） 

 小林課長。 

生涯学習課（小林和子課長） 

 事務局に確認いたしましたところ、確かに個人の方の運営で、パソコンを設定したまま

の状態でお部屋に置かれているということは確認しております。で、そういったことも含

めまして、文化会館事務のほうからその方に申し上げると、「今までいけてたのに」とい

う見方もなさってくるわけなんです。ですので、これはやはり文化会館運営委員会の中

で、教育委員会から諮問を受けた運営委員会の中で、皆さんの決議の内容ということで物

事を整理立てて、そしてその結果をその方に向けてお話ししていく必要があるのかなと。

そういうことであれば速やかにご理解いただけるのではないかと、このようにも感じてい

るところでございます。 

委員（和田善臣議員） 

 副委員長。 

副委員長（河野隆子議員） 

 和田委員長。 

委員（和田善臣議員） 

 今、クラブの方が、いわゆる既得権ということで、あの部屋を勝手に使えると、そのよ

うに誤解してるように思うんです。ですから、その辺、また運営委員会のほうではっきり

とやっていただいて、やはりそれには町の公費でパソコンの用意も要るやろうし、私的な

ものを持ち込まれてあったら、それはいけませんからね。ですから、その辺も考えてもら

って運営していただきたいと思います。よろしくお願いしたいと思います。 

副委員長（河野隆子議員） 

 小林課長。 

生涯学習課（小林和子課長） 

 委員の皆さん、非常に熱心で、活発なご意見を出してくださる委員会になっております

ので、解決策に向けて歩んでいきたいと思っております。 

委員（和田善臣議員） 

 副委員長。 

副委員長（河野隆子議員） 
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 和田委員長。 

委員（和田善臣議員） 

 今日、冒頭で予想してないようないい答弁をしていただいて喜んでいます。今後もよろ

しくお願いしたいと思います。答弁は結構です。 

 また私、委員長に戻ります。 

（和田委員長、進行に戻る） 

委員長（和田善臣議員） 

 他に、ご質疑ありませんか。 

委員（二家本英生議員） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 二家本委員。 

委員（二家本英生議員） 

 先ほどからＩＣＴのＧＩＧＡスクールの話が出てたんで、その件についてお伺いしたい

んですけども、今年１１月ぐらいから導入されたんですかね。それで、私の子どもも何回

かさわったというのは聞いてるんですけども、例えば学校の先生の中でタブレットをあま

り使ったことがないとか、パソコンを教えたことがない、パソコンが苦手やという先生が

中にはいてると思うんですね。そういった方々、先生に向けての講習というか、そういう

のは何か計画されてますか。 

学校教育課（大西裕貴参事） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 大西参事。 

学校教育課（大西裕貴参事） 

 委員おっしゃるとおり、１１月末に全小・中学校のほうに納入のほうを終えさせていた

だきました。で、今回結ばせていただいた契約の中に、年に１回、導入業者からの講習会

のほうを予定しております。まず、冬休み中で、中学校に関しましてはテスト期間中に１

度目の講習会のほうを開かしていただいているとともに、やはり１回目の起動時がとても

時間がかかるというところで、私のほうが学校にお声かけさせていただいて、もしサポー

トが必要であれば伺わせていただきますというところでさせていただきました。 

 結果、特に伺えなかった学年、クラスもあるんですが、全ての小・中学校のほうへ行か

していただいて、初回の起動時の様子等を拝見させていただいているんですが、もちろん

苦手な方もおられる中ではあるんですが、ＩＣＴを得意としている先生といろいろと協議

しながら研究のほうを進めていただいているところですので、今後も継続してサポートの

ほうはしてまいりたいと考えております。 
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委員長（和田善臣議員） 

 二家本委員。 

委員（二家本英生議員） 

 忠岡町内でそういう教え合うことができるんであれば特には問題ないですけども、国の

３次補正のほうでＩＣＴの支援員が４校に１校の地方財政措置があって、あとＧＩＧＡス

クールサポーターというのが４校に１校それを配置する、学校を支援する制度があるんで

すけども、そういった支援制度というのは活用したりはしないんですか。 

学校教育課（大西裕貴参事） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 大西参事。 

学校教育課（大西裕貴参事） 

 まず、委員仰せのＩＣＴ支援員につきましては、今回のＧＩＧＡスクール等での補助金

の措置というのはされておりません。国の第３次の教育振興基本計画の中で地方財政措置

となっておりまして、現状ちょっと本町においては予算計上等してないところもあります

ので、今回、初回の導入時には私、伺わせていただいたというところです。 

 ＧＩＧＡスクールサポーターについてなんですが、どちらかというと端末納入の際のキ

ッティング作業とかをメインに国のほうも予算を計上しておりますので、そちらについて

は今回、委託契約ということで業者のほうでやっていただいてるので、特段必要なかろう

というところで予算計上いたしてないところでございます。ご理解いただけたらと思いま

す。よろしくお願いします。 

委員長（和田善臣議員） 

 よろしいですか。 

 他に、ご質疑ありませんか。 

委員（三宅良矢議員） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 三宅委員。 

委員（三宅良矢議員） 

 ふれあいホールのことについてお伺いしたいんですけど、もともとちょっと利用率が

８％とか７％で、原因の大きな理由って、やっぱり利用料金が高いというのがあると思う

んです。１日借りて８万、９万で２００人使われへんキャパとなると、現実味なかなか報

告書を見ても数件台ですよね。お金を払って借りてるところが。その辺の持っていき方

で、利用率向上に向けて何か考えてはることってありますか。 

生涯学習課（小林和子課長） 
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 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 小林課長。 

生涯学習課（小林和子課長） 

 ふれあいホールに関しましては、確かに今このコロナ禍で、イベント物、座席を満杯に

埋めれないというところがまず１つございます。ですので、２年度はもうがた落ちの使用

状態ということは、もう承知の沙汰というところの状態です。 

 料金なんですけれども、土・日・祝と平日でかなり差があることも事実でございます。

不特定多数、楽しいものの催し、また皆さんに人気のあるような公演、そういったものを

するときには大体土・日・祝になるのかなということも想定できまして、９時から午後５

時まで借りられたら土・日・祝で３万３，２８０円、これにプラス光熱費ですね。暖房、

冷房を入れた場合はまた時間アップいたします。器具を借りられた場合、そういったもの

が規定の中で決められているんですけれども、この運営の仕方、貸出しの内容、今後中身

をよく見ながら、コロナ禍がどうなっていくかにも関わってきますけれども、ふれあいホ

ールだけではなくて、先ほど申し上げました文化会館の空いてるときのお部屋の使用の仕

方、そういった、また貸出ししてもいいよという、キャパもちょっと広げてあげるという

ことも考えていく必要はあるのかなというふうに思っております。 

 例えば岸和田市さんにお聞きしますと、大手でなくても中小企業さんの面接会場になさ

ったりですとか、会合で使われたり一般会社の方に向けて、そういったことで非常に多く

の公民館等のお部屋が人気が出ているということもお聞きしておりますので、同じような

物販ですとか宗教的なもの、限られた政党のものというところのお断りは引き続きさせて

いただきますけれども、中身を見ながらちょっと広げていくのもいいのではないかなとい

うふうに思っております。そういったものを文化会館の運営委員会でも検討しながら、そ

れがふれあいホールとした場合にどんなことができるのかというふうなことも、おいおい

また考えさせていただこうかなと、このように思っております。 

委員（三宅良矢議員） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 三宅委員。 

委員（三宅良矢議員） 

 ふれあいホールに関しては多分金額的な面が多いと思うんです。例えばですけど、もう

１か月を切っての予約やったら、例えばもう８割引き、９割引きしてでも借りれるとか

ね。早く押さえたい人にはこの金額ですよ。でも、再来週、来週、先ほどおっしゃるよう

に会議で使いたい、ちょっと面接に使いたいようなことであればもう２，０００円、３，

０００円で借りれるとか、空けておくより僕はいいかなと思っているので、何かそういう
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ふうにしてちょっとでもここを使ってくれて、活用の利用率を伸ばしていただけたらいい

と思うんで、そういうのを含めて令和３年度は検討いただいた上で、また決算、予算委員

会とかで同じく質問させてもらおうと思うんですけど、その辺お願いできますか。 

生涯学習課（小林和子課長） 

 はい。 

委員長（和田善臣議員） 

 小林課長。 

生涯学習課（小林和子課長） 

 ちょっとまた調査研究のほう、させていただきます。 

委員（三宅良矢議員） 

 ありがとうございます。これで最後です。 

委員長（和田善臣議員） 

 三宅委員。 

委員（三宅良矢議員） 

 何度も僕、これは一般質問とかでも言ってきたんですけど、やっぱりスポーツセンター

のプールですよね。できたら休みの火曜日とか、住民さんに向けて無料開放とか、そうい

うようなんでつなげてほしいなと思うんですけど、そういうのはやっぱりできないものか

なということで、質問です。 

教育部（二重幸生部長） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 二重部長。 

教育部（二重幸生部長） 

 今ご質問の件ですが、コパンが来られて当初、学校のプール、学校水泳について、コパ

ンが休館日である火曜日に実施していただいたところです。で、結果としまして、休館日

に続けてプールをやるというところで、スタッフ自身の休みが取れないというような相談

というか苦情がございまして、休館日についてはしない。逆に通常の空いている平日に学

校水泳をするというような形に現在は落ち着いているところでございます。 

 さらに、今現在、コパンが指定管理ということで、休館日、利用料等々をコパンのほう

で設定していただいて運営していただいているところでございます。 

 議員仰せの休館日に開放というような形になってきますと、コパンではなく、町のほう

でその辺りの責任を取っていかなければいけないというようなこともございます。プール

でございますので、水の事故というようなことも当然考えていかなければいけないという

中で、現時点での町の体制ではなかなか火曜日だけを開けるというようなことは非常に難

しいと言わざるを得ないというようなところで、ご理解いただきたいというふうに思いま
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す。 

委員長（和田善臣議員） 

 三宅委員。 

委員（三宅良矢議員） 

 また、お願いし続けていきますので、よろしくお願いいたします。 

 以上です。 

委員長（和田善臣議員） 

 他に、ご質疑は。 

 前川委員。 

委員（前川和也議員） 

 先ほどの三宅委員からの質問にも少し絡むところなんですけども、私もこのふれあいホ

ールですね。この事務報告から見ても、もっともっと利用されればいいなと。もちろんお

金も頂いて利用されればいいかなというふうに思ってるんですけども、先ほど小林課長か

らの答弁であったんですけども、利用できない例えば宗教とか政党とか、この利用できな

いわけというのを教えていただけますか。 

生涯学習課（小林和子課長） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 小林課長。 

生涯学習課（小林和子課長） 

 利用できないわけといいますか、公的な機関というところが大きいかなというふうに思

っております。ですので、公的な機関で皆さん多数の方をお集めになって、１つのいろん

な旗を振ってしまうというのがどうかなというところもございます。 

委員長（和田善臣議員） 

 前川委員。 

委員（前川和也議員） 

 だからこそお金を頂くということが必要になってくるんかなと。無料で使うとなると、

まさしくそうなんですけども、使用料としてお金を頂ければいいのかなと思うんですけど

も、どうでしょう。 

 公的な箱ということで今ご答弁いただいたんですけども、他市でも結構、公的な色合い

のあるところではきちんと利用料を払えば使わせているというところもたくさんあると思

いますんで、一度ご検討されればなと。この意図としては少しでも、これは貴重なお金を

頂く、収入源にもつながると思うんで、どんな団体であれ、お金を頂けるんであれば積極

的に使っていただくのがいいのかなという思いで前々から思っていましたので、質問をさ

せていただいた次第です。 
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委員長（和田善臣議員） 

 よろしいですか。 

委員（前川和也議員） 

 はい。 

（河野副委員長と進行を交代） 

委員（和田善臣議員） 

 副委員長。 

副委員長（河野隆子議員） 

 和田委員長。 

委員（和田善臣議員） 

 先ほどのふれあいホールの使用の件なんですが、こういった公の施設の使い方について

は、やはり社会教育法とか公民館法、そういったものが基本になっていると思うんです。

やはり公の施設ということで、特定の政党あるいは宗教、あるいは商業ですね、そういっ

たもので利益につながるとかいった類いのものは禁止されていました。 

 ところが、公民館運営審議会というのはもう１０年以上前に、「置かなければならな

い」から「置くことができる」になっています。緩和されてます。かなり開けた、やわい

ところでは公民館で塾を経営させているというようなところもあります。もちろん有料で

館を貸してですよ。ですから、そういうこともあるんですけれども、当町の場合まだそう

いった風潮というんか、なじまないと思うんで、今のところは公の施設ではある一定の縛

りというのがかかるのは当たり前かなと思っています。 

（和田委員長進行を戻す） 

委員長（和田善臣議員） 

 続いて、河野委員。 

委員（河野隆子議員） 

 よろしいですか。まだ途中だったのでは。委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 河野委員。 

委員（河野隆子議員） 

 スポーツセンターのところは今コパンさんがやっていただいて、プールも再開できたと

いうことで、住民さん喜んでいらっしゃるんですが、冬場に暖房が効いていないとか、そ

ういった苦情を聞きまして、直接言いに行ったことも私、あるんですけど、この前は何か

シャワー室のシャワーが出ないということで、それについては小林課長、すぐしていただ

いて、すぐに出るようになったと喜んでおられました。 

 そういったところで、ちょっと中のロッカールームですか、そこら辺が長いこと掃除で

きてないという声もありますので、またそれはその都度、またお願いに上がりたいという
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ふうに思うんですけど、スポーツセンターができて大変にぎやかになってるところなんで

すけどね。シビックセンターの駐車場がいっぱいになるという問題がありまして、コパン

さんと契約するときにそこら辺もやっぱり心配されたところもありまして、コパンさんが

民間で駐車場を借りる予定だというところで、そのとき説明がありました。その後どない

なっているのかな。コパンのスポーツジムに通う人だけじゃなくて、庁舎に用事のある方

がとめれないといった状況も出てきているのではないかなというふうに思います。特に健

診車なんかが来たら、大きなバスが全部埋めてしまうので、非常に駐車場がとめるのに困

るといったこともあります。ちょっとコパンさんはそこら辺はどうなっている。何かその

まま、借りたんか借りてないのかというところも分からないですけど、今のところ借りて

いらっしゃらないですね。 

生涯学習課（小林和子課長） 

 はい。 

委員長（和田善臣議員） 

 小林課長。 

生涯学習課（小林和子課長） 

 今年度は本当にコロナで、コパン自体が２か月休業させられていたというところもあり

まして、全国の中でスポーツセンターからコロナの感染が出てしまったというところもあ

って、利用者の方も本町のコパンのスポーツセンターになかなか足を踏み入れることもち

ゅうちょされていたという流れもちょっとあるんですね。運営のほうにもそれが影響して

るんですが。ですので、今年度に関しては、さほどスポーツセンターの方がお見えになる

に受け、駐車場が満杯で入れなかったというような苦情はちょっと届いてないんです。た

だ、ふれあいホールとの兼ね合いですとか、委員おっしゃるような大きな乗り入れのバス

が停滞している、健診なり何なりでというようなところのときには、何か手だてしてらし

たような気がするんですね。その辺ちょっとまた確認をさせていただきます。 

議長（北村 孝議員） 

 枠外でもとめさせてくれてる。 

生涯学習課（小林和子課長） 

 はい。はみ出るような感じ。中管施設の方も応援に出られて、今北村議員おっしゃって

くださったように、スペース的に余分なスペースを見つけられて、「ここ、どうぞ」とい

う案内はしていただいているというふうなところかなとも思ってはおります。 

委員長（和田善臣議員） 

 よろしいですか。 

委員（河野隆子議員） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 
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 河野委員。 

委員（河野隆子議員） 

 分かりました。ただ、コパンさんとの契約のときにその駐車場の話がありましたので、

ちょっとどうなっているのかなというふうに思いました。またちょっと調べていただいて

ほしいというふうに思います。 

 それで、このコロナで、去年、一斉休校は３月でしたかね。教育現場は大変だったとい

うふうに思います。急にあしたから休み。金曜日の晩でしか、発表が。月曜日からという

ことで、みんな夜にお集まりになって決めたということで、大変ご苦労されたというふう

に思います。 

 そこで、子どもたちが、休校があったということで、お友達に会えないとかお家から出

られないというところで、学習の遅れも心配されるんですけど、心のメンタル面で何か聞

いていらっしゃることはないでしょうか。 

教育部（石本秀樹理事兼学校教育課長） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 石本理事。 

教育部（石本秀樹理事兼学校教育課長） 

 臨時休校のほうがございましたが、再開した当初はより丁寧にということで、またその

中で子どもたち同士、また先生との関係づくりということで、場合によってはスクールカ

ウンセラーさんも活用しながらということで、今時点では特に学校のほうから聞いており

ませんが、まだこのコロナ禍でございますので、引き続き丁寧に対応のほうをしてまいり

たいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

委員（河野隆子議員） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 河野委員。 

委員（河野隆子議員） 

 よろしくお願いします。 

 そこで、扶助費のところなんですけどね、１３７ページの。要保護と準要保護の就学援

助費が載っています。入学準備金も前倒しにもうしていただいたところで、非常に助かっ

ているということなんですけれども、ちょっと心配されるのが、その生活保護費ですね。

また下がるというようなこともちらっと聞いたりしています。そこで今、忠岡町は生活保

護、１．２という数字ということなんですけど、下がったとしたらその基準というのは影

響の出ないようにしていただきたいというふうに思うんですけど、その点についてはいか

がでしょう。 
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教育みらい課（石栗健史課長） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 石栗課長。 

教育みらい課（石栗健史課長） 

 その点につきましては影響の出ないような形で対応していきたいと考えておりますの

で、よろしくお願いします。 

委員（河野隆子議員） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 河野委員。 

委員（河野隆子議員） 

 今回、このコロナで、この就学援助をもらおうとしたら前年度の収入で見るわけですよ

ね。ところが、今年に入って急に失業したとか仕事を失ったとか、給料ががくんと減っ

た。そういった方でやはり就学援助が必要でない、必要なご家庭も出てきてると思うんで

すね。だけども、昨年度の収入でいくから受けれないといった状況も出てくるんじゃない

かなというふうに思うんです。そこら辺はちょっと柔軟な対応を取っていただきたいなと

いうふうに思うんですけど、その点はいかがですか。 

教育みらい課（石栗健史課長） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 石栗課長。 

教育みらい課（石栗健史課長） 

 そちらにつきましても前年度、今年度なんですけれども、コロナ対応ということで家計

が急変した世帯に対してはそういったことは行ってはおるんですけども、今現状、令和２

年度は１件も出ていない状況なんですけれども、令和３年度も引き続き同じような形でさ

せていただきたいと思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

委員（河野隆子議員） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 河野委員。 

委員（河野隆子議員） 

 コロナの対応では廃業とかもう失業とか、そういった人が対象というふうに聞いてるん

ですけど、すみません、ちょっと私の理解が悪くて、今年の１月から廃業とか失業じゃな

くて、うんと収入が減って大変だといったところはどう対処されるんでしょうかというと



88 

 

ころなんですけど、それは対処していただけるということですか。 

教育みらい課（石栗健史課長） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 石栗課長。 

教育みらい課（石栗健史課長） 

 一応、就学援助を見させていただくのが前年の収入になりますので、そこで収入のほう

ががくっと減っていましたもちろん対象になってくる可能性はあるんですけども、コロナ

対応というような形で、今年の１月から３月の間に廃業とか会社都合による失業という方

に対しては、コロナ対応というところでさせていただきたいと考えておりますので、ご理

解のほどよろしくお願いいたします。 

委員（河野隆子議員） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 河野委員。 

委員（河野隆子議員） 

 ですので、問題は、そのコロナ対応で受けれる方はいいんですけれども、失業じゃなく

て、例えば１月１５万ぐらいの収入で生活しておられる方が、いろんな時間を減らされた

りとかで５万、６万という収入になったとしますやん。そしたら大変ですやん。そこの見

込みで、これ就学援助の対象にしてあげるべきではないかなというふうに思うんです。そ

の点についてどうでしょう。 

教育みらい課（石栗健史課長） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 石栗課長。 

教育みらい課（石栗健史課長） 

 その点につきましては、相談がもしありましたら、その都度都度相談に乗らさせていた

だきますんで、そういったときは教育委員会のほうまでお越しいただければ対応させてい

ただこうと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

委員（河野隆子議員） 

 はい。 

委員長（和田善臣議員） 

 河野委員。 

委員（河野隆子議員） 

 ありがとうございます。ちょっと柔軟な対応を取っていただいて、そこら辺はちゃんと
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相談に乗っていただいて、していただくということでよろしくお願いします。 

委員長（和田善臣議員） 

 他に、ご質疑ありませんか。 

委員（小島みゆき議員） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 小島さん、どうぞ。 

委員（小島みゆき議員） 

 先ほどちょっとコロナ対応で、子どもさんからの何か相談とか、そんなにないんですと

いうことはお話があったんですけども、昨日もニュースで、大阪での虐待がワーストワン

というのが何年かここ続いているということがニュースであったんですけども、親御さん

も仕事がなくなったりとか、家庭の中で自分自身もやっぱり大変な中、子どもさんに言葉

の暴力やら、手を上げてはいないけど、体の暴力というのがあるかもしれないんですけ

ど、そういうのは先生方のほうから見えたりとかいうのはあるんでしょうか。 

教育部（石本秀樹理事兼学校教育課長） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 石本理事。 

教育部（石本秀樹理事兼学校教育課長） 

 議員仰せの虐待につきましては、より例えば気をつける、お子さん等については、そこ

は様子等については重々学校のほうでも見ております。また、その関係機関とも連携した

上で対応のほうをしてまいりたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

委員長（和田善臣議員） 

 小島委員。 

委員（小島みゆき議員） 

 現在、そういうふうな子どもさんというのはいらっしゃるんですかね。 

教育部（石本秀樹理事兼学校教育課長） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 石本理事。 

教育部（石本秀樹理事兼学校教育課長） 

 その家庭状況等をまた注意して見ていかなければならないお子さん等というのはおられ

るとは思いますが、ただ、今緊急にという部分は聞いておりませんので、そこは重々関係

機関と連携した上で対応してまいりたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

委員長（和田善臣議員） 
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 小島委員。 

委員（小島みゆき議員） 

 やっぱり不登校になられている方も何人かいらっしゃるということもあったので、そう

いう子どもさんからまたお話を聞いていただいたりとか、先生も大変と思うんですけど、

また家庭訪問とかなされて、そういうふうに子どもさんの心、なかなか自分からは言えな

いと思うんですけども、様子を見ていただいたら、先生方はプロと思いますので、またし

っかりと対応をお願いしたいと思います。 

委員長（和田善臣議員） 

 答弁、要りますか。 

教育部（石本秀樹理事兼学校教育課長） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 石本理事。 

教育部（石本秀樹理事兼学校教育課長） 

 ありがとうございます。また、その点、学校のほうにも校長会を通じてお伝えさせてい

ただいて、またスクールカウンセラー等とも連携してまいりたいと思いますので、よろし

くお願いいたします。 

委員長（和田善臣議員） 

 二家本委員、どうぞ。お待たせしました。 

委員（二家本英生議員） 

 １３０ページなんですけども、これは委託料として調査設計委託ということで、学力調

査等委託料というのが昨年同様上がってます。これはどの学年に対しての学力調査になる

んですか。 

教育部（石本秀樹理事兼学校教育課長） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 石本理事。 

教育部（石本秀樹理事兼学校教育課長） 

 学力調査等につきましては、まず、小学校５年生と中学校２年生で、学校生活意識調査

というのを行っております。また、ＣＲＴテストというものがございまして、そちらにつ

きましては、昨年度までは小学校４年生の国語、算数で実施しておりましたが、今年度か

ら、４年生については理科も拡充しまして、また小学校３年生の国語と算数でも、今年度

新たに実施しております。 

委員長（和田善臣議員） 

 二家本委員。 
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委員（二家本英生議員） 

 この学力調査の中に、先ほどおっしゃられた分が入っているということですよね。 

教育部（石本秀樹理事兼学校教育課長） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 石本理事。 

教育部（石本秀樹理事兼学校教育課長） 

 そのとおりでございます。 

委員（二家本英生議員） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 二家本委員。 

委員（二家本英生議員） 

 大阪では、すくすくチャレンジテストですかね、それを実施するという話はあるんです

けども、この中にはその費用というのは入ってないんですか。 

教育部（石本秀樹理事兼学校教育課長） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 石本理事。 

教育部（石本秀樹理事兼学校教育課長） 

 すくすくテストにつきましては府が実施するものでございますので、こちらのほうにつ

きましては本町で行っているものの予算でございます。 

委員（二家本英生議員） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 二家本委員。 

委員（二家本英生議員） 

 結構、学力調査のテストということで、いろんな形でテストってあるんですけど、やっ

ぱり当然、現状の子どもたちの学力を図る上では、ある一種の基準となっているかもしれ

ませんけど、よく言われるのがこのテストのためのテストをすると。じゃあ、普通の授業

はどうなるという話があるので、そういった一般の授業に影響されないような形のテスト

の状況というのは、多分必要ではないかと思うんですけども、その辺の町の考えはいかが

でしょうか。 

教育部（石本秀樹理事兼学校教育課長） 

 委員長。 
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委員長（和田善臣議員） 

 石本理事。 

教育部（石本秀樹理事兼学校教育課長） 

 議員おっしゃられるように、結果だけではなく子どもたちの課題を把握して、それを授

業改善等で生かして、子どもたちに返るようにしていくことが狙いであると考えておりま

す。 

委員（二家本英生議員） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 二家本委員。 

委員（二家本英生議員） 

 では、それで、ふだんの学校生活であまり負担にならないような形でのテスト、あくま

で現段階の各児童の学力を図るためのテストであって、負担はできるだけかけない形には

していただけるということですよね。 

教育長（富本正昭教育長） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 教育長。 

教育長（富本正昭教育長） 

 名医であっても、患者の状態を把握できなければ的確な指導、治療はできません。子ど

もたちの今の学力の実態を正確に把握して、で、先生方はみな授業改善に頑張ろうとして

るんですけど、それをいかに有効な授業改善に結びつけるかという意味で客観的なデータ

を取るという形で、あくまでもテストが目的やなくて、これはツールとして、授業へのツ

ールとして、手段としてやっている部分ですので、よろしくご理解のほどお願い申し上げ

ます。 

委員長（和田善臣議員） 

 よろしいですか。 

 他に、ご質疑ありませんか。 

委員（二家本英生議員） 

 まだあります。 

委員長（和田善臣議員） 

 何点ぐらいある。 

委員（二家本英生議員） 

 １０ぐらいあります。 

委員長（和田善臣議員） 
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 １０ぐらいある。 

委員（二家本英生議員） 

 あります。それぐらい言うとかないと。 

委員長（和田善臣議員） 

 そしたら暫時休憩いたします。 

 ３時１０分に再開いたします。 

（「午後２時５８分」休憩） 

 

委員長（和田善臣議員） 

 休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

（「午後３時１０分」再開） 

 

委員長（和田善臣議員） 

 二家本委員、どうぞ。 

委員（二家本英生議員） 

 １３３ページの学校給食費なんですけども、今回、小学校も中学校も予算が上がってま

すけども、これは今年度入札するということで先ほど話があったんですけども、過去の入

札とか見てると、なかなか入札が入らず苦労されてる面があると思うんですけども、今回

この予算で入っていただけるような体制づくりになってるんですかね。ちょっとそこだけ

お伺いします。 

教育みらい課（石栗健史課長） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 石栗課長。 

教育みらい課（石栗健史課長） 

 そのような形で設計させていただいております。 

委員長（和田善臣議員） 

 二家本委員。 

委員（二家本英生議員） 

 結構苦労されてるところなんで、今回できる限り応札に応じていただけるように思って

ます。 

 次に１４４ページ、留守家庭児童学級のところなんですけども、ちょっと今回、忠岡小

学校のほうの留守家庭児童学級のほうにエアコン、新しく改修していただくということ

で、すごいありがたいことなんですけども、その中であと、エアコンはそれでいいんです

けど、床が結構タイルが汚れている状態になってて、何か時々ところどころめくれ上がっ



94 

 

ている点があるんですけども、その点については今後どういう形で計画されてるでしょう

か。 

生涯学習課（小林和子課長） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 小林課長。 

生涯学習課（小林和子課長） 

 忠岡小学校のということでよろしいんですよね。予算計上させていただいていたとこ

ろ、もうちょっと辛抱してほしいというニュアンスではあったんです。ところが、このコ

ロナ禍の部分で交付金が適用できるというところがございまして、衛生を保つというとこ

ろで、保健センターにあるような組み合わせるマットみたいなもの、そうすると、あれ抗

菌作用があって、そして汚れたとこだけめくって洗えるという、そういう便利さがあるも

のですから、そこの部分で交付金が適用可能だということで、ちょうど先日、張り替えが

全部終わりました。 

委員長（和田善臣議員） 

 次、どうぞ、二家本委員。 

委員（二家本英生議員） 

 ありがとうございます。これで、そこに通う子どもたち、すごい喜ぶと思いますので、

ありがとうございます。 

 続きまして、その下の町民運動場費の中の委託料なんですけども、新浜のテニスコート

ですね。ちょっとこちらのほうを使用される一般の方がなかなか使用できないと。その管

理運営については、テニス連盟ですかね、が管理されてるということを聞いてたんですけ

ど、ただ、一般の使える方が１週目と３週目の日曜日のＣコートと、あと５週目は使えた

んですかね。そんな感じで限定されてるということで、なかなか使い勝手が悪いと。それ

プラス、その週、例えば２週目と４週目にテニスの大会があった場合に１週延びてしまう

ので、その週が使えなくなってしまうと。そういった声が上がってるんですけども、一般

の方がなかなか自由に使える状況ではないんですけど、その辺、町はどうお考えでしょう

か。 

生涯学習課（小林和子課長） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 小林課長。 

生涯学習課（小林和子課長） 

 一般の方からさほどそのような苦情というのは、まだうちのほうには届いておりませ

ん。で、Ｃコートに関しましては、平日の夜、全てＣコートのみですけれども、一般の方
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専用になっております。ですので、お仕事を終えられた方が夜、ナイターで使われるのに

は、ちゃんと１面取ってあるわけなんですね。で、第１、第３日曜日も一般用とＣコー

ト、さっき議員おっしゃったように。そのようにしておりまして、グラウンドもテニスコ

ートも毎月庁舎の開いている初日に抽せんということを行っておりますが、そのときにで

も皆さん気分良く来てくださって、何らそういう、もっと門戸を広げてほしいですとか、

あるいは当日来られなかったんやけれども、今、空き具合はどんなんだと、ちょくちょく

まだお見えになります。で、ノートを見て、帳面を見て、空いているところ、じゃあここ

を借りたいというようなときにも、もっとという声はまだ届いておりません。今この現状

で継続していこうかなというところでございます。 

委員（二家本英生議員） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 二家本委員。 

委員（二家本英生議員） 

 今、その現状ということなんですけども、今後の話になってくるとは思うんですけど、

もしその枠が皆さん結構使うようになっていっぱいになった場合は、またそのときに検討

していただけるということでよろしいでしょうか。 

生涯学習課（小林和子課長） 

 はい。 

委員長（和田善臣議員） 

 小林課長。 

生涯学習課（小林和子課長） 

 それが目に見えて使いたい一般の方があぶれてるということであれば、また検討の余地

に達するのかなと、このように思っております。 

委員長（和田善臣議員） 

 よろしいですか。二家本委員。 

委員（二家本英生議員） 

 分かりました。すみません、あともう１点なんですけど、１５４ページ、スポーツ少年

団の補助金なんですけども、こちらが何年か見てますけど、ずっと１０万ということで、

で、町のスポーツ少年団の団体が１０団体あるので、単純に割っていくと１団体１万円ず

つの補助ということになってるんですけども、この点に至って、忠岡町のスポーツ振興を

させるためには、ちょっと補助金というのは少ないかなとは思うんですけども、この辺の

増額といったら、どういう感じで考えておられますでしょうか。 

生涯学習課（小林和子課長） 

 すみません、委員長。 
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委員長（和田善臣議員） 

 小林課長。 

生涯学習課（小林和子課長） 

 ちょっと今探してるんですけど、体育協会のほうにもお出ししている補助金がたしかあ

りまして、そこからでもまたその団体に向けて下りてるものがあるはずなんですよね。だ

から、少年団のほうに関してスポーツ教室をしていただいてるというのは、毎年４月の広

報に載せさせていただいて、ただ、２年度は実施はできなかったんです。この次の４月に

おきましても、ワクチン接種がまだ始まってないところで、まだまだ人と人の間を開けて

というようなところがございますので、各教室の実施日にはどうぞご参加ください、ご見

学くださいという案内はさせていただくんですけど、４月の広報でもスポーツ教室の参加

の案内はちょっと遠慮しとこうかなというところにはなっております。 

 で、少年団のおっしゃってる分の１８節の補助金のところ、体育協会補助金１０９万

３，０００円がございまして。 

委員長（和田善臣議員） 

 ページ数、ちょっと小林さん、言って。 

生涯学習課（小林和子課長） 

 すみません、同じページです。体育協会補助金１０９万３，０００円、こちらがです

ね、各種スポーツ連盟への助成金が９０万円ということになってまして、この中からまた

分かれていくというふうになっておりますので、さほど、ちょっと少ないかなというとこ

ろでもないのかなと思っております。 

委員長（和田善臣議員） 

 二家本委員。 

委員（二家本英生議員） 

 事務報告書を見させてもらったら、体育協会とスポーツ少年団の中でも同じクラブが中

にあって、そこで体育協会には体育協会から先ほどの９０万補助金が出てて、それとは別

でスポーツ少年団には１０万出てるということで、合計、結構金額を出していただいてる

ということで、分かりました。引き続きまた補助金のほうよろしくお願いします。 

委員長（和田善臣議員） 

 他に、ご質疑ありませんか。 

（な  し） 

委員長（和田善臣議員） 

 ないようですので、質疑を終結いたします。 

 以上をもちまして、議案第１４号 令和３年度忠岡町一般会計予算についての審査を終

結いたします。 
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委員長（和田善臣議員） 

 続いて、特別会計予算の審査に入りますが、特別会計と企業会計につきましては、各会

計の資料説明後、質疑をお受けいたします。 

 それでは、議案第１５号 令和３年度忠岡町国民健康保険事業勘定特別会計予算につい

て、１７７ページから２０７ページまで審査を行います。国保会計予算資料について、担

当課の説明を求めます。 

（担当課：説明） 

委員長（和田善臣議員） 

 説明は、以上のとおりです。 

 ご質疑をお受けいたします。 

委員（河野隆子議員） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 河野委員。 

委員（河野隆子議員） 

 忠岡町が統一保険料ね、府に合わせて統一保険料になったということで、年々値上げさ

れていますけれども、新年度はどうなんですかね。値上げになるんですか値下げになるん

ですか。 

保険課（大谷貴利課長） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 大谷課長。 

保険課（大谷貴利課長） 

 まず、医療分と支援金分につきましては、昨年、令和２年度と比較いたしまして率は上

がりますが、介護納付金分につきましては下がりますので、例えば介護納付金まで保険料

としてお支払いいただく世帯の方については減ることにはなりますが、介護納付金が該当

されない世帯につきましては、若干小幅ながら上がるということになります。 

委員（河野隆子議員） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 河野委員。 

委員（河野隆子議員） 

 そうしましたら、介護納付金の分が当たらない人は、４０歳以下じゃないかな。すみま

せん、いつも表を持ってるのに、今回持ってなくて。 

委員長（和田善臣議員） 
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 大谷課長。 

保険課（大谷貴利課長） 

 介護納付金につきましては４０歳から６５歳までの方が対象となりますので、その方が

おられる世帯ということになります。 

委員（河野隆子議員） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 河野委員。 

委員（河野隆子議員） 

 そしたら、４０歳から６５歳の方は若干減るということでよろしいですね。いつもモデ

ル世帯でよくお聞きしています。なので、前年度と比べて、モデル世帯ですね。比較する

とどのようになりますか。これ、モデル世帯はいつも所得２００万円で、４０歳代、夫

婦、子ども２人の４人世帯ということでよく言わせていただいていますが、これにすると

前年度との比較はどうなりますか。あと、都道府県化される前との比較ですね。どういっ

たふうになっておりますでしょうか。 

保険課（大谷貴利課長） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 大谷課長。 

保険課（大谷貴利課長） 

 ４０歳代夫婦２人と子ども２人の、所得が２００万円のモデル世帯ということでござい

ますが、まず医療分と支援金分だけで比較いたしますと、令和２年度と比べまして１，９

００円程度のアップということになりますが、介護分がマイナスで５，６００円下がるこ

とになりますので、医療、支援、介護を合計すれば、マイナスの３，７００円ということ

になります。 

委員長（和田善臣議員） 

 河野委員。続けますか。 

保険課（大谷貴利課長） 

 ２９年度からの伸び率ということなんですが、ちょっとすみません、２９年度と令和３

年度と単純に比較しますと、約２万円程度増えるということになります。 

委員（河野隆子議員） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 河野委員。 

委員（河野隆子議員） 



99 

 

 そのモデル世帯で見ると、介護分を入れたら３，７００円は下がるけど、統一の保険料

率にする前と比べると２万円上がっているということで、統一保険料に合わせたら安くな

るというふうなことを言われていましたけど、結局２万円も上がっているということなん

です。 

 それで、府下でも高かったですけど、ちょっと若干この頃よそが上がってきてるという

ことで、順位は下がってきてると思うんですけど、大体府下で何番目に高い保険料になる

でしょうか。 

保険課（大谷貴利課長） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 大谷課長。 

保険課（大谷貴利課長） 

 令和元年度のモデル世帯ですね、こちらの比較でお答えいたしますと、令和元年度では

４３市町村中、高いほうから数えて１６番目ということでございます。令和２年度につき

ましては、同じく高いほうから数えて１４番目ということになってございます。 

委員（河野隆子議員） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 河野委員。 

委員（河野隆子議員） 

 相変わらず高いほうの金額ということが分かりました。それで、さっきの説明で限度額

も上がったというところで、その限度額が上がることによってどれぐらいの世帯の人が上

がるんですかね。それで、限度額が上がる人はどういった所得の方なんでしょうか。 

委員長（和田善臣議員） 

 大谷課長。 

保険課（大谷貴利課長） 

 今回、令和３年度、３万円限度額が上がることになるんですが、その影響の出る平均的

な世帯というところなんですけども、大体所得が６００万円を超過する世帯が対象になっ

てくるのかなと。給与収入でいいますと７６０万ぐらいの世帯ですね。この辺りが限度額

の影響の出てくる世帯になるのかなというふうに見ております。実際、影響を受ける世帯

といたしましては、３０世帯ちょっとということで今のところ見ております。 

 それと、影響額なんですけども、影響額は医療分、支援金分、介護分、３つ足して６８

万円ほど上がると見込んでおります。 

委員（河野隆子議員） 

 はい。 



100 

 

委員長（和田善臣議員） 

 河野委員。 

委員（河野隆子議員） 

 分かりました。それで、今、非常にコロナで大変でして、高い国保料というのは、今お

っしゃっていただいたみたいに、このモデル世帯で１６番目とか１４番目、令和２年はま

た順位が上がっちゃったということですね。 

委員長（和田善臣議員） 

 大谷課長。 

保険課（大谷貴利課長） 

 元年度は高いほうから１６番目でございました。令和２年度は高いほうから１４番目。

ただ、これちょっと補足いたしますと、今、私が言ってる何番目かというものなんです

が、これは毎年、社保協さんのほうに頂く資料のほうからちょっと参照しておりますの

で、ただ、そこで３団体、空欄がございますので、その空欄の分を差し引いたという前提

での１４番目ということでご了承願います。 

委員（河野隆子議員） 

 分かりました。 

委員長（和田善臣議員） 

 河野委員。 

委員（河野隆子議員） 

 ありがとうございます。それで、やっぱり高いということで、国保に入っていらっしゃ

る方は、やはり年金であったり、それからお商売をしておられる方とか、そういった方が

多いんですけど、かなり今度コロナで影響を受けておられるんじゃないかなというふうに

思います。 

 そこで、今、短期保険証とか資格証明書ね、発行されているかと思います。これは大体

何世帯で、何％ぐらいおられますか。 

保険課（大谷貴利課長） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 大谷課長。 

保険課（大谷貴利課長） 

 現在、約２，３００世帯ほどの方が加入されておられるんですが、その中で短期被保険

者証の方が約９０世帯、資格証の世帯に関しましては約２０世帯程度ということになって

おります。 

委員（河野隆子議員） 

 分かりました。 
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委員長（和田善臣議員） 

 河野委員。 

委員（河野隆子議員） 

 もちろん保険料は払わないといけないんですけど、金額が高いから払えないといった状

況もあるというふうに思います。短期保険証が９０世帯ですね。 

保険課（大谷貴利課長） 

 はい、約。 

委員（河野隆子議員） 

 ９０世帯なんですけど、３か月に１回ということで窓口に取りに行かなあかんといった

状況でありまして、なかなか厳しい窓口の取立てと言うたら非常に言葉は悪いですけれど

も、一度私もついていったことがあるんですけど、心臓が悪い方で、病院には行っていら

っしゃると。ただ、ちょっと借金がありまして、そこの返済なんかがたくさんあって、国

保料を滞納していたというところですけど、分納でお支払いはされている方でしたので、

短期保険証ということなんですけど、やはり窓口に行くと、もうそろそろ借金は終わるで

しょうと。いろいろと計画書みたいなのを作られておられるみたいで、言われて、でもな

かなかその借金が延び延びでまだ返せてないということで、払うのは払うんだけれども、

なかなか滞納の金額全額は払えないということで、分割にしてほしいというお願いで上が

ったところでありますけど、やはりそれでは滞納部分が全く回収できないということで、

その金額では駄目だということで窓口でかなり言われましたんやけど、そこは柔軟に対応

していただきたいというふうに思うんです。その点についてはいかがでしょうか。払う気

はある方ですので。 

保険課（大谷貴利課長） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 大谷課長。 

保険課（大谷貴利課長） 

 いろんなケースがございますので、中には今、河野委員がおっしゃったような方、もち

ろんそういった事情というのは、こちらのほうはお話を聞いた上で、できるだけ無理のな

いような形での分納ということはお願いしております。やはりもう一方、立場が変われ

ば、我々のほうとしましては、皆様平等に保険料を負担していただいているということも

ございますので、あまりにもそういう人らと差別という、すみません、差別じゃないです

ね、そういった方もたくさんおられますので、保険料につきましてはできる限り納期に納

めていただくということをまず前提に、保険料の納付の交渉はしているところでございま

す。 

 その中で、生活の事情とか、そういったことはきちっとお話を伺った上での分納計画と
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いうものを考えて、それに従ってお約束をしていただいているという形をとっております

ので、こちらとしましては、そんな必ずしも強硬的にやっているということはないのかな

というふうに認識しております。 

委員（河野隆子議員） 

 はい。 

委員長（和田善臣議員） 

 河野委員。 

委員（河野隆子議員） 

 そこら辺は、全く払わないということではないんですけど、やはり生活する上で、この

二、三か月はこれしか払えないといった状況のときには、計画は前に聞いていらっしゃる

んでしょうけど、そこら辺はちょっと変更の余地もあるということで、もちろん払っても

らわないといけないんですけどね、そこら辺は話も聞いていただけるということで。 

保険課（大谷貴利課長） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 大谷課長。 

保険課（大谷貴利課長） 

 はい、その辺は柔軟な対応はしておりますので、よろしくお願いいたします。 

委員長（和田善臣議員） 

 他に、ご質疑ありませんか。 

 二家本委員。 

委員（二家本英生議員） 

 先ほどの歳入の中で、保険者努力支援というのがあったと思うんですけど、大阪府のほ

うの。こちらの歳入を見ると、昨年度の予算よりか約６０万ほど保険者努力支援分で減っ

ているんですけども、これは減った要因というのは何かありますでしようか。 

保険課（大谷貴利課長） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 大谷課長。 

保険課（大谷貴利課長） 

 保険者努力支援制度の当初予算を組む時点では、まだ見込める部分と見込めない部分が

ございますので、あくまで見込める部分だけで当初予算のほうの数字を上げてございま

す。実際、忠岡町のそういった取組が評価されて、歳入される金額につきましては、必ず

しもこの予算のとおりの数字が入ってくるというわけではございません。頑張れば頑張っ

た分だけ、予算額以上の歳入が見込めるということになってございます。 
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委員長（和田善臣議員） 

 二家本委員。 

委員（二家本英生議員） 

 すみません、そしたら昨年の予算の組み方も同じような形で予算を組んでいただいてい

るということですか。 

保険課（大谷貴利課長） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 課長。 

保険課（大谷貴利課長） 

 はい、そうでございます。 

委員長（和田善臣議員） 

 二家本委員。 

委員（二家本英生議員） 

 そしたら、同じような形で予算を組んでいただいていても、それでも６０万違うという

のは、昨年に比べて見込みがちょっと不透明な部分が多くなったということでよろしいで

すか。 

保険課（大谷貴利課長） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 大谷課長。 

保険課（大谷貴利課長） 

 保険者努力支援制度に係る全体の予算額というものが実は決められておりますので、そ

れを市町村が努力した得点によって配分されるというふうな性格のものになってございま

す。逆に言いますと、その分、努力をあまりしなければ得点が低くなりますので、努力支

援として実際入ってくるお金にも影響が出てきます。ただ、周りの市町村が今、一様にこ

の努力支援制度を取るためにおのおのが努力はしておりますので、その限られたパイを市

町村が取り合うというような状況にもありますので、なかなか今までみたいに毎年やって

いるやり方だけでは得点が取りにくくなっているというのが、この最近の状況でございま

すので、その中では忠岡町としましても、できるだけ取れるものにつきましては取りに行

くというふうな努力は引き続き続けていく必要はございます。ただ、周りが努力すれば、

もちろん得点はおのずと、周りが努力しても忠岡町の点数が上がるというものではござい

ませんので、周りが頑張れば、もちろん忠岡町も負けずに頑張るという仕組みになってご

ざいますので、なかなかちょっと今後は極端にここの点数を稼ぐのは正直難しいかなとい

うふうには考えております。 
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委員長（和田善臣議員） 

 二家本委員。 

委員（二家本英生議員） 

 では、先ほど限られた分というのがあったんですけど、これ、大阪府の予算としたら毎

年増減はしていってるんですか。 

保険課（大谷貴利課長） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 大谷課長。 

保険課（大谷貴利課長） 

 大阪府も同様に、都道府県の努力支援者制度分というのがございますので、これも４７

都道府県それぞれ保険者としての努力に応じて配分される部分がございます。ですので、

これは府も市町村も同様に、全国レベルで、大阪府であれば全国ですね、全国の中でどれ

ぐらいの取組をしているかというふうなことで評価されますので、そういった分とかも市

町村のほうにももちろん影響がございますので、その辺は府も市町村も同じような仕組み

となってございます。 

委員長（和田善臣議員） 

 二家本委員。 

委員（二家本英生議員） 

 すみません、ちなみに分かる範囲で結構なんですけど、今年度の令和３年度の大阪府の

予算と令和２年度の予算というのは、どれぐらいついているか分かりますか。 

委員長（和田善臣議員） 

 大谷課長。 

保険課（大谷貴利課長） 

 すみません、大阪府の。 

委員（二家本英生議員） 

 府全体の。 

保険課（大谷貴利課長） 

 ２年度と３年度の国保の。すみません、ちょっと今分からないです。 

委員（二家本英生議員） 

 後ほど教えてください。 

委員長（和田善臣議員） 

 どうぞ、二家本委員。 

委員（二家本英生議員） 

 ちょっとそういった制度なんで、多分限られた範囲で、言ったら同じところを取り合う
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みたいな感じになってますので、やっぱりこういう分に関しては、大阪府は当然ですし、

あと国ですね、国のほうにやっぱりその、各市町村、各都道府県はこれだけ頑張っている

と。それはやっぱり国の予算がそこにつかないと、当然もともと増えていかないものです

から、そこはやっぱり大阪府や国に要望していっていただきたいと思うんですけど、その

辺はいかがでしょうか。 

委員長（和田善臣議員） 

 大谷課長。 

保険課（大谷貴利課長） 

 忠岡町としてももちろん努力できる部分は努力いたしますし、大阪府も努力できる部分

はもちろん努力しているというふうに認識しておりますので、いろいろともちろん我々と

しても意見できる場ですね、そういったところでは改善点、こういうふうにしていってく

れというふうな声は今後上げていくことはできますので、その辺はまた今後考えていきた

いと考えております。 

委員長（和田善臣議員） 

 他に、ご質疑ありませんか。三宅委員。 

委員（三宅良矢議員） 

 今年、予算のページで言うと、２０２と３ページぐらいになると思うんですけど、健康

まつりとか、ああいうイベント系の話なんですけど、今年はコロナの予防接種が上半期の

一大事業になってくると思うんです。ドクターとかナースの方とか、関係事務職員の方と

か総動員して、どっちかというと、そっちに注力するわけじゃないですか。そういうよう

な状況で、こういった事業的なとこというのはやっていけるのかということと、どっちか

というと、それは先延ばしにしてでも、そっちに力を入れたほうが、住民からしたら安心

に早いことつながるかなと思うんですけど、その辺りについてご見解はいかがでしょう

か。 

保険課（大谷貴利課長） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 大谷課長。 

保険課（大谷貴利課長） 

 すみません、三宅委員が今おっしゃっているのは、２０２ページの。 

委員（三宅良矢議員） 

 ２から３ページぐらいですかね、報償とかその辺を絡めてなんですけど。別に健康まつ

りに関してだけじゃないですよ。 

保険課（大谷貴利課長） 

 具体的に申しますと、例えば２０２ページの保健事業費の１２節の委託料のところで、
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特定健診等の委託料ということで予算を上げさせていただいてる分があるんですけども、

こちらにつきましては例年どおりの形で実施することになっておりますので、ここら辺り

の影響というのは特にないというように考えております。 

 次に、２０３ページの需用費のところに健康まつりというふうな言葉がちょっと、健康

まつりの講師謝礼とか、健康まつりという言葉が出ておるんですが、ちょっとこちらにつ

きましては、例えば一昨年とその前の年ですね、医師会さんや歯科医師さんのほうから協

力いただきまして、ふれあいホールで健康まつりを実施いたしましたが、昨年はちょっと

そういうことができなかったので、１階の住民課の前のフロアですね、そこで国保連合会

さんのほうから健康器具をお借りしまして、我々職員だけで１週間ほど、そういった住民

さん向けのイベントを催したということがございますので、ですので、令和３年度につき

ましても令和２年度と同じようなやり方を今考えております。 

 これに関しましては、昨年は医師会さんや歯科医師さんのほうからの特に応援といった

ものは求めておりませんでしたので、引き続き我々職員で対応、すみません、薬剤師会さ

んのほうからはちょっと協力を頂いたんですけども、医師会さんと歯科医師会さんのほう

からは協力は求めておりませんでしたので、我々でできる範囲内でのこういった事業を展

開していこうというふうに考えてございます。 

委員長（和田善臣議員） 

 三宅委員。 

委員（三宅良矢議員） 

 職員さんもやっぱり今年は結構何やかんや言うて、土・日に関しても取られることにな

ると思うんで、町長言われたように、選択と集中やと思うんですよ。住民にとって何が一

番なのかというと、やっぱりそこの安心感をまず届けるのが一番やと思うんで、そのため

に、ほかのイベントせなあかんから、それが皆さん職員さんなりドクターなりの調整のス

トレスになったとか、困難になるんやったら、その辺は柔軟に開催については考えていた

だいたほうがええかなと思うんで、まあこれは意見なんで、その辺はまた現場サイドで見

越していただいた上で、コロナ対策のワクチンを特に、多分一番やと思うんで、そこに関

しては進めていってくださいということです。よろしいでしょうか。 

保険課（大谷貴利課長） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 大谷課長。 

保険課（大谷貴利課長） 

 もちろん今、三宅委員がおっしゃってましたように、やはり令和３年度はコロナ対策、

予防接種とか、そういったことが一番最重要かと思いますので、もちろん無理のないよう

な形での開催というのは考えてございますので、よろしくお願いいたします。 
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委員（三宅良矢議員） 

 結構です。ありがとうございます。 

委員長（和田善臣議員） 

 他に、ご質疑ありませんか。 

委員（河野隆子議員） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 河野委員。 

委員（河野隆子議員） 

 国保料が統一化されたということで、６年間の激変緩和があったかと思うんですけど、

この新しい年度は入っていますよね。どれぐらい入ってるんでしょうか。 

保険課（大谷貴利課長） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 課長。 

保険課（大谷貴利課長） 

 激変緩和財源につきましては、令和３年度からは、それまで個々の市町村に充てていた

財源を、そもそもの大阪府の市町村標準保険料率を軽減するための財源として利用するこ

とになりましたので、市町村ごとの激変緩和財源というものにつきましては入ってござい

ません。忠岡町につきましては、令和元年度、２年度、それぞれ８００万、１，５００万

当たっていたんですが、３年度につきましてはございません。 

委員（河野隆子議員） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 河野委員。 

委員（河野隆子議員） 

 そうしましたら、府でまくばるわけかなというふうに思うんですけど、この令和３年度

においては、忠岡町はそれはもらえないということですね。 

委員長（和田善臣議員） 

 大谷課長。 

保険課（大谷貴利課長） 

 はい、そうでございます。 

委員長（和田善臣議員） 

 河野委員。 

委員（河野隆子議員） 
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 こんだけね、８００万、１，５００万というたら、かなり忠岡町、この国保の値下げに

使えるんじゃないかなというので、入ってこないということが分かりました。これは大変

だなというふうに思います。 

 ６年間ですから令和４年、５年まで行くかな。あと４年、５年は激変緩和措置はあるん

ですね。もらえるかどうか分かりませんけど。 

保険課（大谷貴利課長） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 大谷課長。 

保険課（大谷貴利課長） 

 先ほど言いました激変緩和措置の財源につきましては、今、大阪府としては令和３年度

からそもそもの市町村標準保険料率を抑制するための財源に用いるという形に変えてござ

いますので、今後、来年も再来年度も激変緩和の財源というのはないものだというふうに

認識しております。 

委員（河野隆子議員） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 河野委員。 

委員（河野隆子議員） 

 激変緩和、それは何でも激変緩和というのは大体年数が決まってるわけですけど、かな

りちょっとこの金額が入ってこないということは痛いというふうに思います。 

 それで、基金もね、いろいろ積んでおられて、２，０００万円積んだのを覚えているん

ですけど、またさらに２，０００万円、基金が積めるということをお聞きしましたけど、

合ってますか。 

保険課（大谷貴利課長） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 大谷課長。 

保険課（大谷貴利課長） 

 令和元年度で約２，０００万円の基金をまず積みまして、今ですね、令和２年度も約

２，０００万円の基金を積んでございます。ですので、現在、基金積立額は約４，０００

万ということになっております。 

委員（河野隆子議員） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 
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 河野委員。 

委員（河野隆子議員） 

 ２，０００万、２，０００万と積まれたということで、いろいろね、国保も統一ですか

ら、本町が決めてるわけじゃないんですけど、これだけ余ってくるというのは、やっぱり

取り過ぎているのかなというふうに思うんですけど、それについてはいかがですか。 

保険課（大谷貴利課長） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 大谷課長。 

保険課（大谷貴利課長） 

 まず、被保険者の方から頂きました保険料に関しましては、それは全額大阪府に事業費

納付金という形で納めておりますので、保険料として残るものは忠岡町にはございませ

ん。ただ、先ほどからお話の中にある保険者努力支援制度ですね、そういったもので忠岡

町として取れるものを取ったという部分での黒字というふうに我々は考えてございますの

で、必ずしも保険料は忠岡町には基本残らないという考えの下の黒字ということでご理解

を頂きたいと思います。 

委員（河野隆子議員） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 河野委員。 

委員（河野隆子議員） 

 保険料でたまったお金じゃないということは今、説明がありましたけど、黒字は黒字で

あるということでありますので、問題は、この２，０００万円、２，０００万円の基金

が、全く保険料を下げるために使えないという答弁が今まで何度も繰り返されてました。

しかし、さっきも言いましたように、府下でもかなり高い順位ですね。ですので、やはり

この基金を取り崩して値下げをするべきだというふうに思うんです。使えない、使えない

と担当のほうはおっしゃってますけど、ほんとに使えないのかということも思っています

ので、ぜひこの基金を取り崩して下げるというお考えはないですか。 

保険課（大谷貴利課長） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 大谷課長。 

保険課（大谷貴利課長） 

 市町村の基金の使い方につきましても、大阪府の運営方針の中で決められております。

で、忠岡町といたしましても、先ほど言いました事業費納付金ですね。被保険者の方から
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徴収した保険料をきちんと大阪府のほうには我々としては納める必要がございますので、

もし万が一、その収納が振るわなかったりとかした際には、一時的にそういった基金を用

いて事業費納付金を納めたりとかいうことも考えられます。で、忠岡町は２９年度で累積

赤字、解消はしてはいるんですが、やはりまだまだ予算的にも必ずしも安定しているかと

いうと、まだそうではないのかなというふうに考えておりますので、万が一そういった穴

が開くようなことがあった際には、柔軟に活用できる資金というものを、一定額は我々の

手元に置いておく必要がございますので、逆にそういった資金がないと、また、大阪府の

ほうから財政安定化基金という貸付けがあるんですが、そういった貸付けを受けた上で資

金を工面するというふうなことも考えられます。で、仮にその資金を借りたとした場合

は、これは大阪府のほうに返済する必要が出てきますので、返済するに当たっては、その

分、保険料に上乗せをして、そのための返済の資金を住民さんのほうからまた負担をして

いただかなければいけないということもございますので、そういったことがないように

我々のほうもきちんとしなければいけないというふうに考えております。 

 ですので、保険料を引き下げるための財源というのは、ある意味、一時的なやり方とい

うことになってくるかと思うんですけども、今後、令和６年からは完全に大阪府は統一保

険料ということになってしまいますので、そのときに忠岡町がきちんとほかの市町村と横

並びの保険料の料率が適用できるような体制に持っていく必要がございますので、我々の

ほうとしましては、まずはそういった国保財政の安定化のために、いつでも対応できるた

めの基金という形での確保というふうに考えてございますので、そもそもの保険料をちょ

っと下げるという使い方に関しましては、申し訳ございませんが、ちょっとできないとい

うことで回答させていただいております。 

委員（河野隆子議員） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 河野委員。 

委員（河野隆子議員） 

 大谷課長も非常に答弁もしづらいというふうには思うんですけど、やはりこの基金を積

み立てていくと。説明でも聞いてますよ。大阪府のほうに納付金を納めるときに、足らな

いときにだけしか使えないと。この条例をつくったときにそういう説明がありました。私

たち共産党は反対しましたけど、やはり一時的でも構わないので、高い保険料ですから

ね、２９年度に比べたら２万円ね、さっきのモデル世帯でも上がってるということもおっ

しゃってましたので、やはりこれは使うべきだというふうに思います。 

 それとあと、一般会計からの法定外の繰入れもして、金額を下げろということは言うて

います。この法定外繰入れすることによってペナルティーがあるんですね。そこら辺はど

んなペナルティーですか。 
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保険課（大谷貴利課長） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 大谷課長。 

保険課（大谷貴利課長） 

 今、保険者努力支援制度や大阪府のインセンティブと言われる特別交付金がございます

が、そういった分で、これも加点式なんですけども、運営方針にのっとった形でもちろん

やっていれば、その分、点数はもらえます。しかしながら、できていないことができてい

なければ、もちろん点数は配点されませんので、その分で点数が稼げなくなるということ

になります。 

 で、実際それが特別調整交付金や保険者努力支援制度でどれぐらい影響があるかという

ことになってくると思うんですが、その辺につきましては、ほかのいろんな評価と一緒に

なって、評価される部分でございますので、それが金額でどれぐらいかと言われると、ち

ょっとそこは見えにくい部分でございます。 

 ただ、過去に一度、影響額を何とか出したことがございまして、おととしの１２月議会

の質問でそういった質問があったと思うんですが、そのときで約１００万円ぐらいの影響

が出るのではないかなというふうに答弁させていただいたと思いますので、ちょっと今と

なってはまた点数の配分が変わったりとか、またいろいろと条件が変わってございますの

で、その当時は大体１００万円ぐらい影響があったということになるんですけど、今はじ

ゃあ何ぼぐらいかと言われると、それは申し訳ございませんが、ちょっと分かりかねると

ころでございます。ただ、１００万円以上の影響はあるのかなというふうには考えてござ

います。 

委員（河野隆子議員） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 保険料の高い安いでいきますか。 

委員（河野隆子議員） 

 もう終わります。 

委員長（和田善臣議員） 

 河野委員。 

委員（河野隆子議員） 

 今、１００万円程度かなとおっしゃってましたけど、ちょっとそこの金額は、１００万

円程度でありましたら知れてるということで、そんな影響はないかというふうに思います

ので、ペナルティーね。なので、やはり一般会計からの繰入れは、法定外繰入れ、今まで

統一化するまでは毎年、忠岡町はしてくれてましたんでね、ぜひ繰入れをして金額を下げ
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ると、そういった努力が要るのではないかというふうに思うんです。 

 で、厚労省がね、これは望ましくはないというふうなことは言ってますけど、法的に駄

目だということではないですよね。そこはどうですか。 

委員長（和田善臣議員） 

 大谷課長。 

保険課（大谷貴利課長） 

 あくまで大阪府の運営方針というものが、まず我々基本的に守らなければいけないルー

ルだというふうに考えてございますので、我々大阪府下の市町村は、その運営方針にのっ

とった形での国保事業を運営していく必要がございますので、一般会計からの法定外の繰

入れにつきましては、これはしてはいけないというふうに認識がございますので、よろし

くお願いいたします。 

委員（河野隆子議員） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 河野委員。 

委員（河野隆子議員） 

 最後にしますけど、法的根拠はありませんので、ぜひ一般会計からの繰入れ、これは町

独自で努力すべきだというふうに思いますので、お願いします。 

 それと、最後に、減免のことなんですけど、コロナ減免が、収入が３０％減った方が対

象だというふうに、収入でいくのかな、聞いておるんですけど、例えば３０％にいかんと

２８％とかね、２９％の方、そういったぎりぎりのところでコロナ減免が受けられないと

いうご家庭もあるかというふうに思います。そこら辺は柔軟に対応していただきたいとい

うふうに思うんですけど、やっぱり減免制度もね、窓口を広げていただくと、そういった

必要があるのではないかというふうに思うんですが、いかがでしょうか。 

保険課（大谷貴利課長） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 大谷課長。 

保険課（大谷貴利課長） 

 コロナ減免に関しましては、本来、被保険者の方から頂く保険料ですね、それに代わる

ものということになってございますので、この辺につきましては国の基準どおり忠岡町の

ほうとしては適用しているという状況でございますので、この点につきましては、今後特

に変えるということは考えてございません。 

委員（河野隆子議員） 

 コロナ減免で国の制度に当たる人は、全部国からこれ、お金が減免した分が出ますの
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で、忠岡町の腹は痛まないということであります。ですので、そこから外れた方ね、せめ

て、今これ大変な、ほんと有事ですわね。ですので、こういうときこそやっぱり忠岡町が

住民の方の顔を見て、狭いこの町内で、やっぱり苦しい生活を送ってはる方がいらっしゃ

るので、減免制度の拡充は必要だと思います。法定外の一般会計からの繰入れもしない、

基金も取り崩さない、そういったことでほんと全く私らが要求していること、１つもかな

わないとこなんですけど、この減免制度ね、今、コロナで大変なんですから、ここの窓口

はやっぱり広げていくべきだというふうに思うんですが、これは最後に答弁をお願いした

いというふうに思います。 

委員長（和田善臣議員） 

 大谷課長、最後の答弁ということで。 

保険課（大谷貴利課長） 

 もちろんコロナ減免に該当されない方につきましても、その他の所得減少による減免と

か、そっちのほうで救えた方というのもおられますので、そこは一定のルールにのっとっ

て我々のほうとしては運用していってる分でございますので、その辺のご理解はよろしく

お願いいたします。 

委員長（和田善臣議員） 

 他に、ご質疑ありませんか。 

（な  し） 

委員長（和田善臣議員） 

 ないようですので、質疑を終結いたします。 

 

委員長（和田善臣議員） 

 次に、議案第１６号 令和３年度忠岡町介護保険特別会計予算について、２１１ページ

から２４９ページまでの審査を行います。 

 議事に先立ってお諮りいたします。 

 本日の会議時間について、議事の都合によりあらかじめこれを延長してよろしいか。 

（「異議なし」の声あり） 

委員長（和田善臣議員） 

 ご異議ないものと認め、議事の都合により延長させていただきます。 

 できたら、今日は、私の希望なんですけれども、下水道事業まで行きたいと思いますの

で、よろしくお願いします。 

 介護保険会計予算資料について、担当課の説明を求めます。 

（担当課：説明） 

委員長（和田善臣議員） 

 説明は、以上のとおりです。 
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 ご質疑をお受けいたします。 

委員（河野隆子議員） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 河野委員。 

委員（河野隆子議員） 

 この令和３年度は第８期ということで、保険料の見直しもありまして、それは１日目の

議案のほうでお聞きして、採決もされたというところなんですが、若干基準額が下がった

ということの説明がございました。基準額で１月６，５５７円から６，４１０円になった

ということで、年間にして１，７６０円の引下げと、基準額でね、そういった説明がござ

いました。 

 で、何でこれ下がったかということでお聞きしたところ、６，４５７万円、積立てとい

うか、お金が余ったということで、それを全部ね、この料金抑制のために入れたというご

説明でございました。 

 何でこんなに余ったかというところの問題なんですけど、やはり介護保険で認定を受け

ても、一番問題だなというふうに思うのは、要支援の方が、足の確保がね、そこに使いた

いのだけれども、そこで使えないということで、利用抑制になっているんじゃないかなと

いうことで言いました。 

 それで、要支援１、２で認定を受けておられて、サービスを使っておられないという方

ですね、そういった方はどれぐらいいらっしゃるんでしょうか。何人認定を受けて、何人

はサービスを受けていないということ、出ますでしょうか。 

高齢介護課（泉元喜則課長） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 泉元課長。 

高齢介護課（泉元喜則課長） 

 令和元年度の分で説明させていただきます。要支援１の方が総数で１６５人、要支援２

の方が１７３人です。で、サービス受給者ですけれども、すみません、ちょっと受給者の

数は細かいのが出てませんので、また後で。 

委員（河野隆子議員） 

 分かったら教えていただけますか。 

 はい。 

委員長（和田善臣議員） 

 河野委員。 

委員（河野隆子議員） 
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 また分かったときに教えていただきたいというふうに思います。 

 なので、要支援１と２を足すと、認定を受けた方が三百四、五十人というところですか

ね。そういうことでございます。 

 それで、やっぱり私たちなんかが聞いてるところによったら、お買物であったりとか、

そういったことの利用もあるんだけれども、やはり病院なんかに行きたいけれども、介護

タクシーが使えないと。介護タクシーは要介護１からということでございますので、利用

したいんだけど利用ができないということでございます。この前の議会でも例も何件かお

話しさせていただいたんですけれども、やはりこの高い保険料を払っているんだけれど

も、そのサービスが使えないと、そこはかなり皆さんおかしいなというところでありまし

て、第７期のときは府下で７番目に高いという保険料でありましたけど、今回、何番目に

なったんでしたかね。まだ分からないですか。 

委員長（和田善臣議員） 

 泉元課長。 

高齢介護課（泉元喜則課長） 

 ちょっとまだ第８期の保険料について府のほうが調査してませんので、順番的には分か

らないですけれども、相対的に見て二、三は下がるかなという程度で、各市さんのところ

も、上がるところもあれば下がるところもあると聞いておりますので、大きく変動はない

のかなというところです。 

委員（河野隆子議員） 

 はい、すみません。 

委員長（和田善臣議員） 

 河野委員。 

委員（河野隆子議員） 

 そうですね。第８期、ほかの市町村、分かりませんので、何番目というのははっきり出

ないでしょうけど、７番目で二、三番下がるかなという予測をされているので、やはり府

下でも高い保険料を取っておられるということです。 

 それで、見込みとしても、第１号被保険者の推移は人数が増えるということであります

けれども、認定者数は８人と見込んでおられるということであります。内容もね、いろい

ろと総合サービス、総合事業とかに移されて、安上がりのサービスの導入は本町もしてま

す。使っておられる方もいらっしゃいます。その分はサービス料が安くなるということ

で、そちらのほうを選ぶ方もいらっしゃるんですけども、やはり今までと変わらない、そ

ういったサービスを持続してほしいということは何度も言わせていただいておりますが、

また、国がね、今度要支援１、２じゃなくて、要介護１と２の方も総合事業に組み込もう

ということが言われているんですけども、まだそれはこの第８期ではないということでよ

ろしいですか。計画に入っていませんので。 
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高齢介護課（泉元喜則課長） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 泉元課長。 

高齢介護課（泉元喜則課長） 

 今まで支援でサービスを利用していた方で、要介護が出た場合にですね、引き続き総合

支援事業の部分、サービスを使えるということが８期からはうたわれておりますけれど

も、これにつきましては、事業者指導のこともありますので、近隣５市とも歩調を合わせ

て取り組まなあかんことかなと思っておりまして。ただ、今すぐそういう要介護状態の人

が総合事業の分を使えるかといいますと、そこまでは想定してないというのが現状でござ

います。 

委員（河野隆子議員） 

 はい。 

委員長（和田善臣議員） 

 河野委員。 

委員（河野隆子議員） 

 話は戻るんですけど、すみません、さっきの足の確保ね、そういったところで、保険料

を取っていて、しっかりと認定も受けているんだけれども、そこら辺が使えないというと

ころで、やはり忠岡町でも横出しのサービスね。この前も申しましたけど、介護タクシー

が要支援でも使えるといった、その横出しのサービスね、そういったところもぜひ検討し

ていただきたいというふうに思うんです。でないと、介護保険料は払っている。認定は受

けた。しかしながら、使えるサービスがないと、そういったことになっていますので、そ

の横出しのサービスは必要ではないかというふうに思うんですけど、いかがでしょう。 

高齢介護課（泉元喜則課長） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 泉元課長。 

高齢介護課（泉元喜則課長） 

 横出しサービスもいろんなパターンがあると思うんですけれども、基本、横出しサービ

スをしていきますと保険料高騰にもつながりますので、全国統一的な介護保険運営をして

おりますので、その枠組みについては大きく変えたくないというのが現状でございます。 

 ちなみに、先ほど支援の方の状況でお話がありましたけれども、最新というか令和２年

３月末の状況でちょっとお話しさせてもらいますと、要支援１、２と事業対象者の認定者

数が合計で３９４名いらっしゃいまして、うちサービスを使っている方が３００名でござ

います。 
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委員（河野隆子議員） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 河野委員。 

委員（河野隆子議員） 

 調べていただいて、ありがとうございます。なので、認定を受けてても約１００名の方

がサービスを受けてないということが分かりました。ですので、やはり横出しのサービス

が必要であるというふうに思いますので、それはぜひ検討していただきたいというふうに

思います。 

 それから、保険料の減免のことですけど、これもさっきの国保と一緒で、コロナ減免が

３０％ですか、以内ということで、年金の方が多いのでね、国保ほどは対象者はいらっし

ゃらないと。ありましたよね、介護保険も。いらっしゃらないと思うんですけど、やはり

年金暮らしの方も国民健康保険の方は、とても食べていける金額では、満額でもないの

で、やはり働いていらっしゃる方もおられます。そういった方で、やはり３０％は減って

ないのに対象にならないということもございますので、減免制度もぜひ窓口を広げていた

だきたいというふうに思うんですけど、そのことについてはいかがでしょうか。 

高齢介護課（泉元喜則課長） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 泉元課長。 

高齢介護課（泉元喜則課長） 

 コロナ減免につきましては、国のほうで１０分の１０の財源でということで実施をされ

ておりますので、基本、国のルールに従って減免というんですか、考えております。その

ほか、先ほども国保のほうがありましたけれども、町の独自の減免制度もございますの

で、それに乗るんであれば、そのような形でとは考えておりますので、そういうご相談に

は応じてまいりたいと思っております。 

委員（河野隆子議員） 

 はい。 

委員長（和田善臣議員） 

 河野委員。 

委員（河野隆子議員） 

 本町も減免制度をやっています。今、大体対象者はどれぐらいいらっしゃるんでしょう

か。 

高齢介護課（泉元喜則課長） 

 委員長。 
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委員長（和田善臣議員） 

 泉元課長。 

高齢介護課（泉元喜則課長） 

 減免の対象者が７件ございます。 

委員（河野隆子議員） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 河野委員。 

委員（河野隆子議員） 

 ７件ということで、非常にやはり使い勝手が悪いと、なかなか対象にならないというこ

とで、預貯金なんかもカウントされますんでね。ですので、やはり高い介護保険料ですか

ら、減免ももう少し改善をしていただくと、そういった努力はしていただきたいというふ

うに思います。 

委員長（和田善臣議員） 

 いいですか。 

委員（河野隆子議員） 

 答弁だけお願いします。 

委員長（和田善臣議員） 

 答弁、簡単に。 

高齢介護課（泉元喜則課長） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 泉元課長。 

高齢介護課（泉元喜則課長） 

 独自減免につきましては、各市さんとも同じような基準でやっておりますので、基本は

この体系を維持していきたいと考えております。また、消費税の増によりまして、低所得

者の保険料減免も実施しておりますので、低所得者には大分保険料の軽減にはなっている

かなというふうに感じております。 

委員長（和田善臣議員） 

 他に、ご質疑ありませんか。二家本委員。 

委員（二家本英生議員） 

 今年度はコロナということだったんですけど、やっぱりコロナということで介護サービ

スを一旦やめたりとか、介護事業所のほうで一旦受入れを止めてる事業所もあったと思う

んですけども、その中で今回、年度途中で介護の状況が変わったり、要支援から要介護に

なったりとかいった、そういった件数ってどれぐらいありますでしょうか。 
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高齢介護課（泉元喜則課長） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 泉元課長。 

高齢介護課（泉元喜則課長） 

 ちょっとその辺の統計の数字は持ち合わせておりませんので、申し訳ないです。 

委員長（和田善臣議員） 

 二家本委員。 

委員（二家本英生議員） 

 そしたら後ほど、予算委員会が終わってからでもいいので、調べていただけたらと思い

ます。今回、先ほども話したとおり、介護に行けない、コロナで事業所も受け入れてくれ

ないという方が多くて、自宅でずっといてるんですけども、自宅でずっと動かずにいてた

ら、今までデイサービスとかで歩いたりリハビリをやってたんですけども、それがリハビ

リがなくなって、自宅でずっと待機してたら、今度、実際にデイサービスを使うときにも

う歩けない状態だったりとか、そういう方って結構耳にしますので、そういったことで介

護サービス、要支援１から例えば要介護とか、そういう認定が変わったりするかと思うん

ですけども、ちょっと今後、そういった形で１回調査していただいて、忠岡町でどんだけ

の方がいらっしゃるか一遍調べていただきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

委員長（和田善臣議員） 

 答弁いいですか。 

 他に、ご質疑ありませんか。 

委員（河野隆子議員） 

 １点だけ、すみません、委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 １点だけ、どうぞ。 

委員（河野隆子議員） 

 入所施設のことでお伺いしたいんですけど、いろいろと改悪されて、特養なんかは要介

護３以上しか入れないといった条件がありまして、やはり高齢者、独り暮らしもそうです

けど、老老介護でね、大変家で一生懸命在宅で介護されてるといったお家もありまして、

ですが、やはり高いところはなかなか収入の面で入れないというところで、やはり老健で

あったり特別養護老人ホームであったり、そういったところの入所を望んでいても、要介

護３まではいかない、かなり要介護２でも不自由だというふうに思います。そこら辺はど

ういった対応を、相談を受けておられるかどうか知りませんけど、要介護３でなくても安

いところに入りたいという要望もあると思いますので、そこら辺はどういった対応を取ら

れるんでしょうか。 
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高齢介護課（泉元喜則課長） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 泉元課長。 

高齢介護課（泉元喜則課長） 

 特養のほうは、どことも満床の状態やと思います。忠岡町の場合は待機者は少ないんで

すけれども、ある一定程度はあるんかなと思ってます。低所得者の方につきましては、や

っぱり特養が一番単価的には安いんですが、そういった状況ですので、現状におきまして

は、サ高住であるとか、有料の一部の部屋につきましては、低所得者に対応してくれてる

事業者さんもありますので、そういったところを探していくというような形にはなってお

りますので、ご理解のほどよろしくお願いします。 

委員（河野隆子議員） 

 分かりました。待機者が少ないといっても、おられるということですね。サ高住だった

らやっぱり十四、五万は要るんじゃないかなというふうに思うんです。なので、今、ピー

プルさんは満床というか、いっぱいですか。もう全然空きはない。 

高齢介護課（泉元喜則課長） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 泉元課長。 

高齢介護課（泉元喜則課長） 

 去年の調査では１名の待機ということやったんですけども、今ちょっと現状は聞いてお

りません。 

委員（河野隆子議員） 

 はい。 

委員長（和田善臣議員） 

 河野委員。 

委員（河野隆子議員） 

 そこらもちょっと調査していただいて、困ってる方の声も聞いていただきたいというふ

うに思います。 

 以上です。 

委員長（和田善臣議員） 

 他に、ご質疑ありませんか。 

（な  し） 

委員長（和田善臣議員） 

 ないようですので、質疑を終結いたします。 
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委員長（和田善臣議員） 

 次に、議案第１７号 令和３年度忠岡町後期高齢者医療特別会計予算について、２５３

ページから２６４ページまでの審査を行います。後期高齢者医療会計予算資料について、

担当課の説明を求めます。 

（担当課：説明） 

委員長（和田善臣議員） 

 説明は、以上のとおりです。 

 ご質疑をお受けいたします。ご質疑ありませんか。 

委員（河野隆子議員） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 河野委員。 

委員（河野隆子議員） 

 この資料で見ると、被保険者数の推移、人数は、令和３年度はちょっと人数が伸びてく

るということが示されていますけれども、それだけ高齢者、７５歳以上の方が増えていく

ということであります。２年に１回の保険料の改定でありますので、この令和３年度はな

いということでありますけれども、限度額がずうっと上がっていってます。これ、上がり

続けるんでしょうか、令和４年度も。そこら辺はまだ分かりませんか。 

保険課（大谷貴利課長） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 大谷課長。 

保険課（大谷貴利課長） 

 令和４年度のことにつきましては、まだ分かりません。ただ、被保険者数は今後、７５

歳以上に到達する団塊の世代の方がたくさんこの後期高齢者の方に、ここ三、四年の間に

年齢到達いたしますので、そういうことを考えると、料率や限度額が下がることはないの

かなというふうには考えております。 

委員（河野隆子議員） 

 はい。 

委員長（和田善臣議員） 

 河野委員。 

委員（河野隆子議員） 

 後期高齢も保険料は高いというふうに思うんですけれども、今、やはりこの後期高齢も

滞納者の方はどれぐらいいらっしゃって、金額、どれぐらいになってるんでしょうか。 



122 

 

委員長（和田善臣議員） 

 大谷課長。 

保険課（大谷貴利課長） 

 後期高齢者の滞納者数は、現時点で３０人程度ぐらいだと思います。滞納額につきまし

ても、令和２年度はまだ今現在進行中でございますので、令和元年度までで滞納されてる

金額につきましても、調定額で７０万円を切っている状況でございます。そのうち、今年

度につきましては約半分程度の、５０％ぐらいの滞納分の収納率がございますので、今そ

ういった状況でございます。 

委員（河野隆子議員） 

 はい。 

委員長（和田善臣議員） 

 河野委員。 

委員（河野隆子議員） 

 分かりました。７５歳、元気な方は元気ですけど、高齢でありますのでね、病院にかか

る割合も高いというふうに思うんですが、その点について、資格証明ですね、資格証明の

方は滞納の方で発行してるということはないですか。 

保険課（大谷貴利課長） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 大谷課長。 

保険課（大谷貴利課長） 

 後期のほうで資格者証の方はおられません。短期証の方につきましても、今のところち

ょっと所在が分からないという方が３名おられますので、その３名の方が該当していると

いう状況でございます。 

委員（河野隆子議員） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 河野委員。 

委員（河野隆子議員） 

 その３名の方は、住所があってもちょっと分からないと、連絡が取れないといった状況

なんですね。分かりました。 

 やはり今、課長のほうからも、限度額もこれからまた上がっていくだろうと、団塊の世

代がもう７５歳になるんですね。なので、やはり減免制度もね、これも必要ではないかと

いうふうに思います。それについてはいかがでしょうか。 

委員長（和田善臣議員） 
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 大谷課長。 

保険課（大谷貴利課長） 

 後期高齢者のほうのそういった制度面につきましては、大阪府の後期高齢者、広域連合

のほうが保険者となっておりますので、そちらのほうで今後どういったことを考え、行っ

ていくかということになってくると思いますので、我々のほうといたしましては、できる

限り保険料の料率を上げることのないように、払いやすい保険料ということを考えていた

だくように、ちょっと意見をさせていただくというふうに考えてございます。 

委員（河野隆子議員） 

 はい。 

委員長（和田善臣議員） 

 河野委員。 

委員（河野隆子議員） 

 あと、今、国会で審議されてますけど、その窓口ね、１割から２割にするということの

案が出ていますけれども、そうなるとかなり後期高齢者の方、もうほとんど年金で暮らし

ていらっしゃる方なので負担がすごいというふうに思うんですけど、その点でやはり窓口

で２割になるということは、年間窓口で５万円払っているのが１０万になるということで

すので、負担増になるということであります。なので、これはもちろん許せることじゃな

いし、廃案にするために頑張らなあかんのですけど、こういうことがされている中で、や

はり窓口の負担が２割になったら大変なことだということですので、後期高齢の会議にも

担当課の方は行っていらっしゃると思います。なので、そこら辺もぜひ府のほうにも声を

上げていただいて、やっぱり減免制度の拡充ということも必要ではないかというふうに思

います。そこら辺はやっぱり言うていただきたいというふうに思うんですが、いかがでし

ょうか。 

保険課（大谷貴利課長） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 大谷課長。 

保険課（大谷貴利課長） 

 市町村のそれぞれの各部会等ございますので、その中で意見をまた言う機会等があると

思いますので、やはり今後、被保険者の数が増えていく中で、保険料の料率も踏まえて、

そこは極力住民さんの負担にならないような形での制度づくりをお願いするということ

で、要望はしていきたいと考えております。 

委員長（和田善臣議員） 

 よろしいですか。 

委員（河野隆子議員）  
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 はい。 

委員長（和田善臣議員） 

 他に、ご質疑ありませんか。 

（な  し） 

委員長（和田善臣議員） 

 ないようですので、質疑を終結いたします。 

 以上で、議案第１５号から第１７号までの各特別会計予算の審査について終結いたしま

す。 

 下水道事業に入る前に暫時休憩いたします。５時１０分より再開いたします。 

（「午後４時５７分」休憩） 

 

委員長（和田善臣議員） 

 休憩前に引き続き審議を再開いたします。 

（「午後５時１０分」再開） 

 

委員長（和田善臣議員） 

 次に、議案第１８号 令和３年度忠岡町下水道事業会計予算について、審査を行いま

す。下水道会計予算資料について、担当課の説明を求めます。 

（担当課：説明） 

委員長（和田善臣議員） 

 説明は、以上のとおりです。 

 ご質疑をお受けいたします。ご質疑ありませんか。 

委員（河野隆子議員） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 河野委員。 

委員（河野隆子議員） 

 今ご説明がありました資料でですけれども、１ページのところでポンプ場費ですね。こ

れのポンプ場費、これは運転管理費というんかな、これが１，０２０万円安くなったとい

うご説明があったんですけれども、それはなぜ安くなったんでしょうか。 

委員長（和田善臣議員） 

 橋本課長。 

下水道課（橋本珍彦課長） 

 運転管理費が、先ほど説明させていただきましたようにほぼほぼ九百何十万円か安くな

っております。その理由は、令和２年度のときは雨水ポンプ場は予算額として、ちょうど
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切り替えの時期でしたんで、入札前ですんで予算額を上げておりまして、今度、３年度は

実際それが入札が終わって、入札後の実際の額が入っておりますので、その差でこの額が

出ているということでございます。 

委員（河野隆子議員） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 河野委員。 

委員（河野隆子議員） 

 そうしましたら差金ということはないですが、入札して安くなったということでよろし

いんですか。 

委員長（和田善臣議員） 

 橋本課長。 

下水道課（橋本珍彦課長） 

 はい、そのとおりでございます。 

委員（河野隆子議員） 

 分かりました。 

委員長（和田善臣議員） 

 他に、ご質疑ありませんか。 

 三宅委員。 

委員（三宅良矢議員） 

 前もお聞きしてたんですけど、雨水ポンプ場の浸水対策ですよね。一度見させに行かし

てもらったときも、やっぱり外壁が、ちょっと１メートル、２メートル高くなって、ちょ

っと来たら、ほぼ間違いなく建物の中に入っていくような状況なんですけど、その辺に対

しての対策はどのようにお考えでしょう。 

委員長（和田善臣議員） 

 橋本課長。 

下水道課（橋本珍彦課長） 

 今ご指摘のとおり、その浸水対策につきましては、今委託業務をかけておりまして、こ

の３月末にそれの報告が上がってまいりますので、それを踏まえてからまた新たに考えて

いきたいと考えてございます。 

委員（三宅良矢議員） 

 この４月に。 

下水道課（橋本珍彦課長） 

 ３月です。 

委員（三宅良矢議員） 
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 ３月ですか。はい。 

委員長（和田善臣議員） 

 それでいいですか。三宅委員。 

委員（三宅良矢議員） 

 あと、もう１点なんですけど、これはどこでも言われてる下水道とか雨水の老朽化率で

すよね。忠岡町としては今どのような状況で、今後この経営戦略策定に反映されていくん

かなと思うんですけど、今の現状はどんなものなのかというのを、ざくっとした言い方で

いいんで、ちょっと教えていただけたらなと思います。 

委員長（和田善臣議員） 

 橋本課長。 

下水道課（橋本珍彦課長） 

 雨水に限ってということでよろしいんですか。それとも全体的な話に。 

委員（三宅良矢議員） 

 下水道事業に係る管の。 

下水道課（橋本珍彦課長） 

 雨水で。 

委員（三宅良矢議員） 

 下水も。 

下水道課（橋本珍彦課長） 

 だから汚水、雨水両方という。 

委員（三宅良矢議員） 

 汚水、雨水ですね。ごめんなさい。 

委員長（和田善臣議員） 

 橋本課長。 

下水道課（橋本珍彦課長） 

 今現在、汚水のほうの延長がほぼほぼ５６キロで、雨のほうが１８キロございます。

で、雨水のほうはですね、ごめんなさい、汚水のほうはまだ耐用年数に達しておりません

ので、今のところしばらく猶予があるというふうに考えてございます。 

 で、雨水のほうは、古い管がもう５０年超えてるのがありますので、まずそちらのほう

から手をつけていかなあかんなというふうに考えてございまして、それはストックマネジ

メントの中でも織り込んでおりますので、それに基づいて、これから実際考えていくとい

うことになるんですけれども、まだ、今説明させていただきましたように、本当にピーク

を迎えるにはまだしばらく時間がございますので、今ストックマネジメントと、これから

つくる経営戦略、これを双方もちまして、後年度の事業に係る財政需要を練っていきたい

というふうに考えてございます。 
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委員（三宅良矢議員） 

 分かりました。ありがとうございます。 

委員長（和田善臣議員） 

 他に、ご質疑ありませんか。 

委員（二家本英生議員） 

 はい。 

委員長（和田善臣議員） 

 二家本委員。 

委員（二家本英生議員） 

 資料のほうの３ページなんですけども、見やすい形でイメージを書いていただいてるん

ですけども、これを見る限り、収入に対して一般会計とかいろんな負担金とか入れない

と、ほぼ支出のほうが多くなってきているという現状ではあるんですけども、今年度に限

ったら、予算ですけど、４，０００万ですかね。４，０００万部分が純利益ということで

資本のほうに入れてもらってるんですけど、今後の収支予測というのはどれぐらい見てい

らっしゃいますでしょうか。 

委員長（和田善臣議員） 

 橋本課長。 

下水道課（橋本珍彦課長） 

 今おっしゃっていただきましたように、下水道の会計といいますのは汚水分と雨水分に

分かれてございます。で、汚水は下水道使用料で賄う部分で、雨水、雨の部分は公費で賄

う部分となってございます。先ほどこちらに一般会計で、雨水処理とか一般会計に入れて

くれと言っていましたが、これは別に入れてもろてるんではなくて、雨の処理に必要な額

ですんで、これは入って当然の額となってございます。だから、これはうちの経営が悪い

んで入れているんではなくて、雨の分は必ず入れてもらわなあきませんので、それも入っ

ているということです。 

 あと、今おっしゃっていただきましたように、収支につきましては、汚水の分につきま

しては今後数年、このまま経費回収率が１００を切ることはないんではないだろうかとい

う予測を立ててございます。あと、雨の部分がどれだけ入ってくるかによってここの金額

が変わるというふうに考えてございます。 

委員長（和田善臣議員） 

 二家本委員。 

委員（二家本英生議員） 

 すみません。ちょっと勉強不足で申し訳なかったんですが、そういう仕組みになってい

るということですね。分かりました。 

 あと、すみません、６ページなんですけども、雨水ポンプ場の長寿命化工事ということ
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で、これは来年度、令和３年度から２か年でしていただけるということなんですけど、そ

の前、令和２年度で一たん終了というのを、それは前にお示しあった分でよろしいです

か。前にもあったと思うんですけど。 

委員長（和田善臣議員） 

 橋本課長。 

下水道課（橋本珍彦課長） 

 そのとおりでございます。長寿命化というのは引き続きパート、パートでやってござい

ますので、そういうことになります。 

委員長（和田善臣議員） 

 二家本委員。 

委員（二家本英生議員） 

 そうしましたら、この令和４年度で終わった、次もまた何か長寿命化の工事の計画があ

るということでよろしいですね。 

委員長（和田善臣議員） 

 橋本課長。 

下水道課（橋本珍彦課長） 

 以前にお示しさせていただいてるんですけれども、ストックマネジメント計画に一応の

っとって、令和６年までですかね、決まっておりますので、それにのっとって粛々と進め

ていきたいと考えてございます。 

委員長（和田善臣議員） 

 よろしいですか。 

 他に、ご質疑ありませんか。 

委員（河野隆子議員） 

 はい。 

委員長（和田善臣議員） 

 河野委員。 

委員（河野隆子議員） 

 先ほどの説明の１ページのところ、１つは入札差金ということをお伺いいたしました。

あとこれ、ソウケイ費と読めばいいんですかね。この３６０万の分が福祉減免だというお

話がありました。令和２年はこれはどこに。ここに載っていましたかね。 

委員長（和田善臣議員） 

 橋本課長。 

下水道課（橋本珍彦課長） 

 福祉減免につきましては、令和２年度までは下水道使用料の調定額を減するという経理

をとっていたんですけれども、企業会計に移ったことによりまして、費用をより明確とい
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うか透明化するということで、こちら側の３条予算のほうに計上させていただいてござい

ます。 

委員（河野隆子議員） 

 はい。 

委員長（和田善臣議員） 

 河野委員。 

委員（河野隆子議員） 

 分かりました。そしたら分かりよいというか、ここに３６０万ということで分かりよい

という資料になったということですね。 

下水道課（橋本珍彦課長） 

 減免に関しましては１２０万円。 

委員（河野隆子議員） 

 １２０万円、すみません。その１２０万円というのは何人分になるんでしょうか。 

委員長（和田善臣議員） 

 橋本課長。 

下水道課（橋本珍彦課長） 

 おおよそ２８０前後ということになってございます。 

委員（河野隆子議員） 

 分かりました。それとあと支払利息と、及び企業債取扱諸費というのがあるんですけれ

ども、これが１，２５３万２，０００円減っています。さっきの説明で退職金の引当金が

要らなくなったという説明だったかというように思うんですけども、では、その分はどこ

で賄うんでしょうか。 

委員長（和田善臣議員） 

 橋本課長。 

下水道課（橋本珍彦課長） 

 今、議員おっしゃっていただいているんですけれども、こちら側の支払利息につきまし

ては単純に過去の借金の利払いですんで、先ほどおっしゃっていた、さっきのは多分言っ

てるのは引当金の繰入金のことやと思うんですけど、それとこれは、すみません、全く連

動しない費目になってございます。 

委員（河野隆子議員） 

 そしたら、すみません。支払利息、退職の引当金というところではないというとこです

ね。 

下水道課（橋本珍彦課長） 

 はい。こちらのほうは退職金の例えば給与引当金とか貸倒引当金というのは、最初令和

２年度に組んでたんですけども、それはもう企業会計移行への初年度のときに積まなけれ
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ばいけなかった分ですんで、令和３年度ではそれを積む必要がなかったということを説明

させていただきましたんで、その差額が２，２００万円ということになってございます。 

委員（河野隆子議員） 

 ２，２００万円ですね。 

下水道課（橋本珍彦課長） 

 はい。 

委員（北村 孝議員） 

 分かりました。 

 それで、後でちょっと工事のことでお伺いするんですけれども、こっちの予算のほうで

９ページ、建設改良費が見積もってます、整備費でね。どのような工事なんでしょうか。

今１個、ポンプ場のことを言うてましたけど。 

委員長（和田善臣議員） 

 資料のところかな。この地図のやつや。 

下水道課（橋本珍彦課長） 

 はい。 

委員長（和田善臣議員） 

 橋本課長。 

下水道課（橋本珍彦課長） 

 すみません。今、議員おっしゃっていただいた、うち、ここに４本計上させていただい

ておるんですけれども、今、資料の５ページを見ていただいてるんですね。これで、例え

ば一番左端の忠岡東２丁目地内は、これは舗装復旧工事をしようというふうに考えてござ

います。ですので、だから先ほど説明させてもらいましたように舗装復旧が、ここの部分

と、ちょっと色は塗ってないんですけれども、グラウンドの岸和田側、これを抱き合わせ

で一本としてやらしていただきたいと。その今言ったようにグラウンドの右、だから庁舎

の岸和田側が雨水の雨水管の布設工事をしますよということになっております。それで、

右側に移っていただきまして、赤い部分、これが今もずっと進行中なんですけれども、中

央線、１１分区というところをやらしていただきまして、それの今回、この７工区という

ところを令和３年度に実施すると。で、上のところに、北出、高月北２丁目は、ここも雨

水管を布設するという予定をしております。 

委員（河野隆子議員） 

 委員長。 

委員長（和田善臣議員） 

 河野委員。 

委員（河野隆子議員） 

 分かりました。その舗装の復旧工事のところは、東２丁目のほうは、ここはよく工事ず
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っとされていたので、その復旧工事だというふうに思うんですけど、この役場の岸和田側

のところ、これは、ごめんなさい、これは違うな。グラウンドの横やね。グラウンドの横

の岸和田側のところの舗装というところで、そしたら安藤さんと役場の間のあの道、あそ

こ、舗装されるんですか。 

委員長（和田善臣議員） 

 橋本課長。 

下水道課（橋本珍彦課長） 

 今、ご存じかも分かりませんけど、今ちょっと凸凹してるんです。ガスを移設したんで

凸凹してますんで、それをきれいにするということで。 

委員（河野隆子議員） 

 そうですか。分かりました。 

 それで、あと、東１丁目の雨水管、これは老朽化ですか。あと、まとめて聞いておきま

すね。老朽化でするのかというところと、あと、汚水の工事というのは下水管をまたこれ

通すということなんですかね。 

 あと、高月北２丁目の雨水管ね。これ、いつも大和酵素からちょっと岸和田側のほうに

行って浸かるんですけど、そのための雨水管を入れていただけるということなんでしょう

か。併せてお答えお願いいたします。 

委員長（和田善臣議員） 

 橋本課長。 

下水道課（橋本珍彦課長） 

 先ほどのまず第１点目の東１丁目のグラウンド側ですかね。それにつきましても、あそ

このちょっと中に入った住宅街、ございますよね。中学校の大阪側のほうの住宅街という

んですかね。あそこのほうに、雨が降ったときに水がたまる箇所がありますので、その水

を抜くためにここで一たん整備するということで、新設ということになります。 

 で、次の高月北、すみません、汚水でしたっけ。汚水管のほうも先ほど説明をさせてい

ただきましたように、第１１分区というのを今、上のほうに延ばしておりますので、それ

の新設になります。 

 で、高月北２丁目の雨水管につきましても、これも先ほど議員おっしゃったように、あ

そこに雨がたまるところがありますので、それを抜くための新設ということになります。 

委員（河野隆子議員） 

 はい。 

委員長（和田善臣議員） 

 河野委員。 

委員（河野隆子議員） 

 かなり高月北に関しては五、六年先かなということも聞かしていただいてましたけど、
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やっていただけると。大雨が降るともう床上まで行きそうな雰囲気ですので、それはよか

ったというふうに思います。 

 それで、この汚水管については、高月南のほうは通ってるけど、一部通ってないところ

がさつき通りにあったんだけれども、そこの部分の汚水管ごと、汚水管だから下水管か、

ですね、通されるということですか。違うんですか。あれ、汚水やね。汚水と下水、どっ

ちやったかな。 

委員長（和田善臣議員） 

 橋本課長。 

下水道課（橋本珍彦課長） 

 今おっしゃっていただいたように、第二阪和の下を延ばすという汚水管を新設いたしま

す。 

委員（河野隆子議員） 

 はい。 

委員長（和田善臣議員） 

 河野委員。 

委員（河野隆子議員） 

 あそこについては、ちょっとあまり人家がないということでね、住まいがないというこ

とで問題にもさせていただいたんですけど、これを通すということで何軒ぐらいはつない

でいただけるんでしょうか。 

委員長（和田善臣議員） 

 橋本課長。 

下水道課（橋本珍彦課長） 

 まことに耳が痛いですけれども、今回は接続はございません。上の部分に人がいてるん

で、そこをつなぐための工事ということになります。 

委員（河野隆子議員） 

 はい。 

委員長（和田善臣議員） 

 河野委員。 

委員（河野隆子議員） 

 そうしましたら、下水管は通るけども、１軒もつなぐ家はない。ただ高月南、通さない

といけないんですか、それは。 

委員長（和田善臣議員） 

 橋本課長。 

下水道課（橋本珍彦課長） 

 本町全域、市街化区域になってございますし、一応１００％を目指しているとなってお
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りますので、できるだけ行きたいなと考えておるんですけれども、一旦この１１分区をも

って今後対応等々を考えていく、ちょうどそのタイミングにもなってるのかなというふう

に考えてございますので、取りあえず、申し訳ないですけども、この１１分区だけは上ま

で行きたいと。高月コミュニティセンターまでなんですけども、そこまで絶対通したいと

いうふうに考えてございますので、ご協力のほどよろしくお願いいたします。 

委員（河野隆子議員） 

 はい。 

委員長（和田善臣議員） 

 河野委員。 

委員（河野隆子議員） 

 下水管を通すということは、これは幾らかかるんですか。これ、幾らかかるんやろ。幾

らかかりますか。 

下水道課（橋本珍彦課長） 

 ずばっとは言えませんけど、ほぼほぼ１，０００万は超えるということでございます。 

委員（河野隆子議員） 

 はい、分かりました。せっかくつないでいただいても、そこに家がなかったらつないで

いただくことはできませんので、西側の地域も集合住宅なんかはなかなかつないでいただ

けないところもあるということで、やはりそこら辺は促進していただきたいというふうに

思いますので、よろしくお願いいたします。 

委員長（和田善臣議員） 

 他に、ご質疑ありませんか。 

（な   し） 

委員長（和田善臣議員） 

 ないようですので、質疑を終結いたします。 

委員長（和田善臣議員） 

 以上で、各会計予算の審査が終了いたしました。 

 

委員長（和田善臣議員） 

 まず１点ですが、議事の都合により、本日の委員会はこれまでとし、延会したいと思い

ますが、これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

委員長（和田善臣議員） 

 異議なしと認め、延会することに決定しました。 

 なお、明日１０時より再開したいと思います。明日は総括質疑から入りますので、よろ

しくお願いいたします。 
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 委員また理事者の皆さん、大変お疲れさまでございました。これで延会いたします。 

（「午後５時４５分」延会） 


